
① 学校名

② 大学等の設置者 ③ 設置形態

④ 所在地

⑤ 申請するプログラム名称
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⑧ 教員数 人 人
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⑮ 申請する認定プログラム

連絡先
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①具体的な修了要件 ②教育プログラムの修了要件

単位数 必修 1-1 1-6 単位数 必修 1-1 1-6

1 ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○

単位数 必修 1-2 1-3 単位数 必修 1-2 1-3

1 ○ ○

2 ○ ○ ○

開講状況開講状況

全学開講

全学開講

授業科目

工学基礎

コラボワークⅠ

④「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールになり得る
もの」の内容を含む授業科目

プログラムを構成する授業科目について

令和２年度以降に入学した入学生について、工学基礎、コラボワークⅠ、コミュニケーションリテラシーⅠ、コミュニケーションリテラシーⅡ、科学技術倫理の5
つの科目を全て修得していること。

③現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接に結び
ついている」の内容を含む授業科目

開講状況

全学開講

開講状況

学部・学科によって、修了要件は相違しない

全学開講

様式２

授業科目

工学基礎

コラボワークⅠ

科学技術倫理

授業科目

全学開講

授業科目



単位数 必修 1-4 1-5 単位数 必修 1-4 1-5

1 ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○

単位数 必修 3-1 3-2 単位数 必修 3-1 3-2

1 ○ ○ ○

2 ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○

単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3 単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3

1 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○

全学開講

⑤「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア
等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

全学開講

全学開講

開講状況

全学開講

全学開講

全学開講

⑦「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数理・データ
サイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

コミュニケーションリテラシーⅠ

コミュニケーションリテラシーⅡ

全学開講

授業科目

工学基礎

コラボワークⅠ

開講状況

全学開講

全学開講

開講状況授業科目

工学基礎

コラボワークⅠ

科学技術倫理

⑥「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを守る上
での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

開講状況

全学開講

全学開講

工学基礎

コラボワークⅠ

コミュニケーションリテラシーⅠ

コミュニケーションリテラシーⅡ

授業科目

授業科目

授業科目 授業科目



⑧選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑨プログラ ムを構成する授業の内容

授業に含まれている内容・ 要素

1-1

1-6

1-2

1-3

選択

（ ２ ） 「 社会で活用さ れてい
るデータ 」 や「 データ の活用
領域」 は非常に広範囲であっ
て、 日常生活や社会の課題を
解決する有用なツールになり
得るも の

（ １ ） 現在進行中の社会変化
（ 第４ 次産業革命、 Soci et y
5. 0、 データ 駆動型社会等） に
深く 寄与し ているも のであ
り 、 それが自ら の生活と 密接
に結びついている

講義内容

ビッ ク データ 、 I oT、 AI 、 ロボッ ト 　 「 コ ラ ボワーク Ⅰ」 （ 後期２ 〜４ 回目）
第4次産業革命、 Soci et y5. 0、 データ 駆動型社会　 「 工学基礎」 （ ２ 回目） 、 　 「 コ ラ ボワーク Ⅰ」
（ 後期２ 〜４ 回目）
複数技術を組み合わせたAI サービス　 「 コ ラ ボワーク Ⅰ」 （ 後期２ 〜４ 回目）
人間の知的活動と AI の関係性　 「 コ ラ ボワーク Ⅰ」 （ 後期２ 〜４ 回目）
データ を起点と し たも のの見方、 人間の知的活動を起点と し たも のの見方 「 科学技術倫理」 （ １ 回
目）

AI 等を活用し た新し いビジネスモデル　 「 コ ラ ボワーク Ⅰ」 （ 後期２ 〜４ 回目）
AI 最新技術の活用例　 「 コ ラ ボワーク Ⅰ」 （ 後期２ 〜４ 回目）

調査データ 、 実験データ 　 「 工学基礎」 （ ６ 〜１ １ 回目）
データ 作成　 「 コ ラ ボワーク Ⅰ」 （ 後期２ 〜４ 回目）
データ のオープン化　 「 コ ラ ボワーク Ⅰ」 （ 後期２ 〜４ 回目）

データ ・ AI 活用領域の広がり 　 「 コ ラ ボワーク Ⅰ」 （ 後期２ 〜４ 回目）
研究開発、 サービス　 「 コ ラ ボワーク Ⅰ」 （ 後期２ 〜４ 回目）
知的発見、 判断支援　 「 コ ラ ボワーク Ⅰ」 （ 後期２ 〜４ 回目）

授業科目 選択 授業科目



1-4

1-5

3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑩プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

⑪プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

データ表現　「工学基礎」（６〜７回目）
データの図表表現　「コラボワークⅠ」（後期２〜１３回目）、「工学基礎」（６〜７回目）
データの比較　「工学基礎」（８〜９回目、１０〜１１回目）、「コラボワークⅠ」（後期２〜１３回目）、「コミュニ
ケーションリテラシーⅠ」（７〜１１回目）

（ ３ ） 様々なデータ 利活用の
現場におけるデータ 利活用事
例が示さ れ、 様々な適用領域
（ 流通、 製造、 金融、 サービ
ス、 イ ンフ ラ 、 公共、 ヘルス
ケア等） の知見と 組み合わせ
るこ と で価値を創出するも の

（ ５ ） 実データ ・ 実課題（ 学
術データ 等を含む） を用いた
演習など、 社会での実例を題
材と し て、 「 データ を読む、
説明する、 扱う 」 と いっ た数
理・ データ サイ エンス・ Ａ Ｉ
の基本的な活用法に関するも
の

データ の種類　 「 工学基礎」 （ ２ 回目）
データ の分布と 代表値、 データ のばら つき 　 「 工学基礎」 （ ６ 〜７ 回目、 １ ０ 〜１ １ 回目）
観測データ に含まれる誤差の扱い　 「 工学基礎」 （ ８ 〜１ １ 回目）

データの集計　「工学基礎」（６〜７回目、１０〜１１回目）、「コラボワークⅠ」（前期９〜１０回目、後期２〜１３
回目）
データの並び替え、ランキング　「コラボワークⅠ」（後期２〜１３回目）、「コミュニケーションリテラシーⅡ」（８
〜１１回目）

（ ４ ） 活用に当たっ ての様々
な留意事項（ ELSI 、 個人情
報、 データ 倫理、 Ａ Ｉ 社会原
則等） を考慮し 、 情報セキュ
リ ティ や情報漏洩等、 データ
を守る上での留意事項への理
解をする

個人情報保護　「工学基礎」（１回目）
データ倫理：データのねつ造、改ざん、盗用、プライバシー保護　「工学基礎」（４回目）
AI社会原則（公平性、説明責任）　「コラボワークⅠ」（後期２〜４回目）、「コミュニケーションリテラシーⅠ」（４
〜６回目）、「コミュニケーションリテラシーⅡ」（１２〜１５回目）

情報セキュリティ　「工学基礎」（１回目、４回目）
情報漏洩等によるセキュリティ事故の事例紹介　「工学基礎」（１回目、４回目）

AI 活用事例紹介　 「 コ ラ ボワーク Ⅰ」 （ 後期２ 〜４ 回目）

データ 解析　 「 工学基礎」 （ ６ 〜７ 回目）
AI と ビッ ク データ 　 「 コ ラ ボワーク Ⅰ」 （ 後期２ 〜４ 回目）
今のAI で出来るこ と と 出来ないこ と 　 「 科学技術倫理」 （ １ 回目）

今後の情報活用が必須なデジタ ル社会において、 数理・ データ サイ エンス・ AI の基礎的知識を身につけ、 実社会の様々な分野の課題
や問題を理解するこ と で自ら の専門分野に応用でき る能力を身に付ける。 社会でおき ている変化を実例で学び、 適切な科学技術倫
理、 コ ミ ュ ニケーショ ンリ テラ シー、 情報リ テラ シーのも と で数理データ を扱い・ 説明でき る力を養い、 自ら の専門分野で数理・
データ サイ エンス・ AI の技術を活用でき る能力を身に付ける。

ht t ps: //www. oyama-ct . ac. j p/gakusei /mdash_ oyama/



①プログラム開設年度 年度

②履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

機械工学科 40 200 41 0 41 0 0 0 0 0 0 0 0 0 82 41%

電気電子創造工学科 80 400 82 0 83 0 0 0 0 0 0 0 0 0 165 41%

物質工学科 40 200 41 0 41 0 0 0 0 0 0 0 0 0 82 41%

建築学科 40 200 40 0 41 0 0 0 0 0 0 0 0 0 81 41%

合　計 200 1000 204 0 206 0 0 0 0 0 0 0 0 0 410 41%

様式３

プログラムの履修者数等の実績について

令和２

学部・学科名称
入学
定員

収容
定員

令和3年度 令和2年度 令和元年度 平成30年度 平成29年度 平成28年度 履修者数
合計 履修率



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式４

① プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

② 体制の目的

③ 具体的な構成員

④ 履修者数・履修率の向上に向けた計画

令和３年度実績 41% 令和４年度予定 60% 令和５年度予定 80%

令和６年度予定 100% 令和７年度予定 100% 収容定員（名） 1,000

本プログラムに関わる科目は全て、全学科で第3学年以下の学科横断等の同一科目（必
修科目）に設定されている。本校入学の全学生が履修可能となっており、現在、履修者数・
履修率の向上に向けた取り組みを検討している。

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

小山工業高等専門学校教務委員会規程

小山工業高等専門学校教務委員会を置く。教務委員会は、本教育プログラムを含む事項
の改善・進化に関する事項を掌握しており、教務委員会で本教育プログラムの質・履修者
数の向上に関する事項を取り扱う。

校長補佐（教務主事）　一般科　教授　森下佳代子
教務主事補　機械工学科　教授　増淵寿
教務主事補　電気電子創造工学科　准教授　飯島洋祐
教務主事補　電気電子創造工学科　准教授　サム アン ラホック
教務主事補　物質工学科　准教授　高屋朋彰
教務主事補　一般科　准教授　長田朋樹
機械工学科　准教授　川村壮司
電気電子創造工学科　教授　久保和良
物質工学科　准教授　田中孝国
建築学科　教授　大島隆一
一般科　准教授　関根健雄
学生課　課長　黒田 美穂

具体的な計画



⑤ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑥ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

本プログラムに関わる科目は全て、全学科で第3学年以下の学科横断等の同一科目（必
修科目）に設定されており、本校入学の全学生が履修できる体制となっている。

本プログラムに関わる科目は全て、全学科で第3学年以下の学科横断等の同一科目（必
修科目）に設定されており、本校入学の全学生が履修可能となっている。また、本プログラ
ムについては本校ウェブサイトに掲載して周知をはかっている。



⑦ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑧

履修に関して、本プログラムに関わる科目は全て、全学科で第3学年以下の学科横断等
の同一科目（必修科目）に設定されており、本校入学の全学生が履修可能となっている。
修得に関するサポート体制として、Teams活用により、すべての学生がオンライン上から質
問・相談できる等、時間と場所を選ばずに教員と学生の双方向のやりとりが可能な支援体
制が構築されている。また、本校ではLMSを導入しており、資料の共有や提出物等の状況
確認など、オンライン上でポートフォリオが実現可能な仕組みを構築している。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

現在、Teams活用により、すべての学生がオンライン上から質問・相談できる等、時間と場
所を選ばずに教員と学生の双方向のやりとりが可能な支援体制が構築されている。この
ため、授業時間外でも質問が受け付けられ、資料等をオンラインで共有できる。さらに、本
校ではLMSを導入しており、資料の共有や提出物等の状況確認など、オンライン上でポー
トフォリオが実現可能な仕組みを構築している。加えて、BYOD（Bring Your Own Device）を
推進し、オンライン活用による学生個人個人の環境構築を進めている。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式５

① 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

学修成果

本プログラムに関わる科目は、全学科ですべて第3学年以下の学科横断の同一科目（必修科目）に設定され
ており、その単位履修の状況および取得状況を教務委員会にて確認する。
また、LMS等を活用し履修者の課題提出状況は取りまとめている。さらに、履修者の授業への出席状況は学
内の入試・教務システムにて管理され、クラス担任や所属学科の教員に授業への出席等、学習成果の情報は
共有されている。

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

本プログラムに関わる科目は、全学科ですべて第3学年以下の学科横断の同一科目（必修科目）に設定され
ており、その単位履修および修得状況を教務委員会にて確認する。



学外からの視点

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

本プログラムに関わる科目について、授業アンケートを実施し、学生の理解度を分析し次年度以降に活用す
る。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

全学生に対してリテラシーレベルの数理データサイエンスに関する知識修得を推奨しており、本プログラムに
関わる科目全てを低学年時の必修科目としている。加えて、webシラバスに本プログラムに関連した科目であ
ることを明記することで、在学生および入学希望者等に対して推奨する。

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

本プログラムに関わる科目は、全学科ですべて第3学年以下の学科横断の同一科目（必修科目）に設定してい
るため、全学科において令和２年度以降の入学者に対して、令和６年度には履修率ほぼ１００％となることが
見込まれる。



教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

令和３年度時点で、教育プログラムの修了者で卒業した学生はいない。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

運営諮問会議や機関別認証評価などの定期的な外部評価を受けており、令和３年度には本校での教育研究
等の取り組みについて機関別認証評価を受けている。地域企業の団体等（法人会員：177（令和4年1月末時
点））が会員となる小山高専地域連携協力会において年次総会等で本校の取り組み等を紹介しており、産業
界から広く意見を得られている。



②自己点検・評価体制における意見等を公表しているアドレス

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

受講者によるアンケートおよび振り返りアンケートを年度ごとに実施し、授業を改善をはかる。さらに、LMSなど
のオンラインツールを活用し、学生自身が自主学習に取り組め、学生からの質問等にフィードバックできる環境
を整備し、「分かりやすい」授業への改善および水準維持を進める。

https://www.oyama-ct.ac.jp/gakusei/mdash_oyama/

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

本プログラムに関わる科目において、数理・データサイエンスに関わる先進的な事例を紹介しつつ、PBL形式
にてグループワークで内容の理解を深め、いかに人工知能などが今後の生活にどのように関わり、結びつい
ていくかを議論し、グループ発表およびディスカッションにて情報共有している。授業の振り返りなどから、講
義、グループワークを通して、数理・データサイエンス・ＡＩの現状および今後どのように社会に関わっていくかを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意義」が十分に理解させていると評価している。



小山工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 コミュニケーションリテラシ
ーＩ

科目基礎情報
科目番号 0019 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義・演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 プリント等を配付し使用する。
担当教員 岡田 晃,有坂 顕二,杉山 桂子,有坂 夏菜子,関根 健雄,柴田 美由紀,山崎 明,中田 幸子,吉村 理英
目的・到達目標
日本語や英語を用いて相手の意見を的確に理解すること（読む・話す）、自分の意見を整理し効果的な方法で伝えること（書く・話す）によっ
て、円滑なコミュニケーションを図ることができる。また、母語と外国語を関連づけて学ぶことを通して、「ことばへの気づき」を得ながら、
好奇心を持って積極的に言語活動に取り組むことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
言語活動を通じてコミュニケーシ
ョン能力が向上したことが、十分
に示せる。

言語活動を通してコミュニケーシ
ョン能力が向上したことが示せる
。

言語活動を通してコミュニケーシ
ョン能力が向上したことが示せな
い。

評価項目2 「言葉への気づき」を得られたこ
とが、十分に示せる。

「言葉への気づき」を得られたこ
とが示せる。

「言葉への気づき」を得られたこ
とが示せない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 ⑥
教育方法等

概要

「比較」をメインテーマとした以下の４つの項目について、講義および言語活動を展開することにより、「ことばへの
気づき」を得ながら、日本語と英語のコミュニケーション能力（読む・聞く・書く）の向上を図る。
【前期】Ａ「比較言語－日本語と英語の違い－」（読む・書く）
　　　　Ｂ「文章表現－筋道を立てて表現する－」（読む・書く）
【後期】Ｃ「口頭表現－説得力を持って表現する－」（聞く・話す）
　　　　Ｄ「比較文化－比較して考える－」（読む・話す）

授業の進め方と授業内
容・方法

主に各教室への配信授業により行う。授業はオムニバス形式で行い、国語科と英語科の連携のもと、各テーマの担当教
員が、テーマに沿った内容の講義および言語活動を実施する。言語活動では、問題演習、読解、作文、ディベート・プ
レゼンテーション等を行う。なお、各項目は独立した別個のものではなく、各項目および当該科目のⅠとⅡが有機的に
つながるよう企図されたものである。

注意点 1
授業の属性・履修上の区分
☑ アクティブラーニング ☑ ICT 利用 ☑ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期
3rdQ

1週 オリエンテーション
日本語と英語の音声の違い

授業内容や方法の概要を理解する。
日本語と英語の音声の特徴の違いに気づく。

2週
Ａ「比較言語－日本語と英語の違い－」：

（１）日本語の品詞について
（２）日本語の語順について

（１）現代日本語における品詞の名称や品詞それぞれ
の機能について理解する。
（２）日本語は英語と対比して、特定の文型は決まっ
ていないこと、文末決定性があることについて理解す
る。

3週
A：（１）英語の品詞について

（２）英語の文型について

（１）英語における品詞の名称や品詞それぞれの機能
について理解する。
（２）英語は語順で文中の語句の役割が決まるが、そ
のパターン(文型)が大きく分けて5つ(５文型)あること
を理解する。

4週
B「文章表現Ⅰ―筋道を立てて表現する―」：
多言語比較表現と指示代名詞や接続詞をたよりに英文
の文脈を読む

英語と日本語を比較し、それぞれの言語が持つ特徴を
確認し、さらに順不同に列挙された英文や段落を正し
い順序に並べかえる。

5週
B：（１）指示代名詞や接続詞をたよりに英文の文脈
を読む

（２）論理的に伝える①（具体と抽象）

（１）順不同に列挙された英文や段落を正しい順序に
並べかえる。
（２）具体と抽象を用いて相手に分かりやすく説明す
る手法を理解する。

6週 B：論理的に伝える②（主張と根拠）、③（対比と類
比）

根拠をもとに、説得力を持って主張する手法を理解す
る。対比と類比を用いることで、ものごとを的確に捉
え、分かりやすく表現する手法を理解する。

7週
C「比較文化―比較して考える―」：
　　英語で文化について考える①：Washoku -
Japanese Food Culture(Revised POLESTAR English

（１）日本文化についての英文を読み、概要を把握す
る。
（２）英語の「ディスコースマーカー」に着目して、
「対比」「具体例の列挙」など文章の構成について理
解する。

8週
C：（１）英語で文化について考える②：Washoku -
Japanese Food Culture(Revised POLESTAR English
Communication 1)から「比較」して文化を考える

（２）「水の東西」読解

（１）・文法事項等を確認しながら、英文を読解する
。・文化の比較、対比について自らの生活をもとに考
える。文化についての書籍、参考資料も提示し、自国
の文化について相対的に考えてみる試みを行う。
（２）比較の手法を用いた評論を読んで、内容を理解
する。

4thQ 9週
C：（１）「水の東西」読解→「比較文化」について
考える。

（２）「比較文化」のポスター作りに向けて
比較の手法を用いた評論を読んで、内容を理解する。

⑤

⑥
①

③

②

④

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示



10週 Ｃ：「比較文化」のポスター作り 比較の手法を用いて、日本文化、西洋文化についてグ
ループごとに考察し、図と文章で表現する。

11週 Ｃ：「比較文化」プレゼンテーション 日本文化と西洋文化を比較して、相互の特徴について
、グループで考察したポスターを発表する。

12週
Ｄ：「口頭表現―説得力を持って表現するー」

（１）ディベートの特徴、（２）三角ロジック、
（３）OREO

（１）ディベートの特徴をディスカッションと比較し
つつ理解する。
（２）論証の基本形である三角ロジック（主張
Opinion・理由付けReason・事実Example）を英文例
を用いて理解する。
（３）論証の手順（ＯＲＥＯ）を英文例を用いて理解
する。

13週
D：マイクロディベート準備

（１）立論の型・反駁の手順、（２）リンクマッ
プと立論の作成

（１）立論の型、反駁の手順について理解する。
（２）リンクマップをもとに、肯定側と否定側の立論
を書く。

14週 Ｄ：マイクロディベート試合 ディベートの実践を通して、説得力を持って表現する
手法を理解する。

15週
Ｄ：（１）ディベート試合の振り返り

（２）【発展編】英語ディベート体験
（３）「CLⅠ」の振り返り、定期試験について

（１）試合の反省点を今後に活かす。
（２）英語の試合を部分的に体験する。
（３）後期の学習を振り返る。

16週 後期定期試験の返却と解説 後期定期試験の解答について理解する。
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

分野横断的
能力 汎用的技能 汎用的技能 汎用的技能

日本語と特定の外国語の文章を読み、その内容を把握できる。 1
他者とコミュニケーションをとるために日本語や特定の外国語で
正しい文章を記述できる。 1

他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握できる。 1
日本語や特定の外国語で、会話の目標を理解して会話を成立させ
ることができる。 1

円滑なコミュニケーションのために図表を用意できる。 1
円滑なコミュニケーションのための態度をとることができる(相
づち、繰り返し、ボディーランゲージなど)。 1

他者の意見を聞き合意形成することができる。 1
合意形成のために会話を成立させることができる。 1
グループワーク、ワークショップ等の特定の合意形成の方法を実
践できる。 1

目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて正しく情報発
信(プレゼンテーション)できる。 1

課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手順で考えなけ
ればならないことを知っている。 1

グループワーク、ワークショップ等による課題解決への論理的・
合理的な思考方法としてブレインストーミングやKJ法、PCM法等
の発想法、計画立案手法など任意の方法を用いることができる。

1

どのような過程で結論を導いたか思考の過程を他者に説明できる
。 1

結論への過程の論理性を言葉、文章、図表などを用いて表現でき
る。 1

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 60 0 0 0 0 40 100
分野横断的能力 60 0 0 0 0 40 100

⑦

iijima
ハイライト表示



小山工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 工学基礎
科目基礎情報
科目番号 0001 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義・演習・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 別途指示する。
担当教員 鈴木 真ノ介,須甲 克也,川村 壮司,亀山 雅之,渥美 太郎,石原 学,中島 秀雄,干川 尚人,床井 良徳
目的・到達目標
1．情報を収集、処理、発信するため基本的なハードウェア、ソフトウェアについて知っている。
2．同一問題に対し、それを解決できる複数のアルゴリズムが存在しうることを知っている。
3．情報セキュリティーに配慮した基本的な情報収集・発信、情報保護について知っている。
4．適切な手順に従って、基本的な実験実習を実施できる。
5．必要なデータを整理し、その結果に基づいてレポート作成ができる。
6．実験を通して課題を解決する上での基本的ルールを守ることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

1．情報を収集、処理、発信するた
め基本的なハードウェア、ソフト
ウェアについて知っている。

情報を収集、処理、発信するため
基本的なハードウェア、ソフトウ
ェアについて極めて正確に知って
いる。

情報を収集、処理、発信するため
基本的なハードウェア、ソフトウ
ェアについてほぼ正しく知ってい
る。

情報を収集、処理、発信するため
基本的なハードウェア、ソフトウ
ェアについてほとんどまたはまっ
たく知っていない。

2．同一問題に対し、それを解決で
きる複数のアルゴリズムが存在し
うることを知っている。

同一問題に対し、それを解決でき
る複数のアルゴリズムが存在しう
ることを極めて正確に知っている
。

同一問題に対し、それを解決でき
る複数のアルゴリズムが存在しう
ることをほぼ正しく知っている。

同一問題に対し、それを解決でき
る複数のアルゴリズムが存在しう
ることをほとんどまたはまったく
知っていない。

3．情報セキュリティーに配慮した
基本的な情報収集・発信、情報保
護について知っている。

情報セキュリティーに配慮した基
本的な情報収集・発信、情報保護
について極めて正確に知っている
。

情報セキュリティーに配慮した基
本的な情報収集・発信、情報保護
についてほぼ正確に知っている。

情報セキュリティーに配慮した基
本的な情報収集・発信、情報保護
についてほとんどまたはまったく
知っていない。

4．適切な手順に従って、基本的な
実験実習を実施できる。

適切な手順に従って、基本的な実
験実習を極めて正確に実施できる
。

適切な手順に従って、基本的な実
験実習をほぼ正確に実施できる。

適切な手順に従って、基本的な実
験実習をほとんどまたはまったく
実施できない。

5．必要なデータを整理し、その結
果に基づいてレポート作成ができ
る。

必要なデータを整理し、その結果
に基づいてレポート作成が極めて
正確にできる。

必要なデータを整理し、その結果
に基づいてレポート作成がほぼ正
確にできる。

必要なデータを整理し、その結果
に基づいてレポート作成がほとん
どまたはまったくできない。

6．実験を通して課題を解決する上
での基本的ルールを守ることがで
きる。

実験を通して課題を解決する上で
の基本的ルールを守ることが極め
て正確にできる。

実験を通して課題を解決する上で
の基本的ルールを守ることがほぼ
正確にできる。

実験を通して課題を解決する上で
の基本的ルールを守ることがほと
んどまたはまったくできない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 ②
教育方法等
概要 工業技術者として分野を問わず必要とされる知識や技術を講義や実験・実習を通して身につけるための科目です。
授業の進め方と授業内
容・方法

情報および安全に関する授業は全クラス一斉で行います。他の実験・実習に関する授業はクラスごとに分かれて実施し
ます。クラスによって実験・実習の順序が異なります。

注意点
実施場所やレポートやテストに関する具体的な指示はホームルーム前の掲示や授業中の口頭指示により連絡します。必
要に応じて手帳を活用しましょう。実験内容によっては危険を伴うものもあります。担当教員の指示をよく聞いて行動
してください。

授業の属性・履修上の区分
□ アクティブラーニング □ ICT 利用 □ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス、情報モラル 授業の進め方について理解する。情報モラルについて
理解する。

2週 情報の基礎、情報ネットワーク 情報の基礎およびネットワークについて理解する。
3週 アルゴリズム、プログラミング アルゴリズムやプログラミングについて理解する。
4週 情報セキュリティ 情報セキュリティについて理解する。
5週 実験・実習における安全 実験・実習における安全について理解する。
6週 データの分析（１） データの分析の基礎について理解する。
7週 データの分析（２） データの分析の実践について理解する。
8週 長さの測定と有効数字（１） ノギスを正しく使える。

2ndQ

9週 長さの測定と有効数字（２） マイクロメータを正しく使える。

10週 テスタを用いた測定（１） テスタを使って簡単な回路の電圧を測定することがで
きる。

11週 テスタを用いた測定（２） テスタを使って簡単な回路の電流や抵抗を測定するこ
とができる。

12週 化学に関する実験（１） 化学物質の安全性と禁水性物質の取り扱いについて理
解する。

13週 化学に関する実験（２） 草木染の実験を行い，それを化学的に理解する。
14週 構造物の力学（力のつりあい）に関する実験（１） 3つの力のつりあいについて理解する。
15週 構造物の力学（力のつりあい）に関する実験（２） 吊構造やアーチ構造の力のつりあいを理解する。

⑤

⑥
①

③
②

④

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示



16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力

自然科学

物理実験 物理実験

測定機器などの取り扱い方を理解し、基本的な操作を行うことが
できる。 3

安全を確保して、実験を行うことができる。 3
実験報告書を決められた形式で作成できる。 2
有効数字を考慮して、データを集計することができる。 2

化学実験 化学実験

実験の基礎知識(安全防具の使用法、薬品、火気の取り扱い、整
理整頓)を持っている。 3

事故への対処の方法(薬品の付着、引火、火傷、切り傷)を理解し
、対応ができる。 3

測定と測定値の取り扱いができる。 2
有効数字の概念・測定器具の精度が説明できる。 2
レポート作成の手順を理解し、レポートを作成できる。 2

工学基礎

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

物理、化学、情報、工学における基礎的な原理や現象を明らかに
するための実験手法、実験手順について説明できる。 1

実験装置や測定器の操作、及び実験器具・試薬・材料の正しい取
扱を身に付け、安全に実験できる。 3

実験データの分析、誤差解析、有効桁数の評価、整理の仕方、考
察の論理性に配慮して実践できる。 2

実験テーマの目的に沿って実験・測定結果の妥当性など実験デー
タについて論理的な考察ができる。 1

実験ノートや実験レポートの記載方法に沿ってレポート作成を実
践できる。 1

実験データを適切なグラフや図、表など用いて表現できる。 1
実験の考察などに必要な文献、参考資料などを収集できる。 1
実験・実習を安全性や禁止事項など配慮して実践できる。 3
個人・複数名での実験・実習であっても役割を意識して主体的に
取り組むことができる。 3

共同実験における基本的ルールを把握し、実践できる。 3
レポートを期限内に提出できるように計画を立て、それを実践で
きる。 3

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

情報技術の進展が社会に及ぼす影響、個人情報保護法、著作権な
どの法律について説明できる。 1

高度情報通信ネットワーク社会の中核にある情報通信技術と倫理
との関わりを説明できる。 1

情報リテラ
シー

情報リテラ
シー

情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な知識を活用で
きる。 1

論理演算と進数変換の仕組みを用いて基本的な演算ができる。 1
コンピュータのハードウェアに関する基礎的な知識を活用できる
。 1

情報伝達システムやインターネットの基本的な仕組みを把握して
いる。 1

同一の問題に対し、それを解決できる複数のアルゴリズムが存在
しうることを知っている。 1

与えられた基本的な問題を解くための適切なアルゴリズムを構築
することができる。 1

任意のプログラミング言語を用いて、構築したアルゴリズムを実
装できる。 1

情報セキュリティの必要性および守るべき情報を認識している。 1
個人情報とプライバシー保護の考え方についての基本的な配慮が
できる。 1

インターネット(SNSを含む)やコンピュータの利用における様々
な脅威を認識している 1

インターネット(SNSを含む)やコンピュータの利用における様々
な脅威に対して実践すべき対策を説明できる。 1

専門的能力
分野別の工
学実験・実
習能力

機械系分野
【実験・実
習能力】

機械系【実
験実習】

ノギスの各部の名称、構造、目盛りの読み方、使い方を理解し、
計測できる。 4

マイクロメータの各部の名称、構造、目盛りの読み方、使い方を
理解し、計測できる。 4

評価割合
試験・レポート 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

⑦

iijima
ハイライト表示



小山工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 コミュニケーションリテラシ
ーＩＩ

科目基礎情報
科目番号 0035 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義・演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 プリント等を配付し使用する。
担当教員 岡田 晃,有坂 顕二,杉山 桂子,有坂 夏菜子,関根 健雄,柴田 美由紀,山崎 明,中田 幸子,吉村 理英
目的・到達目標
日本語や英語を用いて相手の考えを的確に理解すること（読む・聞く）、自分の考えを整理し、筋道立てて表現すること（書く・話す）によっ
て、論理的なコミュニケーションができる。また、母語と外国語を関連づけて学ぶことを通して「言葉への気づき」を得ながら、「言葉で考え
、考えを言葉にする」言語活動に能動的に取り組むことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
言語活動を通じて論理的なコミュ
ニケーション能力が向上したこと
が、十分に示せる。

言語活動を通して論理的なコミュ
ニケーション能力が向上したこと
が示せる。

言語活動を通して論理的なコミュ
ニケーション能力が向上したこと
が示せない。

評価項目2
「言葉で考え、考えを言葉にする
」言語活動に能動的に取り組めた
ことが、十分に示せる。

「言葉で考え、考えを言葉にする
」言語活動に能動的に取り組めた
ことが示せる。

「言葉で考え、考えを言葉にする
」言語活動に能動的に取り組めた
ことが示せない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 ⑥
教育方法等

概要

以下の４テーマについて、講義および言語活動を展開することにより、「ことばへの気づき」を得ながら、日本語と英
語の論理的コミュニケーション能力（4技能：読む・書く・話す・聞く）のさらなる向上を図る。
Ａ「思考表現Ⅰ－考えを簡潔な文にする－」（読む・書く）
Ｂ「思考表現Ⅱ－考えを文章に組み立てる－」（読む・書く）
Ｃ「思考形成Ⅰ－ポイントをつかむ－」（読む・聞く・話す）
Ｄ「思考形成Ⅱ－議論の流れをとらえる－」（読む・書く・聞く・話す）

授業の進め方と授業内
容・方法

合同授業と、クラスごとの授業を組み合わせて行う。授業はオムニバス形式で行い、国語科と英語科の連携のもと、各
テーマの担当教員が、テーマに沿った内容の講義および言語活動を実施する。言語活動では、問題演習、作文、スピー
チ、ディベート等を行う。なお、各テーマは独立した別個のものではなく、各テーマおよび当該科目のⅠとⅡが有機的
につながるよう企図されたものである。

注意点 前期定期試験を行う。成績の評価は、試験６割、その他４割で行う。その他には、小テスト、提出物、発表等を含む。
授業の際は、辞書を持参すること。シラバスは都合により変更することがある。

授業の属性・履修上の区分
☑ アクティブラーニング ☑ ICT 利用 ☑ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 （１）オリエンテーション
（２）ビブリオバトルについての説明

（１）授業の概要を理解する。
（２）ポイントをつかんで表現する方法を学ぶ。

2週 Ａ「思考表現Ⅰ－考えを簡潔な文にする－」：
　　正確な文を書く（Correct) わかりやすく簡潔な表現を理解する。

3週 Ａ：（１）明快な文を書く（Clear）
（２）英語の品詞について

（１）わかりやすく簡潔な表現を理解する。
（２）英語における品詞それぞれの機能についてより
深く理解する。

4週 Ａ：英語の文型について 英語の５文型についてより深く理解する。

5週 B「思考表現Ⅱ－考えを文章に組み立てる－」：
　　考えを整理し、文章化する

説明文：情報を整理して説明文を作成する。
報告文：研究の経過を問題解決型ストーリーを用いて
報告する。

6週 Ｂ：英語で算数（数式編（加法、減法、乗法）） ２、３桁の簡単な足し算、引き算、掛け算を英語で行
なえるようになる。

7週 Ｂ：英語で算数（数式編（除法）、図形編） ２桁程度の簡単な割り算を英語で行えるようになる。
図形の用語を英語で言えるようになる。

8週 Ｃ「思考形成Ⅰ-ポイントをつかんで考える」：
　　英文解釈① ポイントをつかんで英文を読みその内容を把握する。

2ndQ

9週 Ｃ：英文解釈② ポイントをつかんで英文を読みその内容を把握する。
10週 C：ビブリオバトル　予選 ポイントをつかんで相手に伝達する方法を理解する。
11週 C：ビブリオバトル　決勝戦 ポイントをつかんで相手に伝達する方法を理解する。

12週 D「思考形成Ⅱ－議論の流れを考える－」：
　　議論の流れをつかむ

議論の流れのポイントをつかむ（パラグラフリーディ
ング）

13週 D：マイクロディベート準備 ディベートの実践を通して、自分の考えを説得力をも
って相手に伝える手法を身に着ける。

14週 D：マイクロディベート試合 ディベートの実践を通して、議論の組み立て方を理解
する。

15週
D：（１）マイクロディベート振り返り　

（２）英語ディベート体験
（３）「ＣＬⅡ」の総括

（１）試合を振り返り、反省点を今後に活かす。
（２）英語の試合を部分的に体験する。
（３）前期の学習内容を振り返る。

16週 前期定期試験の返却と解説 前期定期試験の解答について理解する、
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標

⑤

⑥
①

③

②

④

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示



分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

分野横断的
能力 汎用的技能 汎用的技能 汎用的技能

日本語と特定の外国語の文章を読み、その内容を把握できる。 2
他者とコミュニケーションをとるために日本語や特定の外国語で
正しい文章を記述できる。 2

他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握できる。 2
日本語や特定の外国語で、会話の目標を理解して会話を成立させ
ることができる。 2

円滑なコミュニケーションのために図表を用意できる。 2
円滑なコミュニケーションのための態度をとることができる(相
づち、繰り返し、ボディーランゲージなど)。 2

他者の意見を聞き合意形成することができる。 2
合意形成のために会話を成立させることができる。 2
グループワーク、ワークショップ等の特定の合意形成の方法を実
践できる。 2

目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて正しく情報発
信(プレゼンテーション)できる。 2

課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手順で考えなけ
ればならないことを知っている。 2

グループワーク、ワークショップ等による課題解決への論理的・
合理的な思考方法としてブレインストーミングやKJ法、PCM法等
の発想法、計画立案手法など任意の方法を用いることができる。

2

どのような過程で結論を導いたか思考の過程を他者に説明できる
。 2

結論への過程の論理性を言葉、文章、図表などを用いて表現でき
る。 2

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 60 0 0 0 0 40 100
分野横断的能力 60 0 0 0 0 40 100

⑦

iijima
ハイライト表示



小山工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 コラボワークＩ
科目基礎情報
科目番号 0036 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 タクナル、リアセック（2016）
担当教員 山下 進,増淵 寿,平田 克己,飯島 洋祐,上田 誠,西井 圭,安高 尚毅
目的・到達目標
1．主体性や自己管理能力が身に付いている。
2．他者を尊重しながらチームでディスカッションや作業ができる。
3．情報を収集・整理して自分の意見やアイデアを出すことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
スケジュール管理、報告、連絡、
相談、目標の立案を実行すること
ができる。【自立】

自分で考えるとともに他者とも協
力して実行できる。

教員の指示も受けながら自分で考
えて実行できる。 教員の指示を受けてもできない

他者の意見を尊重しながら自分の
意見を述べて、チーム全体を合意
形成に導くことができる【協働】

自分で考えるとともに他者とも協
力して実行できる。

教員の指示も受けながら自分で考
えて実行できる。 教員の指示を受けてもできない

収集した情報を整理しまとめ、自
分の意見やアイディアを加えて他
人に伝えることができる【創造】

自分で考えるとともに他者とも協
力して実行できる。

教員の指示も受けながら自分で考
えて実行できる。 教員の指示を受けてもできない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 ②
教育方法等

概要
自立、協働、創造の能力を養成することを目的とし、多様な環境（他学科や他学年の学生との交わり、学外の人々との
交わりなど）の中で、チームにどんな貢献ができるかを考えて自立的に役割を果たし、メンバーと協働し、チームワー
ク力を発揮して、創造性が養われる学習活動を行う。問題解決をするためのケースを使用し、協働で、問題解決に取り
組む。

授業の進め方と授業内
容・方法

学科混合で5クラス編成して5教室に分かれて授業を行う。さらにその中で学科横断のチームでグループディスカッショ
ンやグループワークの活動をすすめる。前期は教科書を用いて１〜２週完結の決められたテーマに沿ってチーム課題に
取り組み、自立、協働、創造に関する基礎的スキルを身に付る。後期は身につけた基礎的スキルを用いてより実際的な
課題に取り組む。第1週、中間週および最終週に自己チェックを行い、各自で目標設定をして授業に取り組むとともに、
毎回の授業の最後にふりかえりシートに記入し、次回の目標を立てる。

注意点

この科目は静かに席についているだけでは何も身につきません。積極的に授業に取り組む姿勢が成績評価につながりま
す。
以下の項目について点数化し合計100点満点で評価した結果、60点以上を「合」、60点未満を「否」として最終的な成
績を付ける。ただし、授業を1/4を超えて欠席した場合は点数によらず原則「否」とする。なお、前期の評価項目と配点
は以下のとおりです。
［前期の評価項目と配点］
（１）授業に取り組む姿勢やふりかえりシートの内容（60点）
（２）グループワークにおける成果物の内容（25点）
（３）自身の汎用的スキルの学生自己評価（10点）
（４）グループワークにおけるチームへの貢献度の学生相互評価（5点）
※後期シラバス内容を更新（2021.12.20）

授業の属性・履修上の区分
☑ アクティブラーニング □ ICT 利用 □ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週
オリエンテーション
ディスカッションワーク（1）相互理解ゲーム「ギャッ
プの王様」

・チームの相互理解を行い、話しやすい関係性をつく
る。
・議論をする上での基本姿勢「自己開示」「積極的な
質問・フィードバック」の重要性に関して、全体で賛
同を得る。

2週
軽く議論をしてみよう
ディスカッションワーク（2）意見交換「こわい先生」
ディスカッションワーク（3）議論ゲーム「無人島」

・議論することへの抵抗感をなくし、積極的に議論を
盛り上げていく姿勢をつくる
・他者から多種多様な意見が出ることを体感し、そこ
に耳を傾けることの大切さを知る

3週

自分の意見を伝える
ディスカッションワーク（4）ミニワーク「告白」
ディスカッションワーク（5）人生相談A，B
ディスカッションワーク（6）チームで作ろう！「キャ
ンペーン標語」

・自分の意見を持つことの大切さを知る
・自分の意見を述べる際に、根拠となる理由を示す必
要性を知る
・意見の伝え方のポイントを体感的に学ぶ

4週 本格的に議論してみよう（ワーク）
プロジェクトワーク（7）文化祭の動物園

・議論を通じた問題解決（今回は企画立案）をやりき
り、達成感と自信を持つ

5週 本格的に議論してみよう（プレゼンテーション）
・議論や成果をもっとよいものにしようという意識の
大切さに気づく
・プレゼンテーションをするにあたり、相手の立場に
たってモノを考えることの大切さに気づく

6週
情報を集める（ワーク）
プロジェクワーク（8）さまざまなダイエット法を紹介
する

・問題解決リテラシーのひとつ「情報収集」に注目し
、どうやったら効果的に情報を集められるかを体感的
に学ぶ

7週 情報を集める（プレゼンテーション） ・さまざまな情報収集の方法を知る
・有効な情報収集にあたり「拡散と収束」を実践する

⑤

⑥
①

③

②

④
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8週
個性を活かす
プロジェクトワーク（9）「私のキャラ立ちパワーアッ
プ会議」

・チーム内での個々の動きに対し、相互にポジティブ
フィードバックを行い、講座を通じた成長感を確認し
あい、今後のさらなる積極的行動の手がかりを得る。
・（次回チームメンバーを変更するため）信頼関係を
構築した現在のチームを卒業しても、また新たなチー
ムで信頼関係を築こうとする心がまえをつくる。

2ndQ

9週
情報を分析する（ワーク）
プロジェクトワーク（10）新入生に、住む街をすすめ
る

・前回のワークで行った情報収集のスキルを活かし、
問題解決に向かう姿勢を強化する。
・情報分析の観点を学び、情報を整理してみる

10週 情報を分析する（プレゼンテーション）

・収集した情報を分析し、第三者への情報提供の際に
、自らの分析結果に自信をもち、意思をこめて伝える
ことの重要性を理解する
・「情報分析の軸」を就職する際は、目的を意識しよ
う

11週 問題を提起する（ワーク）
プロジェクトワーク（11）ブラスバンドGIFTの憂鬱

・これまで学んだ「情報を収集し、分析したうえで自
分たちの意見をまとめる、結論を出す」という経験を
生かして、課題を発見する。
・前回のワークで行った情報収集のスキルを活かし、
問題解決に向かう姿勢を強化する。

12週 問題を提起する（プレゼンテーション）
・複雑に絡み合った問題に対し、事実に基づき、論理
的に現状を整理し、意思と情熱をもって問題を提起す
ることの重要さとむずかしさを実感する。

13週 計画を構想する（ワーク）
プロジェクトワーク（12）The Tower

・問題解決に向けた計画を構想し、実行するまでの一
連のプロセスを体験学習し、ブラッシュアップのポイ
ントをつかむ。

14週 計画を構想する（プレゼンテーション） ・限られた情報や権限を最大限に生かし、どう行動す
るかを考えて行動する重要さを学ぶ。

15週
まとめ
プロジェクトワーク（13）自分と仲間の成長
プロジェクトワーク（14）この講座を後輩にすすめて
みよう

・議論を通じた問題解決力について、自分たちは何を
学び、成長したかを語り、効力感を得る。
・今後どのように活用しようと思うかを、自分たちの
言葉で語る。

16週 期末試験　実施せず

後期

3rdQ

1週 オリエンテーション 前期授業をふりかえる
後期授業の進め方や狙いを理解する

2週 テーマ「AIな社会の実現」（全体ワーク） 社会変化を理解し、それらを活用した新しい社会実現
を議論する。

3週 テーマ「AIな社会の実現」（グループワーク） 情報を収集し、情報共有に向けて情報を分析した上で
自分たちの意見をまとめる。

4週 テーマ「AIな社会の実現」（情報共有）
収集した情報を分析して、第三者への情報共有するこ
とで、自分自身での内容理解を深め、他の情報を収集
する。

5週 テーマ「未来の食卓を考えよう！」（全体ワーク） 社会変化を理解し、それらを活用した新しい社会実現
を議論する。

6週 テーマ「未来の食卓を考えよう！」（グループワーク
）

情報を収集し、情報共有に向けて情報を分析した上で
自分たちの意見をまとめる。

7週 テーマ「未来の食卓を考えよう！」（情報共有）
収集した情報を分析して、第三者への情報共有するこ
とで、自分自身での内容理解を深め、他の情報を収集
する。

8週 テーマ「グローバル化」（全体ワーク） 社会変化を理解し、それらを活用した新しい社会実現
を議論する。

4thQ

9週 テーマ「グローバル化」（グループワーク） 情報を収集し、情報共有に向けて情報を分析した上で
自分たちの意見をまとめる。

10週 テーマ「グローバル化」（情報共有）
収集した情報を分析して、第三者への情報共有するこ
とで、自分自身での内容理解を深め、他の情報を収集
する。

11週 テーマ「移動補助具の問題点と改善点」（全体ワーク
）

社会変化を理解し、それらを活用した新しい社会実現
を議論する。

12週 テーマ「移動補助具の問題点と改善点」（グループワ
ーク）

情報を収集し、情報共有に向けて情報を分析した上で
自分たちの意見をまとめる。

13週 テーマ「移動補助具の問題点と改善点」（情報共有）
収集した情報を分析して、第三者への情報共有するこ
とで、自分自身での内容理解を深め、他の情報を収集
する。

14週 これまでの活動のまとめ これまでの活動の内容をまとめる

15週 振り返り会 これまでの活動の成果を振り返り、今後どのように活
用しようと思うかを、自分たちの言葉で語る。

16週 期末試験　実施せず
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

授業への取り組み態度 グループワークの成果
物 自己評価 学生相互評価 合計

総合評価割合 60 25 10 5 100
基礎的能力 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0
分野横断的能力 60 25 10 5 100

⑦
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小山工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 科学技術倫理
科目基礎情報
科目番号 0077 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械工学科 対象学年 3
開設期 前期 週時間数 4
教科書/教材 使用しない。
担当教員 上野 哲
目的・到達目標
1．科学技術時代の到来に伴い新たな倫理基準が必要になった背景を理解できる。
2．応用倫理学の諸分野が抱える課題について多角的に説明できる。
3．科学技術に関わる倫理的問題解決策について，他者と協力しながら説得力を伴う持論を展開できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
科学技術時代の到来に伴い新たな
倫理基準が必要になった背景を充
分に理解できる。

科学技術時代の到来に伴い新たな
倫理基準が必要になった背景を理
解できる。

科学技術時代の到来に伴い新たな
倫理基準が必要になった背景を充
分に理解できない。

評価項目2 応用倫理学の諸分野が抱える課題
について充分説明できる。

応用倫理学の諸分野が抱える課題
について説明できる。

応用倫理学の諸分野が抱える課題
について充分説明できない。

評価項目3
科学技術に関わる倫理的問題解決
策について，他者と協力しながら
説得力を伴う持論を充分に展開で
きる。

科学技術に関わる倫理的問題解決
策について，他者と協力しながら
説得力を伴う持論を展開できる。

科学技術に関わる倫理的問題解決
策について，他者と協力しながら
説得力を伴う持論を展開できない
。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 ①
教育方法等

概要
応用倫理学とりわけ科学技術倫理をめぐる理解を深めることで，直面するインシデントの何が原因でどこに問題点があ
りどのようにすれば解決策を見いだせるのかを他者と協力しながら考えることに重点をおく。これらの一連の作業を通
して，技術者としての倫理観を高めることにつなげる。

授業の進め方と授業内
容・方法

本授業は【講義A】形式（授業30時間＋自学自習60時間＝2単位）の学修単位科目である。
したがって，本授業受講者は以下の3項目に積極的に取り組むことが求められる。
(1)講義内容の理解：
第1，2，4，6，9，11，13，15週は授業担当者による講義である。講義内容を充分に理解することが求められる。講義
内容の理解度については「中間試験」「定期試験」の結果によって判断する。
(2-1)講義で扱った内容理解の深化と説明(1)：
第3，5，7，10，12，14週は受講者によるグループ単位のプレゼンを行う。プレゼンの評価に対しては，視聴する受講
者によるピアレビューを採用する。
(2-2)講義で扱った内容理解の深化と説明(2)：
受講者は全員，教員が指定したテーマに関するレポートを作成提出する必要がある。受講者一人一人に異なるテーマを
与える。

注意点 開講教室について：3MLC（視聴覚室）、3RA（専攻科棟4階「多目的メディアホール」）
授業の属性・履修上の区分
☑ アクティブラーニング □ ICT 利用 □ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 序論：科学技術時代の新しい倫理 左記内容を理解する（4/15）

2週
生命倫理分野の問題（１）：生殖技術の発展と権利
生命倫理分野の問題（２）：日本の生命観と西欧の生
命観

左記内容を理解する（4/22）

3週 生命倫理分野の問題（１）（２）に関する多面的検討 左記内容を多面的に検討し，他者に対して分かりやす
く説明する（5/6）

4週 生命倫理分野の問題（３）：スポーツとドーピング　
生命倫理分野の問題（４）：「性」と「身体」 左記内容を理解する（5/13）

5週 生命倫理分野の問題（３）（４）に関する多面的検討 左記内容を多面的に検討し，他者に対して分かりやす
く説明する（5/20）

6週 生命倫理分野の問題（５）：「健康」と「標準値」の
関係生命倫理分野の問題（６）：脳死と臓器移植 左記内容を理解する（5/27）

7週 生命倫理分野の問題（５）（６）に関する多面的検討 左記内容を多面的に検討し，他者に対して分かりやす
く説明する（6/2 (火)）

8週 前期中間試験 6/3～6/9

2ndQ

9週
環境倫理分野の問題（１）：環境を「保全する」とは
　　環境倫理分野の問題（２）：ハード／ソフトゾー
ニング

左記内容を理解する（6/10）

10週 環境倫理分野の問題（１）（２）に関する多面的検討 左記内容を多面的に検討し，他者に対して分かりやす
く説明する（6/17）

11週 科学倫理分野の問題（１）：科学ジャーナリズム　　
　　科学倫理分野の問題（２）：エセ科学との対決 左記内容を理解する（6/24）

12週 科学倫理分野の問題（１）（２）に関する多面的検討 左記内容を多面的に検討し，他者に対して分かりやす
く説明する（7/1）

13週 企業倫理分野の問題（１）：ホイッスルブローイング
企業倫理分野の問題（２）：企業の社会的責任 左記内容を理解する（7/8）

14週 企業倫理分野の問題（１）（２）に関する多面的検討 左記内容を多面的に検討し，他者に対して分かりやす
く説明する（7/15）

⑤
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②
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15週 企業倫理分野の問題（３）：市民・消費者の社会的責
任 左記内容を理解する（9/9）

16週 前期定期試験 9/14～9/21
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力

人文・社会
科学 社会

公民的分野
人間の生涯における青年期の意義と自己形成の課題を理解し、こ
れまでの哲学者や先人の考え方を手掛かりにして、自己の生き方
および他者と共に生きていくことの重要性について考察できる。

3

現代社会の
考察

現代社会の特質や課題に関する適切な主題を設定させ、資料を活
用して探究し、その成果を論述したり討論したりするなどの活動
を通して、世界の人々が協調し共存できる持続可能な社会の実現
について人文・社会科学の観点から展望できる。

3

工学基礎

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

説明責任、製造物責任、リスクマネジメントなど、技術者の行動
に関する基本的な責任事項を説明できる。 3

現代社会の具体的な諸問題を題材に、自ら専門とする工学分野に
関連させ、技術者倫理観に基づいて、取るべきふさわしい行動を
説明できる。

3

技術者倫理が必要とされる社会的背景や重要性を認識している。 3
社会における技術者の役割と責任を説明できる。 3
情報技術の進展が社会に及ぼす影響、個人情報保護法、著作権な
どの法律について説明できる。 3

高度情報通信ネットワーク社会の中核にある情報通信技術と倫理
との関わりを説明できる。 3

環境問題の現状についての基本的な事項について把握し、科学技
術が地球環境や社会に及ぼす影響を説明できる。 3

環境問題を考慮して、技術者としてふさわしい行動とは何かを説
明できる。 3

国際社会における技術者としてふさわしい行動とは何かを説明で
きる。 3

過疎化、少子化など地方が抱える問題について認識し、地域社会
に貢献するために科学技術が果たせる役割について説明できる。 3

知的財産の社会的意義や重要性の観点から、知的財産に関する基
本的な事項を説明できる。 3

知的財産の獲得などで必要な新規アイデアを生み出す技法などに
ついて説明できる。 3

技術者の社会的責任、社会規範や法令を守ること、企業内の法令
順守(コンプライアンス)の重要性について説明できる。 3

技術者を目指す者として、諸外国の文化・慣習などを尊重し、そ
れぞれの国や地域に適用される関係法令を守ることの重要性を把
握している。

3

全ての人々が将来にわたって安心して暮らせる持続可能な開発を
実現するために、自らの専門分野から配慮すべきことが何かを説
明できる。

3

技術者を目指す者として、平和の構築、異文化理解の推進、自然
資源の維持、災害の防止などの課題に力を合わせて取り組んでい
くことの重要性を認識している。

3

科学技術が社会に与えてきた影響をもとに、技術者の役割や責任
を説明できる。 3

科学者や技術者が、様々な困難を克服しながら技術の発展に寄与
した姿を通し、技術者の使命・重要性について説明できる。 3

グローバリ
ゼーション
・異文化多
文化理解

グローバリ
ゼーション
・異文化多
文化理解

それぞれの国や地域の経済的・社会的な発展に対して科学技術が
果たすべき役割や技術者の責任ある行動について説明できる。 3

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 40 40 0 0 0 20 100
基礎的能力 40 40 0 0 0 20 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

⑦

iijima
ハイライト表示



小山工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 コミュニケーションリテラシ
ーＩ

科目基礎情報
科目番号 0019 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義・演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 建築学科 対象学年 1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 プリント等を配付し使用する。
担当教員 岡田 晃,有坂 顕二,杉山 桂子,有坂 夏菜子,関根 健雄,柴田 美由紀,山崎 明,中田 幸子,吉村 理英
目的・到達目標
日本語や英語を用いて相手の意見を的確に理解すること（読む・話す）、自分の意見を整理し効果的な方法で伝えること（書く・話す）によっ
て、円滑なコミュニケーションを図ることができる。また、母語と外国語を関連づけて学ぶことを通して、「ことばへの気づき」を得ながら、
好奇心を持って積極的に言語活動に取り組むことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
言語活動を通じてコミュニケーシ
ョン能力が向上したことが、十分
に示せる。

言語活動を通してコミュニケーシ
ョン能力が向上したことが示せる
。

言語活動を通してコミュニケーシ
ョン能力が向上したことが示せな
い。

評価項目2 「言葉への気づき」を得られたこ
とが、十分に示せる。

「言葉への気づき」を得られたこ
とが示せる。

「言葉への気づき」を得られたこ
とが示せない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 ⑥
教育方法等

概要

「比較」をメインテーマとした以下の４つの項目について、講義および言語活動を展開することにより、「ことばへの
気づき」を得ながら、日本語と英語のコミュニケーション能力（読む・聞く・書く）の向上を図る。
【前期】Ａ「比較言語－日本語と英語の違い－」（読む・書く）
　　　　Ｂ「文章表現－筋道を立てて表現する－」（読む・書く）
【後期】Ｃ「口頭表現－説得力を持って表現する－」（聞く・話す）
　　　　Ｄ「比較文化－比較して考える－」（読む・話す）

授業の進め方と授業内
容・方法

主に各教室への配信授業により行う。授業はオムニバス形式で行い、国語科と英語科の連携のもと、各テーマの担当教
員が、テーマに沿った内容の講義および言語活動を実施する。言語活動では、問題演習、読解、作文、ディベート・プ
レゼンテーション等を行う。なお、各項目は独立した別個のものではなく、各項目および当該科目のⅠとⅡが有機的に
つながるよう企図されたものである。

注意点 1
授業の属性・履修上の区分
☑ アクティブラーニング ☑ ICT 利用 ☑ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期
3rdQ

1週 オリエンテーション
日本語と英語の音声の違い

授業内容や方法の概要を理解する。
日本語と英語の音声の特徴の違いに気づく。

2週
Ａ「比較言語－日本語と英語の違い－」：

（１）日本語の品詞について
（２）日本語の語順について

（１）現代日本語における品詞の名称や品詞それぞれ
の機能について理解する。
（２）日本語は英語と対比して、特定の文型は決まっ
ていないこと、文末決定性があることについて理解す
る。

3週
A：（１）英語の品詞について

（２）英語の文型について

（１）英語における品詞の名称や品詞それぞれの機能
について理解する。
（２）英語は語順で文中の語句の役割が決まるが、そ
のパターン(文型)が大きく分けて5つ(５文型)あること
を理解する。

4週
B「文章表現Ⅰ―筋道を立てて表現する―」：
多言語比較表現と指示代名詞や接続詞をたよりに英文
の文脈を読む

英語と日本語を比較し、それぞれの言語が持つ特徴を
確認し、さらに順不同に列挙された英文や段落を正し
い順序に並べかえる。

5週
B：（１）指示代名詞や接続詞をたよりに英文の文脈
を読む

（２）論理的に伝える①（具体と抽象）

（１）順不同に列挙された英文や段落を正しい順序に
並べかえる。
（２）具体と抽象を用いて相手に分かりやすく説明す
る手法を理解する。

6週 B：論理的に伝える②（主張と根拠）、③（対比と類
比）

根拠をもとに、説得力を持って主張する手法を理解す
る。対比と類比を用いることで、ものごとを的確に捉
え、分かりやすく表現する手法を理解する。

7週
C「比較文化―比較して考える―」：
　　英語で文化について考える①：Washoku -
Japanese Food Culture(Revised POLESTAR English

（１）日本文化についての英文を読み、概要を把握す
る。
（２）英語の「ディスコースマーカー」に着目して、
「対比」「具体例の列挙」など文章の構成について理
解する。

8週
C：（１）英語で文化について考える②：Washoku -
Japanese Food Culture(Revised POLESTAR English
Communication 1)から「比較」して文化を考える

（２）「水の東西」読解

（１）・文法事項等を確認しながら、英文を読解する
。・文化の比較、対比について自らの生活をもとに考
える。文化についての書籍、参考資料も提示し、自国
の文化について相対的に考えてみる試みを行う。
（２）比較の手法を用いた評論を読んで、内容を理解
する。

4thQ 9週
C：（１）「水の東西」読解→「比較文化」について
考える。

（２）「比較文化」のポスター作りに向けて
比較の手法を用いた評論を読んで、内容を理解する。

⑤

⑥
①

③

②

④
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iijima
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ハイライト表示

iijima
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10週 Ｃ：「比較文化」のポスター作り 比較の手法を用いて、日本文化、西洋文化についてグ
ループごとに考察し、図と文章で表現する。

11週 Ｃ：「比較文化」プレゼンテーション 日本文化と西洋文化を比較して、相互の特徴について
、グループで考察したポスターを発表する。

12週
Ｄ：「口頭表現―説得力を持って表現するー」

（１）ディベートの特徴、（２）三角ロジック、
（３）OREO

（１）ディベートの特徴をディスカッションと比較し
つつ理解する。
（２）論証の基本形である三角ロジック（主張
Opinion・理由付けReason・事実Example）を英文例
を用いて理解する。
（３）論証の手順（ＯＲＥＯ）を英文例を用いて理解
する。

13週
D：マイクロディベート準備

（１）立論の型・反駁の手順、（２）リンクマッ
プと立論の作成

（１）立論の型、反駁の手順について理解する。
（２）リンクマップをもとに、肯定側と否定側の立論
を書く。

14週 Ｄ：マイクロディベート試合 ディベートの実践を通して、説得力を持って表現する
手法を理解する。

15週
Ｄ：（１）ディベート試合の振り返り

（２）【発展編】英語ディベート体験
（３）「CLⅠ」の振り返り、定期試験について

（１）試合の反省点を今後に活かす。
（２）英語の試合を部分的に体験する。
（３）後期の学習を振り返る。

16週 後期定期試験の返却と解説 後期定期試験の解答について理解する。
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

分野横断的
能力 汎用的技能 汎用的技能 汎用的技能

日本語と特定の外国語の文章を読み、その内容を把握できる。 1
他者とコミュニケーションをとるために日本語や特定の外国語で
正しい文章を記述できる。 1

他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握できる。 1
日本語や特定の外国語で、会話の目標を理解して会話を成立させ
ることができる。 1

円滑なコミュニケーションのために図表を用意できる。 1
円滑なコミュニケーションのための態度をとることができる(相
づち、繰り返し、ボディーランゲージなど)。 1

他者の意見を聞き合意形成することができる。 1
合意形成のために会話を成立させることができる。 1
グループワーク、ワークショップ等の特定の合意形成の方法を実
践できる。 1

目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて正しく情報発
信(プレゼンテーション)できる。 1

課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手順で考えなけ
ればならないことを知っている。 1

グループワーク、ワークショップ等による課題解決への論理的・
合理的な思考方法としてブレインストーミングやKJ法、PCM法等
の発想法、計画立案手法など任意の方法を用いることができる。

1

どのような過程で結論を導いたか思考の過程を他者に説明できる
。 1

結論への過程の論理性を言葉、文章、図表などを用いて表現でき
る。 1

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 60 0 0 0 0 40 100
分野横断的能力 60 0 0 0 0 40 100

⑦

iijima
ハイライト表示



小山工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 工学基礎
科目基礎情報
科目番号 0003 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義・演習・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 建築学科 対象学年 1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 別途指示する。
担当教員 鈴木 真ノ介,須甲 克也,川村 壮司,亀山 雅之,渥美 太郎,石原 学,中島 秀雄,干川 尚人,床井 良徳
目的・到達目標
1．情報を収集、処理、発信するため基本的なハードウェア、ソフトウェアについて知っている。
2．同一問題に対し、それを解決できる複数のアルゴリズムが存在しうることを知っている。
3．情報セキュリティーに配慮した基本的な情報収集・発信、情報保護について知っている。
4．適切な手順に従って、基本的な実験実習を実施できる。
5．必要なデータを整理し、その結果に基づいてレポート作成ができる。
6．実験を通して課題を解決する上での基本的ルールを守ることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

1．情報を収集、処理、発信するた
め基本的なハードウェア、ソフト
ウェアについて知っている。

情報を収集、処理、発信するため
基本的なハードウェア、ソフトウ
ェアについて極めて正確に知って
いる。

情報を収集、処理、発信するため
基本的なハードウェア、ソフトウ
ェアについてほぼ正しく知ってい
る。

情報を収集、処理、発信するため
基本的なハードウェア、ソフトウ
ェアについてほとんどまたはまっ
たく知っていない。

2．同一問題に対し、それを解決で
きる複数のアルゴリズムが存在し
うることを知っている。

同一問題に対し、それを解決でき
る複数のアルゴリズムが存在しう
ることを極めて正確に知っている
。

同一問題に対し、それを解決でき
る複数のアルゴリズムが存在しう
ることをほぼ正しく知っている。

同一問題に対し、それを解決でき
る複数のアルゴリズムが存在しう
ることをほとんどまたはまったく
知っていない。

3．情報セキュリティーに配慮した
基本的な情報収集・発信、情報保
護について知っている。

情報セキュリティーに配慮した基
本的な情報収集・発信、情報保護
について極めて正確に知っている
。

情報セキュリティーに配慮した基
本的な情報収集・発信、情報保護
についてほぼ正確に知っている。

情報セキュリティーに配慮した基
本的な情報収集・発信、情報保護
についてほとんどまたはまったく
知っていない。

4．適切な手順に従って、基本的な
実験実習を実施できる。

適切な手順に従って、基本的な実
験実習を極めて正確に実施できる
。

適切な手順に従って、基本的な実
験実習をほぼ正確に実施できる。

適切な手順に従って、基本的な実
験実習をほとんどまたはまったく
実施できない。

5．必要なデータを整理し、その結
果に基づいてレポート作成ができ
る。

必要なデータを整理し、その結果
に基づいてレポート作成が極めて
正確にできる。

必要なデータを整理し、その結果
に基づいてレポート作成がほぼ正
確にできる。

必要なデータを整理し、その結果
に基づいてレポート作成がほとん
どまたはまったくできない。

6．実験を通して課題を解決する上
での基本的ルールを守ることがで
きる。

実験を通して課題を解決する上で
の基本的ルールを守ることが極め
て正確にできる。

実験を通して課題を解決する上で
の基本的ルールを守ることがほぼ
正確にできる。

実験を通して課題を解決する上で
の基本的ルールを守ることがほと
んどまたはまったくできない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 ②
教育方法等
概要 工業技術者として分野を問わず必要とされる知識や技術を講義や実験・実習を通して身につけるための科目です。
授業の進め方と授業内
容・方法

情報および安全に関する授業は全クラス一斉で行います。他の実験・実習に関する授業はクラスごとに分かれて実施し
ます。クラスによって実験・実習の順序が異なります。

注意点
実施場所やレポートやテストに関する具体的な指示はホームルーム前の掲示や授業中の口頭指示により連絡します。必
要に応じて手帳を活用しましょう。実験内容によっては危険を伴うものもあります。担当教員の指示をよく聞いて行動
してください。

授業の属性・履修上の区分
□ アクティブラーニング □ ICT 利用 □ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス、情報モラル 授業の進め方について理解する。情報モラルについて
理解する。

2週 情報の基礎、情報ネットワーク 情報の基礎およびネットワークについて理解する。
3週 アルゴリズム、プログラミング アルゴリズムやプログラミングについて理解する。
4週 情報セキュリティ 情報セキュリティについて理解する。
5週 実験・実習における安全 実験・実習における安全について理解する。
6週 データの分析（１） データの分析の基礎について理解する。
7週 データの分析（２） データの分析の実践について理解する。
8週 長さの測定と有効数字（１） ノギスを正しく使える。

2ndQ

9週 長さの測定と有効数字（２） マイクロメータを正しく使える。

10週 テスタを用いた測定（１） テスタを使って簡単な回路の電圧を測定することがで
きる。

11週 テスタを用いた測定（２） テスタを使って簡単な回路の電流や抵抗を測定するこ
とができる。

12週 化学に関する実験（１） 化学物質の安全性と禁水性物質の取り扱いについて理
解する。

13週 化学に関する実験（２） 草木染の実験を行い，それを化学的に理解する。
14週 構造物の力学（力のつりあい）に関する実験（１） 3つの力のつりあいについて理解する。
15週 構造物の力学（力のつりあい）に関する実験（２） 吊構造やアーチ構造の力のつりあいを理解する。

⑤

⑥
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②

④
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16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力

自然科学

物理実験 物理実験

測定機器などの取り扱い方を理解し、基本的な操作を行うことが
できる。 3

安全を確保して、実験を行うことができる。 3
実験報告書を決められた形式で作成できる。 2
有効数字を考慮して、データを集計することができる。 2

化学実験 化学実験

実験の基礎知識(安全防具の使用法、薬品、火気の取り扱い、整
理整頓)を持っている。 3

事故への対処の方法(薬品の付着、引火、火傷、切り傷)を理解し
、対応ができる。 3

測定と測定値の取り扱いができる。 2
有効数字の概念・測定器具の精度が説明できる。 2
レポート作成の手順を理解し、レポートを作成できる。 2

工学基礎

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

物理、化学、情報、工学における基礎的な原理や現象を明らかに
するための実験手法、実験手順について説明できる。 1

実験装置や測定器の操作、及び実験器具・試薬・材料の正しい取
扱を身に付け、安全に実験できる。 3

実験データの分析、誤差解析、有効桁数の評価、整理の仕方、考
察の論理性に配慮して実践できる。 2

実験テーマの目的に沿って実験・測定結果の妥当性など実験デー
タについて論理的な考察ができる。 1

実験ノートや実験レポートの記載方法に沿ってレポート作成を実
践できる。 1

実験データを適切なグラフや図、表など用いて表現できる。 1
実験の考察などに必要な文献、参考資料などを収集できる。 1
実験・実習を安全性や禁止事項など配慮して実践できる。 3
個人・複数名での実験・実習であっても役割を意識して主体的に
取り組むことができる。 3

共同実験における基本的ルールを把握し、実践できる。 3
レポートを期限内に提出できるように計画を立て、それを実践で
きる。 3

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

情報技術の進展が社会に及ぼす影響、個人情報保護法、著作権な
どの法律について説明できる。 1

高度情報通信ネットワーク社会の中核にある情報通信技術と倫理
との関わりを説明できる。 1

情報リテラ
シー

情報リテラ
シー

情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な知識を活用で
きる。 1

論理演算と進数変換の仕組みを用いて基本的な演算ができる。 1
コンピュータのハードウェアに関する基礎的な知識を活用できる
。 1

情報伝達システムやインターネットの基本的な仕組みを把握して
いる。 1

同一の問題に対し、それを解決できる複数のアルゴリズムが存在
しうることを知っている。 1

与えられた基本的な問題を解くための適切なアルゴリズムを構築
することができる。 1

任意のプログラミング言語を用いて、構築したアルゴリズムを実
装できる。 1

情報セキュリティの必要性および守るべき情報を認識している。 1
個人情報とプライバシー保護の考え方についての基本的な配慮が
できる。 1

インターネット(SNSを含む)やコンピュータの利用における様々
な脅威を認識している 1

インターネット(SNSを含む)やコンピュータの利用における様々
な脅威に対して実践すべき対策を説明できる。 1

専門的能力
分野別の工
学実験・実
習能力

機械系分野
【実験・実
習能力】

機械系【実
験実習】

ノギスの各部の名称、構造、目盛りの読み方、使い方を理解し、
計測できる。 4

マイクロメータの各部の名称、構造、目盛りの読み方、使い方を
理解し、計測できる。 4

評価割合
試験・レポート 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

⑦

iijima
ハイライト表示



小山工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 コミュニケーションリテラシ
ーＩＩ

科目基礎情報
科目番号 0037 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義・演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 建築学科 対象学年 2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 プリント等を配付し使用する。
担当教員 岡田 晃,有坂 顕二,杉山 桂子,有坂 夏菜子,関根 健雄,柴田 美由紀,山崎 明,中田 幸子,吉村 理英
目的・到達目標
日本語や英語を用いて相手の考えを的確に理解すること（読む・聞く）、自分の考えを整理し、筋道立てて表現すること（書く・話す）によっ
て、論理的なコミュニケーションができる。また、母語と外国語を関連づけて学ぶことを通して「言葉への気づき」を得ながら、「言葉で考え
、考えを言葉にする」言語活動に能動的に取り組むことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
言語活動を通じて論理的なコミュ
ニケーション能力が向上したこと
が、十分に示せる。

言語活動を通して論理的なコミュ
ニケーション能力が向上したこと
が示せる。

言語活動を通して論理的なコミュ
ニケーション能力が向上したこと
が示せない。

評価項目2
「言葉で考え、考えを言葉にする
」言語活動に能動的に取り組めた
ことが、十分に示せる。

「言葉で考え、考えを言葉にする
」言語活動に能動的に取り組めた
ことが示せる。

「言葉で考え、考えを言葉にする
」言語活動に能動的に取り組めた
ことが示せない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 ⑥
教育方法等

概要

以下の４テーマについて、講義および言語活動を展開することにより、「ことばへの気づき」を得ながら、日本語と英
語の論理的コミュニケーション能力（4技能：読む・書く・話す・聞く）のさらなる向上を図る。
Ａ「思考表現Ⅰ－考えを簡潔な文にする－」（読む・書く）
Ｂ「思考表現Ⅱ－考えを文章に組み立てる－」（読む・書く）
Ｃ「思考形成Ⅰ－ポイントをつかむ－」（読む・聞く・話す）
Ｄ「思考形成Ⅱ－議論の流れをとらえる－」（読む・書く・聞く・話す）

授業の進め方と授業内
容・方法

合同授業と、クラスごとの授業を組み合わせて行う。授業はオムニバス形式で行い、国語科と英語科の連携のもと、各
テーマの担当教員が、テーマに沿った内容の講義および言語活動を実施する。言語活動では、問題演習、作文、スピー
チ、ディベート等を行う。なお、各テーマは独立した別個のものではなく、各テーマおよび当該科目のⅠとⅡが有機的
につながるよう企図されたものである。

注意点 前期定期試験を行う。成績の評価は、試験６割、その他４割で行う。その他には、小テスト、提出物、発表等を含む。
授業の際は、辞書を持参すること。シラバスは都合により変更することがある。

授業の属性・履修上の区分
☑ アクティブラーニング ☑ ICT 利用 ☑ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 （１）オリエンテーション
（２）ビブリオバトルについての説明

（１）授業の概要を理解する。
（２）ポイントをつかんで表現する方法を学ぶ。

2週 Ａ「思考表現Ⅰ－考えを簡潔な文にする－」：
　　正確な文を書く（Correct) わかりやすく簡潔な表現を理解する。

3週 Ａ：（１）明快な文を書く（Clear）
（２）英語の品詞について

（１）わかりやすく簡潔な表現を理解する。
（２）英語における品詞それぞれの機能についてより
深く理解する。

4週 Ａ：英語の文型について 英語の５文型についてより深く理解する。

5週 B「思考表現Ⅱ－考えを文章に組み立てる－」：
　　考えを整理し、文章化する

説明文：情報を整理して説明文を作成する。
報告文：研究の経過を問題解決型ストーリーを用いて
報告する。

6週 Ｂ：英語で算数（数式編（加法、減法、乗法）） ２、３桁の簡単な足し算、引き算、掛け算を英語で行
なえるようになる。

7週 Ｂ：英語で算数（数式編（除法）、図形編） ２桁程度の簡単な割り算を英語で行えるようになる。
図形の用語を英語で言えるようになる。

8週 Ｃ「思考形成Ⅰ-ポイントをつかんで考える」：
　　英文解釈① ポイントをつかんで英文を読みその内容を把握する。

2ndQ

9週 Ｃ：英文解釈② ポイントをつかんで英文を読みその内容を把握する。
10週 C：ビブリオバトル　予選 ポイントをつかんで相手に伝達する方法を理解する。
11週 C：ビブリオバトル　決勝戦 ポイントをつかんで相手に伝達する方法を理解する。

12週 D「思考形成Ⅱ－議論の流れを考える－」：
　　議論の流れをつかむ

議論の流れのポイントをつかむ（パラグラフリーディ
ング）

13週 D：マイクロディベート準備 ディベートの実践を通して、自分の考えを説得力をも
って相手に伝える手法を身に着ける。

14週 D：マイクロディベート試合 ディベートの実践を通して、議論の組み立て方を理解
する。

15週
D：（１）マイクロディベート振り返り　

（２）英語ディベート体験
（３）「ＣＬⅡ」の総括

（１）試合を振り返り、反省点を今後に活かす。
（２）英語の試合を部分的に体験する。
（３）前期の学習内容を振り返る。

16週 前期定期試験の返却と解説 前期定期試験の解答について理解する、
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標

⑤

⑥
①

③

②

④

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示



分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

分野横断的
能力 汎用的技能 汎用的技能 汎用的技能

日本語と特定の外国語の文章を読み、その内容を把握できる。 2
他者とコミュニケーションをとるために日本語や特定の外国語で
正しい文章を記述できる。 2

他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握できる。 2
日本語や特定の外国語で、会話の目標を理解して会話を成立させ
ることができる。 2

円滑なコミュニケーションのために図表を用意できる。 2
円滑なコミュニケーションのための態度をとることができる(相
づち、繰り返し、ボディーランゲージなど)。 2

他者の意見を聞き合意形成することができる。 2
合意形成のために会話を成立させることができる。 2
グループワーク、ワークショップ等の特定の合意形成の方法を実
践できる。 2

目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて正しく情報発
信(プレゼンテーション)できる。 2

課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手順で考えなけ
ればならないことを知っている。 2

グループワーク、ワークショップ等による課題解決への論理的・
合理的な思考方法としてブレインストーミングやKJ法、PCM法等
の発想法、計画立案手法など任意の方法を用いることができる。

2

どのような過程で結論を導いたか思考の過程を他者に説明できる
。 2

結論への過程の論理性を言葉、文章、図表などを用いて表現でき
る。 2

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 60 0 0 0 0 40 100
分野横断的能力 60 0 0 0 0 40 100

⑦

iijima
ハイライト表示



小山工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 コラボワークＩ
科目基礎情報
科目番号 0038 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 建築学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 タクナル、リアセック（2016）
担当教員 山下 進,増淵 寿,平田 克己,飯島 洋祐,上田 誠,西井 圭,安高 尚毅
目的・到達目標
1．主体性や自己管理能力が身に付いている。
2．他者を尊重しながらチームでディスカッションや作業ができる。
3．情報を収集・整理して自分の意見やアイデアを出すことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
スケジュール管理、報告、連絡、
相談、目標の立案を実行すること
ができる。【自立】

自分で考えるとともに他者とも協
力して実行できる。

教員の指示も受けながら自分で考
えて実行できる。 教員の指示を受けてもできない

他者の意見を尊重しながら自分の
意見を述べて、チーム全体を合意
形成に導くことができる【協働】

自分で考えるとともに他者とも協
力して実行できる。

教員の指示も受けながら自分で考
えて実行できる。 教員の指示を受けてもできない

収集した情報を整理しまとめ、自
分の意見やアイディアを加えて他
人に伝えることができる【創造】

自分で考えるとともに他者とも協
力して実行できる。

教員の指示も受けながら自分で考
えて実行できる。 教員の指示を受けてもできない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 ②
教育方法等

概要
自立、協働、創造の能力を養成することを目的とし、多様な環境（他学科や他学年の学生との交わり、学外の人々との
交わりなど）の中で、チームにどんな貢献ができるかを考えて自立的に役割を果たし、メンバーと協働し、チームワー
ク力を発揮して、創造性が養われる学習活動を行う。問題解決をするためのケースを使用し、協働で、問題解決に取り
組む。

授業の進め方と授業内
容・方法

学科混合で5クラス編成して5教室に分かれて授業を行う。さらにその中で学科横断のチームでグループディスカッショ
ンやグループワークの活動をすすめる。前期は教科書を用いて１〜２週完結の決められたテーマに沿ってチーム課題に
取り組み、自立、協働、創造に関する基礎的スキルを身に付る。後期は身につけた基礎的スキルを用いてより実際的な
課題に取り組む。第1週、中間週および最終週に自己チェックを行い、各自で目標設定をして授業に取り組むとともに、
毎回の授業の最後にふりかえりシートに記入し、次回の目標を立てる。

注意点

この科目は静かに席についているだけでは何も身につきません。積極的に授業に取り組む姿勢が成績評価につながりま
す。
以下の項目について点数化し合計100点満点で評価した結果、60点以上を「合」、60点未満を「否」として最終的な成
績を付ける。ただし、授業を1/4を超えて欠席した場合は点数によらず原則「否」とする。なお、前期の評価項目と配点
は以下のとおりです。
［前期の評価項目と配点］
（１）授業に取り組む姿勢やふりかえりシートの内容（60点）
（２）グループワークにおける成果物の内容（25点）
（３）自身の汎用的スキルの学生自己評価（10点）
（４）グループワークにおけるチームへの貢献度の学生相互評価（5点）
※後期シラバス内容を更新（2021.12.20）

授業の属性・履修上の区分
☑ アクティブラーニング □ ICT 利用 □ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週
オリエンテーション
ディスカッションワーク（1）相互理解ゲーム「ギャッ
プの王様」

・チームの相互理解を行い、話しやすい関係性をつく
る。
・議論をする上での基本姿勢「自己開示」「積極的な
質問・フィードバック」の重要性に関して、全体で賛
同を得る。

2週
軽く議論をしてみよう
ディスカッションワーク（2）意見交換「こわい先生」
ディスカッションワーク（3）議論ゲーム「無人島」

・議論することへの抵抗感をなくし、積極的に議論を
盛り上げていく姿勢をつくる
・他者から多種多様な意見が出ることを体感し、そこ
に耳を傾けることの大切さを知る

3週

自分の意見を伝える
ディスカッションワーク（4）ミニワーク「告白」
ディスカッションワーク（5）人生相談A，B
ディスカッションワーク（6）チームで作ろう！「キャ
ンペーン標語」

・自分の意見を持つことの大切さを知る
・自分の意見を述べる際に、根拠となる理由を示す必
要性を知る
・意見の伝え方のポイントを体感的に学ぶ

4週 本格的に議論してみよう（ワーク）
プロジェクトワーク（7）文化祭の動物園

・議論を通じた問題解決（今回は企画立案）をやりき
り、達成感と自信を持つ

5週 本格的に議論してみよう（プレゼンテーション）
・議論や成果をもっとよいものにしようという意識の
大切さに気づく
・プレゼンテーションをするにあたり、相手の立場に
たってモノを考えることの大切さに気づく

6週
情報を集める（ワーク）
プロジェクワーク（8）さまざまなダイエット法を紹介
する

・問題解決リテラシーのひとつ「情報収集」に注目し
、どうやったら効果的に情報を集められるかを体感的
に学ぶ

7週 情報を集める（プレゼンテーション） ・さまざまな情報収集の方法を知る
・有効な情報収集にあたり「拡散と収束」を実践する

⑤

⑥
①

③

②

④

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示



8週
個性を活かす
プロジェクトワーク（9）「私のキャラ立ちパワーアッ
プ会議」

・チーム内での個々の動きに対し、相互にポジティブ
フィードバックを行い、講座を通じた成長感を確認し
あい、今後のさらなる積極的行動の手がかりを得る。
・（次回チームメンバーを変更するため）信頼関係を
構築した現在のチームを卒業しても、また新たなチー
ムで信頼関係を築こうとする心がまえをつくる。

2ndQ

9週
情報を分析する（ワーク）
プロジェクトワーク（10）新入生に、住む街をすすめ
る

・前回のワークで行った情報収集のスキルを活かし、
問題解決に向かう姿勢を強化する。
・情報分析の観点を学び、情報を整理してみる

10週 情報を分析する（プレゼンテーション）

・収集した情報を分析し、第三者への情報提供の際に
、自らの分析結果に自信をもち、意思をこめて伝える
ことの重要性を理解する
・「情報分析の軸」を就職する際は、目的を意識しよ
う

11週 問題を提起する（ワーク）
プロジェクトワーク（11）ブラスバンドGIFTの憂鬱

・これまで学んだ「情報を収集し、分析したうえで自
分たちの意見をまとめる、結論を出す」という経験を
生かして、課題を発見する。
・前回のワークで行った情報収集のスキルを活かし、
問題解決に向かう姿勢を強化する。

12週 問題を提起する（プレゼンテーション）
・複雑に絡み合った問題に対し、事実に基づき、論理
的に現状を整理し、意思と情熱をもって問題を提起す
ることの重要さとむずかしさを実感する。

13週 計画を構想する（ワーク）
プロジェクトワーク（12）The Tower

・問題解決に向けた計画を構想し、実行するまでの一
連のプロセスを体験学習し、ブラッシュアップのポイ
ントをつかむ。

14週 計画を構想する（プレゼンテーション） ・限られた情報や権限を最大限に生かし、どう行動す
るかを考えて行動する重要さを学ぶ。

15週
まとめ
プロジェクトワーク（13）自分と仲間の成長
プロジェクトワーク（14）この講座を後輩にすすめて
みよう

・議論を通じた問題解決力について、自分たちは何を
学び、成長したかを語り、効力感を得る。
・今後どのように活用しようと思うかを、自分たちの
言葉で語る。

16週 期末試験　実施せず

後期

3rdQ

1週 オリエンテーション 前期授業をふりかえる
後期授業の進め方や狙いを理解する

2週 テーマ「AIな社会の実現」（全体ワーク） 社会変化を理解し、それらを活用した新しい社会実現
を議論する。

3週 テーマ「AIな社会の実現」（グループワーク） 情報を収集し、情報共有に向けて情報を分析した上で
自分たちの意見をまとめる。

4週 テーマ「AIな社会の実現」（情報共有）
収集した情報を分析して、第三者への情報共有するこ
とで、自分自身での内容理解を深め、他の情報を収集
する。

5週 テーマ「未来の食卓を考えよう！」（全体ワーク） 社会変化を理解し、それらを活用した新しい社会実現
を議論する。

6週 テーマ「未来の食卓を考えよう！」（グループワーク
）

情報を収集し、情報共有に向けて情報を分析した上で
自分たちの意見をまとめる。

7週 テーマ「未来の食卓を考えよう！」（情報共有）
収集した情報を分析して、第三者への情報共有するこ
とで、自分自身での内容理解を深め、他の情報を収集
する。

8週 テーマ「グローバル化」（全体ワーク） 社会変化を理解し、それらを活用した新しい社会実現
を議論する。

4thQ

9週 テーマ「グローバル化」（グループワーク） 情報を収集し、情報共有に向けて情報を分析した上で
自分たちの意見をまとめる。

10週 テーマ「グローバル化」（情報共有）
収集した情報を分析して、第三者への情報共有するこ
とで、自分自身での内容理解を深め、他の情報を収集
する。

11週 テーマ「移動補助具の問題点と改善点」（全体ワーク
）

社会変化を理解し、それらを活用した新しい社会実現
を議論する。

12週 テーマ「移動補助具の問題点と改善点」（グループワ
ーク）

情報を収集し、情報共有に向けて情報を分析した上で
自分たちの意見をまとめる。

13週 テーマ「移動補助具の問題点と改善点」（情報共有）
収集した情報を分析して、第三者への情報共有するこ
とで、自分自身での内容理解を深め、他の情報を収集
する。

14週 これまでの活動のまとめ これまでの活動の内容をまとめる

15週 振り返り会 これまでの活動の成果を振り返り、今後どのように活
用しようと思うかを、自分たちの言葉で語る。

16週 期末試験　実施せず
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

授業への取り組み態度 グループワークの成果
物 自己評価 学生相互評価 合計

総合評価割合 60 25 10 5 100
基礎的能力 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0
分野横断的能力 60 25 10 5 100

⑦

iijima
ハイライト表示



小山工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 科学技術倫理
科目基礎情報
科目番号 0077 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 建築学科 対象学年 3
開設期 前期 週時間数 4
教科書/教材 使用しない。
担当教員 上野 哲
目的・到達目標
1．科学技術時代の到来に伴い新たな倫理基準が必要になった背景を理解できる。
2．応用倫理学の諸分野が抱える課題について多角的に説明できる。
3．科学技術に関わる倫理的問題解決策について，他者と協力しながら説得力を伴う持論を展開できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
科学技術時代の到来に伴い新たな
倫理基準が必要になった背景を充
分に理解できる。

科学技術時代の到来に伴い新たな
倫理基準が必要になった背景を理
解できる。

科学技術時代の到来に伴い新たな
倫理基準が必要になった背景を充
分に理解できない。

評価項目2 応用倫理学の諸分野が抱える課題
について充分説明できる。

応用倫理学の諸分野が抱える課題
について説明できる。

応用倫理学の諸分野が抱える課題
について充分説明できない。

評価項目3
科学技術に関わる倫理的問題解決
策について，他者と協力しながら
説得力を伴う持論を充分に展開で
きる。

科学技術に関わる倫理的問題解決
策について，他者と協力しながら
説得力を伴う持論を展開できる。

科学技術に関わる倫理的問題解決
策について，他者と協力しながら
説得力を伴う持論を展開できない
。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 ①
教育方法等

概要
応用倫理学とりわけ科学技術倫理をめぐる理解を深めることで，直面するインシデントの何が原因でどこに問題点があ
りどのようにすれば解決策を見いだせるのかを他者と協力しながら考えることに重点をおく。これらの一連の作業を通
して，技術者としての倫理観を高めることにつなげる。

授業の進め方と授業内
容・方法

本授業は【講義A】形式（授業30時間＋自学自習60時間＝2単位）の学修単位科目である。
したがって，本授業受講者は以下の3項目に積極的に取り組むことが求められる。
(1)講義内容の理解：
第1，2，4，6，9，11，13，15週は授業担当者による講義である。講義内容を充分に理解することが求められる。講義
内容の理解度については「中間試験」「定期試験」の結果によって判断する。
(2-1)講義で扱った内容理解の深化と説明(1)：
第3，5，7，10，12，14週は受講者によるグループ単位のプレゼンを行う。プレゼンの評価に対しては，視聴する受講
者によるピアレビューを採用する。
(2-2)講義で扱った内容理解の深化と説明(2)：
受講者は全員，教員が指定したテーマに関するレポートを作成提出する必要がある。受講者一人一人に異なるテーマを
与える。

注意点 開講教室について：3MLC（視聴覚室）、3RA（専攻科棟4階「多目的メディアホール」）
授業の属性・履修上の区分
☑ アクティブラーニング □ ICT 利用 □ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 序論：科学技術時代の新しい倫理 左記内容を理解する（4/15）

2週
生命倫理分野の問題（１）：生殖技術の発展と権利
生命倫理分野の問題（２）：日本の生命観と西欧の生
命観

左記内容を理解する（4/22）

3週 生命倫理分野の問題（１）（２）に関する多面的検討 左記内容を多面的に検討し，他者に対して分かりやす
く説明する（5/6）

4週 生命倫理分野の問題（３）：スポーツとドーピング　
生命倫理分野の問題（４）：「性」と「身体」 左記内容を理解する（5/13）

5週 生命倫理分野の問題（３）（４）に関する多面的検討 左記内容を多面的に検討し，他者に対して分かりやす
く説明する（5/20）

6週 生命倫理分野の問題（５）：「健康」と「標準値」の
関係生命倫理分野の問題（６）：脳死と臓器移植 左記内容を理解する（5/27）

7週 生命倫理分野の問題（５）（６）に関する多面的検討 左記内容を多面的に検討し，他者に対して分かりやす
く説明する（6/2 (火)）

8週 前期中間試験 6/3～6/9

2ndQ

9週
環境倫理分野の問題（１）：環境を「保全する」とは
　　環境倫理分野の問題（２）：ハード／ソフトゾー
ニング

左記内容を理解する（6/10）

10週 環境倫理分野の問題（１）（２）に関する多面的検討 左記内容を多面的に検討し，他者に対して分かりやす
く説明する（6/17）

11週 科学倫理分野の問題（１）：科学ジャーナリズム　　
　　科学倫理分野の問題（２）：エセ科学との対決 左記内容を理解する（6/24）

12週 科学倫理分野の問題（１）（２）に関する多面的検討 左記内容を多面的に検討し，他者に対して分かりやす
く説明する（7/1）

13週 企業倫理分野の問題（１）：ホイッスルブローイング
企業倫理分野の問題（２）：企業の社会的責任 左記内容を理解する（7/8）

14週 企業倫理分野の問題（１）（２）に関する多面的検討 左記内容を多面的に検討し，他者に対して分かりやす
く説明する（7/15）

⑤

⑥
①

③

②

④

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示



15週 企業倫理分野の問題（３）：市民・消費者の社会的責
任 左記内容を理解する（9/9）

16週 前期定期試験 9/14～9/21
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力

人文・社会
科学 社会

公民的分野
人間の生涯における青年期の意義と自己形成の課題を理解し、こ
れまでの哲学者や先人の考え方を手掛かりにして、自己の生き方
および他者と共に生きていくことの重要性について考察できる。

3

現代社会の
考察

現代社会の特質や課題に関する適切な主題を設定させ、資料を活
用して探究し、その成果を論述したり討論したりするなどの活動
を通して、世界の人々が協調し共存できる持続可能な社会の実現
について人文・社会科学の観点から展望できる。

3

工学基礎

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

説明責任、製造物責任、リスクマネジメントなど、技術者の行動
に関する基本的な責任事項を説明できる。 3

現代社会の具体的な諸問題を題材に、自ら専門とする工学分野に
関連させ、技術者倫理観に基づいて、取るべきふさわしい行動を
説明できる。

3

技術者倫理が必要とされる社会的背景や重要性を認識している。 3
社会における技術者の役割と責任を説明できる。 3
情報技術の進展が社会に及ぼす影響、個人情報保護法、著作権な
どの法律について説明できる。 3

高度情報通信ネットワーク社会の中核にある情報通信技術と倫理
との関わりを説明できる。 3

環境問題の現状についての基本的な事項について把握し、科学技
術が地球環境や社会に及ぼす影響を説明できる。 3

環境問題を考慮して、技術者としてふさわしい行動とは何かを説
明できる。 3

国際社会における技術者としてふさわしい行動とは何かを説明で
きる。 3

過疎化、少子化など地方が抱える問題について認識し、地域社会
に貢献するために科学技術が果たせる役割について説明できる。 3

知的財産の社会的意義や重要性の観点から、知的財産に関する基
本的な事項を説明できる。 3

知的財産の獲得などで必要な新規アイデアを生み出す技法などに
ついて説明できる。 3

技術者の社会的責任、社会規範や法令を守ること、企業内の法令
順守(コンプライアンス)の重要性について説明できる。 3

技術者を目指す者として、諸外国の文化・慣習などを尊重し、そ
れぞれの国や地域に適用される関係法令を守ることの重要性を把
握している。

3

全ての人々が将来にわたって安心して暮らせる持続可能な開発を
実現するために、自らの専門分野から配慮すべきことが何かを説
明できる。

3

技術者を目指す者として、平和の構築、異文化理解の推進、自然
資源の維持、災害の防止などの課題に力を合わせて取り組んでい
くことの重要性を認識している。

3

科学技術が社会に与えてきた影響をもとに、技術者の役割や責任
を説明できる。 3

科学者や技術者が、様々な困難を克服しながら技術の発展に寄与
した姿を通し、技術者の使命・重要性について説明できる。 3

グローバリ
ゼーション
・異文化多
文化理解

グローバリ
ゼーション
・異文化多
文化理解

それぞれの国や地域の経済的・社会的な発展に対して科学技術が
果たすべき役割や技術者の責任ある行動について説明できる。 3

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 40 40 0 0 0 20 100
基礎的能力 40 40 0 0 0 20 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

⑦

iijima
ハイライト表示



小山工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 コミュニケーションリテラシ
ーＩ

科目基礎情報
科目番号 0019 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義・演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電気電子創造工学科 対象学年 1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 プリント等を配付し使用する。
担当教員 岡田 晃,有坂 顕二,杉山 桂子,有坂 夏菜子,関根 健雄,柴田 美由紀,山崎 明,中田 幸子,吉村 理英
目的・到達目標
日本語や英語を用いて相手の意見を的確に理解すること（読む・話す）、自分の意見を整理し効果的な方法で伝えること（書く・話す）によっ
て、円滑なコミュニケーションを図ることができる。また、母語と外国語を関連づけて学ぶことを通して、「ことばへの気づき」を得ながら、
好奇心を持って積極的に言語活動に取り組むことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
言語活動を通じてコミュニケーシ
ョン能力が向上したことが、十分
に示せる。

言語活動を通してコミュニケーシ
ョン能力が向上したことが示せる
。

言語活動を通してコミュニケーシ
ョン能力が向上したことが示せな
い。

評価項目2 「言葉への気づき」を得られたこ
とが、十分に示せる。

「言葉への気づき」を得られたこ
とが示せる。

「言葉への気づき」を得られたこ
とが示せない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 ⑥
教育方法等

概要

「比較」をメインテーマとした以下の４つの項目について、講義および言語活動を展開することにより、「ことばへの
気づき」を得ながら、日本語と英語のコミュニケーション能力（読む・聞く・書く）の向上を図る。
【前期】Ａ「比較言語－日本語と英語の違い－」（読む・書く）
　　　　Ｂ「文章表現－筋道を立てて表現する－」（読む・書く）
【後期】Ｃ「口頭表現－説得力を持って表現する－」（聞く・話す）
　　　　Ｄ「比較文化－比較して考える－」（読む・話す）

授業の進め方と授業内
容・方法

主に各教室への配信授業により行う。授業はオムニバス形式で行い、国語科と英語科の連携のもと、各テーマの担当教
員が、テーマに沿った内容の講義および言語活動を実施する。言語活動では、問題演習、読解、作文、ディベート・プ
レゼンテーション等を行う。なお、各項目は独立した別個のものではなく、各項目および当該科目のⅠとⅡが有機的に
つながるよう企図されたものである。

注意点 1
授業の属性・履修上の区分
☑ アクティブラーニング ☑ ICT 利用 ☑ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期
3rdQ

1週 オリエンテーション
日本語と英語の音声の違い

授業内容や方法の概要を理解する。
日本語と英語の音声の特徴の違いに気づく。

2週
Ａ「比較言語－日本語と英語の違い－」：

（１）日本語の品詞について
（２）日本語の語順について

（１）現代日本語における品詞の名称や品詞それぞれ
の機能について理解する。
（２）日本語は英語と対比して、特定の文型は決まっ
ていないこと、文末決定性があることについて理解す
る。

3週
A：（１）英語の品詞について

（２）英語の文型について

（１）英語における品詞の名称や品詞それぞれの機能
について理解する。
（２）英語は語順で文中の語句の役割が決まるが、そ
のパターン(文型)が大きく分けて5つ(５文型)あること
を理解する。

4週
B「文章表現Ⅰ―筋道を立てて表現する―」：
多言語比較表現と指示代名詞や接続詞をたよりに英文
の文脈を読む

英語と日本語を比較し、それぞれの言語が持つ特徴を
確認し、さらに順不同に列挙された英文や段落を正し
い順序に並べかえる。

5週
B：（１）指示代名詞や接続詞をたよりに英文の文脈
を読む

（２）論理的に伝える①（具体と抽象）

（１）順不同に列挙された英文や段落を正しい順序に
並べかえる。
（２）具体と抽象を用いて相手に分かりやすく説明す
る手法を理解する。

6週 B：論理的に伝える②（主張と根拠）、③（対比と類
比）

根拠をもとに、説得力を持って主張する手法を理解す
る。対比と類比を用いることで、ものごとを的確に捉
え、分かりやすく表現する手法を理解する。

7週
C「比較文化―比較して考える―」：
　　英語で文化について考える①：Washoku -
Japanese Food Culture(Revised POLESTAR English

（１）日本文化についての英文を読み、概要を把握す
る。
（２）英語の「ディスコースマーカー」に着目して、
「対比」「具体例の列挙」など文章の構成について理
解する。

8週
C：（１）英語で文化について考える②：Washoku -
Japanese Food Culture(Revised POLESTAR English
Communication 1)から「比較」して文化を考える

（２）「水の東西」読解

（１）・文法事項等を確認しながら、英文を読解する
。・文化の比較、対比について自らの生活をもとに考
える。文化についての書籍、参考資料も提示し、自国
の文化について相対的に考えてみる試みを行う。
（２）比較の手法を用いた評論を読んで、内容を理解
する。

4thQ 9週
C：（１）「水の東西」読解→「比較文化」について
考える。

（２）「比較文化」のポスター作りに向けて
比較の手法を用いた評論を読んで、内容を理解する。

⑤

⑥
①

③

②

④

iijima
ハイライト表示
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ハイライト表示
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iijima
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10週 Ｃ：「比較文化」のポスター作り 比較の手法を用いて、日本文化、西洋文化についてグ
ループごとに考察し、図と文章で表現する。

11週 Ｃ：「比較文化」プレゼンテーション 日本文化と西洋文化を比較して、相互の特徴について
、グループで考察したポスターを発表する。

12週
Ｄ：「口頭表現―説得力を持って表現するー」

（１）ディベートの特徴、（２）三角ロジック、
（３）OREO

（１）ディベートの特徴をディスカッションと比較し
つつ理解する。
（２）論証の基本形である三角ロジック（主張
Opinion・理由付けReason・事実Example）を英文例
を用いて理解する。
（３）論証の手順（ＯＲＥＯ）を英文例を用いて理解
する。

13週
D：マイクロディベート準備

（１）立論の型・反駁の手順、（２）リンクマッ
プと立論の作成

（１）立論の型、反駁の手順について理解する。
（２）リンクマップをもとに、肯定側と否定側の立論
を書く。

14週 Ｄ：マイクロディベート試合 ディベートの実践を通して、説得力を持って表現する
手法を理解する。

15週
Ｄ：（１）ディベート試合の振り返り

（２）【発展編】英語ディベート体験
（３）「CLⅠ」の振り返り、定期試験について

（１）試合の反省点を今後に活かす。
（２）英語の試合を部分的に体験する。
（３）後期の学習を振り返る。

16週 後期定期試験の返却と解説 後期定期試験の解答について理解する。
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

分野横断的
能力 汎用的技能 汎用的技能 汎用的技能

日本語と特定の外国語の文章を読み、その内容を把握できる。 1
他者とコミュニケーションをとるために日本語や特定の外国語で
正しい文章を記述できる。 1

他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握できる。 1
日本語や特定の外国語で、会話の目標を理解して会話を成立させ
ることができる。 1

円滑なコミュニケーションのために図表を用意できる。 1
円滑なコミュニケーションのための態度をとることができる(相
づち、繰り返し、ボディーランゲージなど)。 1

他者の意見を聞き合意形成することができる。 1
合意形成のために会話を成立させることができる。 1
グループワーク、ワークショップ等の特定の合意形成の方法を実
践できる。 1

目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて正しく情報発
信(プレゼンテーション)できる。 1

課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手順で考えなけ
ればならないことを知っている。 1

グループワーク、ワークショップ等による課題解決への論理的・
合理的な思考方法としてブレインストーミングやKJ法、PCM法等
の発想法、計画立案手法など任意の方法を用いることができる。

1

どのような過程で結論を導いたか思考の過程を他者に説明できる
。 1

結論への過程の論理性を言葉、文章、図表などを用いて表現でき
る。 1

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 60 0 0 0 0 40 100
分野横断的能力 60 0 0 0 0 40 100

⑦

iijima
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小山工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 工学基礎
科目基礎情報
科目番号 0001 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義・演習・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電気電子創造工学科 対象学年 1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 別途指示する。
担当教員 鈴木 真ノ介,須甲 克也,川村 壮司,亀山 雅之,渥美 太郎,石原 学,中島 秀雄,干川 尚人,床井 良徳
目的・到達目標
1．情報を収集、処理、発信するため基本的なハードウェア、ソフトウェアについて知っている。
2．同一問題に対し、それを解決できる複数のアルゴリズムが存在しうることを知っている。
3．情報セキュリティーに配慮した基本的な情報収集・発信、情報保護について知っている。
4．適切な手順に従って、基本的な実験実習を実施できる。
5．必要なデータを整理し、その結果に基づいてレポート作成ができる。
6．実験を通して課題を解決する上での基本的ルールを守ることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

1．情報を収集、処理、発信するた
め基本的なハードウェア、ソフト
ウェアについて知っている。

情報を収集、処理、発信するため
基本的なハードウェア、ソフトウ
ェアについて極めて正確に知って
いる。

情報を収集、処理、発信するため
基本的なハードウェア、ソフトウ
ェアについてほぼ正しく知ってい
る。

情報を収集、処理、発信するため
基本的なハードウェア、ソフトウ
ェアについてほとんどまたはまっ
たく知っていない。

2．同一問題に対し、それを解決で
きる複数のアルゴリズムが存在し
うることを知っている。

同一問題に対し、それを解決でき
る複数のアルゴリズムが存在しう
ることを極めて正確に知っている
。

同一問題に対し、それを解決でき
る複数のアルゴリズムが存在しう
ることをほぼ正しく知っている。

同一問題に対し、それを解決でき
る複数のアルゴリズムが存在しう
ることをほとんどまたはまったく
知っていない。

3．情報セキュリティーに配慮した
基本的な情報収集・発信、情報保
護について知っている。

情報セキュリティーに配慮した基
本的な情報収集・発信、情報保護
について極めて正確に知っている
。

情報セキュリティーに配慮した基
本的な情報収集・発信、情報保護
についてほぼ正確に知っている。

情報セキュリティーに配慮した基
本的な情報収集・発信、情報保護
についてほとんどまたはまったく
知っていない。

4．適切な手順に従って、基本的な
実験実習を実施できる。

適切な手順に従って、基本的な実
験実習を極めて正確に実施できる
。

適切な手順に従って、基本的な実
験実習をほぼ正確に実施できる。

適切な手順に従って、基本的な実
験実習をほとんどまたはまったく
実施できない。

5．必要なデータを整理し、その結
果に基づいてレポート作成ができ
る。

必要なデータを整理し、その結果
に基づいてレポート作成が極めて
正確にできる。

必要なデータを整理し、その結果
に基づいてレポート作成がほぼ正
確にできる。

必要なデータを整理し、その結果
に基づいてレポート作成がほとん
どまたはまったくできない。

6．実験を通して課題を解決する上
での基本的ルールを守ることがで
きる。

実験を通して課題を解決する上で
の基本的ルールを守ることが極め
て正確にできる。

実験を通して課題を解決する上で
の基本的ルールを守ることがほぼ
正確にできる。

実験を通して課題を解決する上で
の基本的ルールを守ることがほと
んどまたはまったくできない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 ②
教育方法等
概要 工業技術者として分野を問わず必要とされる知識や技術を講義や実験・実習を通して身につけるための科目です。
授業の進め方と授業内
容・方法

情報および安全に関する授業は全クラス一斉で行います。他の実験・実習に関する授業はクラスごとに分かれて実施し
ます。クラスによって実験・実習の順序が異なります。

注意点
実施場所やレポートやテストに関する具体的な指示はホームルーム前の掲示や授業中の口頭指示により連絡します。必
要に応じて手帳を活用しましょう。実験内容によっては危険を伴うものもあります。担当教員の指示をよく聞いて行動
してください。

授業の属性・履修上の区分
□ アクティブラーニング □ ICT 利用 □ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス、情報モラル 授業の進め方について理解する。情報モラルについて
理解する。

2週 情報の基礎、情報ネットワーク 情報の基礎およびネットワークについて理解する。
3週 アルゴリズム、プログラミング アルゴリズムやプログラミングについて理解する。
4週 情報セキュリティ 情報セキュリティについて理解する。
5週 実験・実習における安全 実験・実習における安全について理解する。
6週 データの分析（１） データの分析の基礎について理解する。
7週 データの分析（２） データの分析の実践について理解する。
8週 長さの測定と有効数字（１） ノギスを正しく使える。

2ndQ

9週 長さの測定と有効数字（２） マイクロメータを正しく使える。

10週 テスタを用いた測定（１） テスタを使って簡単な回路の電圧を測定することがで
きる。

11週 テスタを用いた測定（２） テスタを使って簡単な回路の電流や抵抗を測定するこ
とができる。

12週 化学に関する実験（１） 化学物質の安全性と禁水性物質の取り扱いについて理
解する。

13週 化学に関する実験（２） 草木染の実験を行い，それを化学的に理解する。
14週 構造物の力学（力のつりあい）に関する実験（１） 3つの力のつりあいについて理解する。
15週 構造物の力学（力のつりあい）に関する実験（２） 吊構造やアーチ構造の力のつりあいを理解する。

⑤

⑥
①

③
②

④
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16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力

自然科学

物理実験 物理実験

測定機器などの取り扱い方を理解し、基本的な操作を行うことが
できる。 3

安全を確保して、実験を行うことができる。 3
実験報告書を決められた形式で作成できる。 2
有効数字を考慮して、データを集計することができる。 2

化学実験 化学実験

実験の基礎知識(安全防具の使用法、薬品、火気の取り扱い、整
理整頓)を持っている。 3

事故への対処の方法(薬品の付着、引火、火傷、切り傷)を理解し
、対応ができる。 3

測定と測定値の取り扱いができる。 2
有効数字の概念・測定器具の精度が説明できる。 2
レポート作成の手順を理解し、レポートを作成できる。 2

工学基礎

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

物理、化学、情報、工学における基礎的な原理や現象を明らかに
するための実験手法、実験手順について説明できる。 1

実験装置や測定器の操作、及び実験器具・試薬・材料の正しい取
扱を身に付け、安全に実験できる。 3

実験データの分析、誤差解析、有効桁数の評価、整理の仕方、考
察の論理性に配慮して実践できる。 2

実験テーマの目的に沿って実験・測定結果の妥当性など実験デー
タについて論理的な考察ができる。 1

実験ノートや実験レポートの記載方法に沿ってレポート作成を実
践できる。 1

実験データを適切なグラフや図、表など用いて表現できる。 1
実験の考察などに必要な文献、参考資料などを収集できる。 1
実験・実習を安全性や禁止事項など配慮して実践できる。 3
個人・複数名での実験・実習であっても役割を意識して主体的に
取り組むことができる。 3

共同実験における基本的ルールを把握し、実践できる。 3
レポートを期限内に提出できるように計画を立て、それを実践で
きる。 3

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

情報技術の進展が社会に及ぼす影響、個人情報保護法、著作権な
どの法律について説明できる。 1

高度情報通信ネットワーク社会の中核にある情報通信技術と倫理
との関わりを説明できる。 1

情報リテラ
シー

情報リテラ
シー

情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な知識を活用で
きる。 1

論理演算と進数変換の仕組みを用いて基本的な演算ができる。 1
コンピュータのハードウェアに関する基礎的な知識を活用できる
。 1

情報伝達システムやインターネットの基本的な仕組みを把握して
いる。 1

同一の問題に対し、それを解決できる複数のアルゴリズムが存在
しうることを知っている。 1

与えられた基本的な問題を解くための適切なアルゴリズムを構築
することができる。 1

任意のプログラミング言語を用いて、構築したアルゴリズムを実
装できる。 1

情報セキュリティの必要性および守るべき情報を認識している。 1
個人情報とプライバシー保護の考え方についての基本的な配慮が
できる。 1

インターネット(SNSを含む)やコンピュータの利用における様々
な脅威を認識している 1

インターネット(SNSを含む)やコンピュータの利用における様々
な脅威に対して実践すべき対策を説明できる。 1

専門的能力
分野別の工
学実験・実
習能力

機械系分野
【実験・実
習能力】

機械系【実
験実習】

ノギスの各部の名称、構造、目盛りの読み方、使い方を理解し、
計測できる。 4

マイクロメータの各部の名称、構造、目盛りの読み方、使い方を
理解し、計測できる。 4

評価割合
試験・レポート 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

⑦

iijima
ハイライト表示



小山工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 コミュニケーションリテラシ
ーＩＩ

科目基礎情報
科目番号 0038 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義・演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電気電子創造工学科 対象学年 2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 プリント等を配付し使用する。
担当教員 岡田 晃,有坂 顕二,杉山 桂子,有坂 夏菜子,関根 健雄,柴田 美由紀,山崎 明,中田 幸子,吉村 理英
目的・到達目標
日本語や英語を用いて相手の考えを的確に理解すること（読む・聞く）、自分の考えを整理し、筋道立てて表現すること（書く・話す）によっ
て、論理的なコミュニケーションができる。また、母語と外国語を関連づけて学ぶことを通して「言葉への気づき」を得ながら、「言葉で考え
、考えを言葉にする」言語活動に能動的に取り組むことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
言語活動を通じて論理的なコミュ
ニケーション能力が向上したこと
が、十分に示せる。

言語活動を通して論理的なコミュ
ニケーション能力が向上したこと
が示せる。

言語活動を通して論理的なコミュ
ニケーション能力が向上したこと
が示せない。

評価項目2
「言葉で考え、考えを言葉にする
」言語活動に能動的に取り組めた
ことが、十分に示せる。

「言葉で考え、考えを言葉にする
」言語活動に能動的に取り組めた
ことが示せる。

「言葉で考え、考えを言葉にする
」言語活動に能動的に取り組めた
ことが示せない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 ⑥
教育方法等

概要

以下の４テーマについて、講義および言語活動を展開することにより、「ことばへの気づき」を得ながら、日本語と英
語の論理的コミュニケーション能力（4技能：読む・書く・話す・聞く）のさらなる向上を図る。
Ａ「思考表現Ⅰ－考えを簡潔な文にする－」（読む・書く）
Ｂ「思考表現Ⅱ－考えを文章に組み立てる－」（読む・書く）
Ｃ「思考形成Ⅰ－ポイントをつかむ－」（読む・聞く・話す）
Ｄ「思考形成Ⅱ－議論の流れをとらえる－」（読む・書く・聞く・話す）

授業の進め方と授業内
容・方法

合同授業と、クラスごとの授業を組み合わせて行う。授業はオムニバス形式で行い、国語科と英語科の連携のもと、各
テーマの担当教員が、テーマに沿った内容の講義および言語活動を実施する。言語活動では、問題演習、作文、スピー
チ、ディベート等を行う。なお、各テーマは独立した別個のものではなく、各テーマおよび当該科目のⅠとⅡが有機的
につながるよう企図されたものである。

注意点 前期定期試験を行う。成績の評価は、試験６割、その他４割で行う。その他には、小テスト、提出物、発表等を含む。
授業の際は、辞書を持参すること。シラバスは都合により変更することがある。

授業の属性・履修上の区分
☑ アクティブラーニング ☑ ICT 利用 ☑ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 （１）オリエンテーション
（２）ビブリオバトルについての説明

（１）授業の概要を理解する。
（２）ポイントをつかんで表現する方法を学ぶ。

2週 Ａ「思考表現Ⅰ－考えを簡潔な文にする－」：
　　正確な文を書く（Correct) わかりやすく簡潔な表現を理解する。

3週 Ａ：（１）明快な文を書く（Clear）
（２）英語の品詞について

（１）わかりやすく簡潔な表現を理解する。
（２）英語における品詞それぞれの機能についてより
深く理解する。

4週 Ａ：英語の文型について 英語の５文型についてより深く理解する。

5週 B「思考表現Ⅱ－考えを文章に組み立てる－」：
　　考えを整理し、文章化する

説明文：情報を整理して説明文を作成する。
報告文：研究の経過を問題解決型ストーリーを用いて
報告する。

6週 Ｂ：英語で算数（数式編（加法、減法、乗法）） ２、３桁の簡単な足し算、引き算、掛け算を英語で行
なえるようになる。

7週 Ｂ：英語で算数（数式編（除法）、図形編） ２桁程度の簡単な割り算を英語で行えるようになる。
図形の用語を英語で言えるようになる。

8週 Ｃ「思考形成Ⅰ-ポイントをつかんで考える」：
　　英文解釈① ポイントをつかんで英文を読みその内容を把握する。

2ndQ

9週 Ｃ：英文解釈② ポイントをつかんで英文を読みその内容を把握する。
10週 C：ビブリオバトル　予選 ポイントをつかんで相手に伝達する方法を理解する。
11週 C：ビブリオバトル　決勝戦 ポイントをつかんで相手に伝達する方法を理解する。

12週 D「思考形成Ⅱ－議論の流れを考える－」：
　　議論の流れをつかむ

議論の流れのポイントをつかむ（パラグラフリーディ
ング）

13週 D：マイクロディベート準備 ディベートの実践を通して、自分の考えを説得力をも
って相手に伝える手法を身に着ける。

14週 D：マイクロディベート試合 ディベートの実践を通して、議論の組み立て方を理解
する。

15週
D：（１）マイクロディベート振り返り　

（２）英語ディベート体験
（３）「ＣＬⅡ」の総括

（１）試合を振り返り、反省点を今後に活かす。
（２）英語の試合を部分的に体験する。
（３）前期の学習内容を振り返る。

16週 前期定期試験の返却と解説 前期定期試験の解答について理解する、
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標

⑤

⑥
①

③

②

④

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示



分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

分野横断的
能力 汎用的技能 汎用的技能 汎用的技能

日本語と特定の外国語の文章を読み、その内容を把握できる。 2
他者とコミュニケーションをとるために日本語や特定の外国語で
正しい文章を記述できる。 2

他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握できる。 2
日本語や特定の外国語で、会話の目標を理解して会話を成立させ
ることができる。 2

円滑なコミュニケーションのために図表を用意できる。 2
円滑なコミュニケーションのための態度をとることができる(相
づち、繰り返し、ボディーランゲージなど)。 2

他者の意見を聞き合意形成することができる。 2
合意形成のために会話を成立させることができる。 2
グループワーク、ワークショップ等の特定の合意形成の方法を実
践できる。 2

目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて正しく情報発
信(プレゼンテーション)できる。 2

課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手順で考えなけ
ればならないことを知っている。 2

グループワーク、ワークショップ等による課題解決への論理的・
合理的な思考方法としてブレインストーミングやKJ法、PCM法等
の発想法、計画立案手法など任意の方法を用いることができる。

2

どのような過程で結論を導いたか思考の過程を他者に説明できる
。 2

結論への過程の論理性を言葉、文章、図表などを用いて表現でき
る。 2

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 60 0 0 0 0 40 100
分野横断的能力 60 0 0 0 0 40 100

⑦

iijima
ハイライト表示



小山工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 コラボワークＩ
科目基礎情報
科目番号 0039 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電気電子創造工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 タクナル、リアセック（2016）
担当教員 山下 進,増淵 寿,平田 克己,飯島 洋祐,上田 誠,西井 圭,安高 尚毅
目的・到達目標
1．主体性や自己管理能力が身に付いている。
2．他者を尊重しながらチームでディスカッションや作業ができる。
3．情報を収集・整理して自分の意見やアイデアを出すことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
スケジュール管理、報告、連絡、
相談、目標の立案を実行すること
ができる。【自立】

自分で考えるとともに他者とも協
力して実行できる。

教員の指示も受けながら自分で考
えて実行できる。 教員の指示を受けてもできない

他者の意見を尊重しながら自分の
意見を述べて、チーム全体を合意
形成に導くことができる【協働】

自分で考えるとともに他者とも協
力して実行できる。

教員の指示も受けながら自分で考
えて実行できる。 教員の指示を受けてもできない

収集した情報を整理しまとめ、自
分の意見やアイディアを加えて他
人に伝えることができる【創造】

自分で考えるとともに他者とも協
力して実行できる。

教員の指示も受けながら自分で考
えて実行できる。 教員の指示を受けてもできない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 ②
教育方法等

概要
自立、協働、創造の能力を養成することを目的とし、多様な環境（他学科や他学年の学生との交わり、学外の人々との
交わりなど）の中で、チームにどんな貢献ができるかを考えて自立的に役割を果たし、メンバーと協働し、チームワー
ク力を発揮して、創造性が養われる学習活動を行う。問題解決をするためのケースを使用し、協働で、問題解決に取り
組む。

授業の進め方と授業内
容・方法

学科混合で5クラス編成して5教室に分かれて授業を行う。さらにその中で学科横断のチームでグループディスカッショ
ンやグループワークの活動をすすめる。前期は教科書を用いて１〜２週完結の決められたテーマに沿ってチーム課題に
取り組み、自立、協働、創造に関する基礎的スキルを身に付る。後期は身につけた基礎的スキルを用いてより実際的な
課題に取り組む。第1週、中間週および最終週に自己チェックを行い、各自で目標設定をして授業に取り組むとともに、
毎回の授業の最後にふりかえりシートに記入し、次回の目標を立てる。

注意点

この科目は静かに席についているだけでは何も身につきません。積極的に授業に取り組む姿勢が成績評価につながりま
す。
以下の項目について点数化し合計100点満点で評価した結果、60点以上を「合」、60点未満を「否」として最終的な成
績を付ける。ただし、授業を1/4を超えて欠席した場合は点数によらず原則「否」とする。なお、前期の評価項目と配点
は以下のとおりです。
［前期の評価項目と配点］
（１）授業に取り組む姿勢やふりかえりシートの内容（60点）
（２）グループワークにおける成果物の内容（25点）
（３）自身の汎用的スキルの学生自己評価（10点）
（４）グループワークにおけるチームへの貢献度の学生相互評価（5点）
※後期シラバス内容を更新（2021.12.20）

授業の属性・履修上の区分
☑ アクティブラーニング □ ICT 利用 □ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週
オリエンテーション
ディスカッションワーク（1）相互理解ゲーム「ギャッ
プの王様」

・チームの相互理解を行い、話しやすい関係性をつく
る。
・議論をする上での基本姿勢「自己開示」「積極的な
質問・フィードバック」の重要性に関して、全体で賛
同を得る。

2週
軽く議論をしてみよう
ディスカッションワーク（2）意見交換「こわい先生」
ディスカッションワーク（3）議論ゲーム「無人島」

・議論することへの抵抗感をなくし、積極的に議論を
盛り上げていく姿勢をつくる
・他者から多種多様な意見が出ることを体感し、そこ
に耳を傾けることの大切さを知る

3週

自分の意見を伝える
ディスカッションワーク（4）ミニワーク「告白」
ディスカッションワーク（5）人生相談A，B
ディスカッションワーク（6）チームで作ろう！「キャ
ンペーン標語」

・自分の意見を持つことの大切さを知る
・自分の意見を述べる際に、根拠となる理由を示す必
要性を知る
・意見の伝え方のポイントを体感的に学ぶ

4週 本格的に議論してみよう（ワーク）
プロジェクトワーク（7）文化祭の動物園

・議論を通じた問題解決（今回は企画立案）をやりき
り、達成感と自信を持つ

5週 本格的に議論してみよう（プレゼンテーション）
・議論や成果をもっとよいものにしようという意識の
大切さに気づく
・プレゼンテーションをするにあたり、相手の立場に
たってモノを考えることの大切さに気づく

6週
情報を集める（ワーク）
プロジェクワーク（8）さまざまなダイエット法を紹介
する

・問題解決リテラシーのひとつ「情報収集」に注目し
、どうやったら効果的に情報を集められるかを体感的
に学ぶ

7週 情報を集める（プレゼンテーション） ・さまざまな情報収集の方法を知る
・有効な情報収集にあたり「拡散と収束」を実践する

⑤

⑥
①

③

②

④

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示



8週
個性を活かす
プロジェクトワーク（9）「私のキャラ立ちパワーアッ
プ会議」

・チーム内での個々の動きに対し、相互にポジティブ
フィードバックを行い、講座を通じた成長感を確認し
あい、今後のさらなる積極的行動の手がかりを得る。
・（次回チームメンバーを変更するため）信頼関係を
構築した現在のチームを卒業しても、また新たなチー
ムで信頼関係を築こうとする心がまえをつくる。

2ndQ

9週
情報を分析する（ワーク）
プロジェクトワーク（10）新入生に、住む街をすすめ
る

・前回のワークで行った情報収集のスキルを活かし、
問題解決に向かう姿勢を強化する。
・情報分析の観点を学び、情報を整理してみる

10週 情報を分析する（プレゼンテーション）

・収集した情報を分析し、第三者への情報提供の際に
、自らの分析結果に自信をもち、意思をこめて伝える
ことの重要性を理解する
・「情報分析の軸」を就職する際は、目的を意識しよ
う

11週 問題を提起する（ワーク）
プロジェクトワーク（11）ブラスバンドGIFTの憂鬱

・これまで学んだ「情報を収集し、分析したうえで自
分たちの意見をまとめる、結論を出す」という経験を
生かして、課題を発見する。
・前回のワークで行った情報収集のスキルを活かし、
問題解決に向かう姿勢を強化する。

12週 問題を提起する（プレゼンテーション）
・複雑に絡み合った問題に対し、事実に基づき、論理
的に現状を整理し、意思と情熱をもって問題を提起す
ることの重要さとむずかしさを実感する。

13週 計画を構想する（ワーク）
プロジェクトワーク（12）The Tower

・問題解決に向けた計画を構想し、実行するまでの一
連のプロセスを体験学習し、ブラッシュアップのポイ
ントをつかむ。

14週 計画を構想する（プレゼンテーション） ・限られた情報や権限を最大限に生かし、どう行動す
るかを考えて行動する重要さを学ぶ。

15週
まとめ
プロジェクトワーク（13）自分と仲間の成長
プロジェクトワーク（14）この講座を後輩にすすめて
みよう

・議論を通じた問題解決力について、自分たちは何を
学び、成長したかを語り、効力感を得る。
・今後どのように活用しようと思うかを、自分たちの
言葉で語る。

16週 期末試験　実施せず

後期

3rdQ

1週 オリエンテーション 前期授業をふりかえる
後期授業の進め方や狙いを理解する

2週 テーマ「AIな社会の実現」（全体ワーク） 社会変化を理解し、それらを活用した新しい社会実現
を議論する。

3週 テーマ「AIな社会の実現」（グループワーク） 情報を収集し、情報共有に向けて情報を分析した上で
自分たちの意見をまとめる。

4週 テーマ「AIな社会の実現」（情報共有）
収集した情報を分析して、第三者への情報共有するこ
とで、自分自身での内容理解を深め、他の情報を収集
する。

5週 テーマ「未来の食卓を考えよう！」（全体ワーク） 社会変化を理解し、それらを活用した新しい社会実現
を議論する。

6週 テーマ「未来の食卓を考えよう！」（グループワーク
）

情報を収集し、情報共有に向けて情報を分析した上で
自分たちの意見をまとめる。

7週 テーマ「未来の食卓を考えよう！」（情報共有）
収集した情報を分析して、第三者への情報共有するこ
とで、自分自身での内容理解を深め、他の情報を収集
する。

8週 テーマ「グローバル化」（全体ワーク） 社会変化を理解し、それらを活用した新しい社会実現
を議論する。

4thQ

9週 テーマ「グローバル化」（グループワーク） 情報を収集し、情報共有に向けて情報を分析した上で
自分たちの意見をまとめる。

10週 テーマ「グローバル化」（情報共有）
収集した情報を分析して、第三者への情報共有するこ
とで、自分自身での内容理解を深め、他の情報を収集
する。

11週 テーマ「移動補助具の問題点と改善点」（全体ワーク
）

社会変化を理解し、それらを活用した新しい社会実現
を議論する。

12週 テーマ「移動補助具の問題点と改善点」（グループワ
ーク）

情報を収集し、情報共有に向けて情報を分析した上で
自分たちの意見をまとめる。

13週 テーマ「移動補助具の問題点と改善点」（情報共有）
収集した情報を分析して、第三者への情報共有するこ
とで、自分自身での内容理解を深め、他の情報を収集
する。

14週 これまでの活動のまとめ これまでの活動の内容をまとめる

15週 振り返り会 これまでの活動の成果を振り返り、今後どのように活
用しようと思うかを、自分たちの言葉で語る。

16週 期末試験　実施せず
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

授業への取り組み態度 グループワークの成果
物 自己評価 学生相互評価 合計

総合評価割合 60 25 10 5 100
基礎的能力 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0
分野横断的能力 60 25 10 5 100

⑦

iijima
ハイライト表示



小山工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 科学技術倫理
科目基礎情報
科目番号 0100 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電気電子創造工学科 対象学年 3
開設期 前期 週時間数 4
教科書/教材 使用しない。
担当教員 上野 哲
目的・到達目標
1．科学技術時代の到来に伴い新たな倫理基準が必要になった背景を理解できる。
2．応用倫理学の諸分野が抱える課題について多角的に説明できる。
3．科学技術に関わる倫理的問題解決策について，他者と協力しながら説得力を伴う持論を展開できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
科学技術時代の到来に伴い新たな
倫理基準が必要になった背景を充
分に理解できる。

科学技術時代の到来に伴い新たな
倫理基準が必要になった背景を理
解できる。

科学技術時代の到来に伴い新たな
倫理基準が必要になった背景を充
分に理解できない。

評価項目2 応用倫理学の諸分野が抱える課題
について充分説明できる。

応用倫理学の諸分野が抱える課題
について説明できる。

応用倫理学の諸分野が抱える課題
について充分説明できない。

評価項目3
科学技術に関わる倫理的問題解決
策について，他者と協力しながら
説得力を伴う持論を充分に展開で
きる。

科学技術に関わる倫理的問題解決
策について，他者と協力しながら
説得力を伴う持論を展開できる。

科学技術に関わる倫理的問題解決
策について，他者と協力しながら
説得力を伴う持論を展開できない
。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 ①
教育方法等

概要
応用倫理学とりわけ科学技術倫理をめぐる理解を深めることで，直面するインシデントの何が原因でどこに問題点があ
りどのようにすれば解決策を見いだせるのかを他者と協力しながら考えることに重点をおく。これらの一連の作業を通
して，技術者としての倫理観を高めることにつなげる。

授業の進め方と授業内
容・方法

本授業は【講義A】形式（授業30時間＋自学自習60時間＝2単位）の学修単位科目である。
したがって，本授業受講者は以下の3項目に積極的に取り組むことが求められる。
(1)講義内容の理解：
第1，2，4，6，9，11，13，15週は授業担当者による講義である。講義内容を充分に理解することが求められる。講義
内容の理解度については「中間試験」「定期試験」の結果によって判断する。
(2-1)講義で扱った内容理解の深化と説明(1)：
第3，5，7，10，12，14週は受講者によるグループ単位のプレゼンを行う。プレゼンの評価に対しては，視聴する受講
者によるピアレビューを採用する。
(2-2)講義で扱った内容理解の深化と説明(2)：
受講者は全員，教員が指定したテーマに関するレポートを作成提出する必要がある。受講者一人一人に異なるテーマを
与える。

注意点 開講教室について：3MLC（視聴覚室）、3RA（専攻科棟4階「多目的メディアホール」）
授業の属性・履修上の区分
☑ アクティブラーニング □ ICT 利用 □ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 序論：科学技術時代の新しい倫理 左記内容を理解する（4/15）

2週
生命倫理分野の問題（１）：生殖技術の発展と権利
生命倫理分野の問題（２）：日本の生命観と西欧の生
命観

左記内容を理解する（4/22）

3週 生命倫理分野の問題（１）（２）に関する多面的検討 左記内容を多面的に検討し，他者に対して分かりやす
く説明する（5/6）

4週 生命倫理分野の問題（３）：スポーツとドーピング　
生命倫理分野の問題（４）：「性」と「身体」 左記内容を理解する（5/13）

5週 生命倫理分野の問題（３）（４）に関する多面的検討 左記内容を多面的に検討し，他者に対して分かりやす
く説明する（5/20）

6週 生命倫理分野の問題（５）：「健康」と「標準値」の
関係生命倫理分野の問題（６）：脳死と臓器移植 左記内容を理解する（5/27）

7週 生命倫理分野の問題（５）（６）に関する多面的検討 左記内容を多面的に検討し，他者に対して分かりやす
く説明する（6/2 (火)）

8週 前期中間試験 6/3～6/9

2ndQ

9週
環境倫理分野の問題（１）：環境を「保全する」とは
　　環境倫理分野の問題（２）：ハード／ソフトゾー
ニング

左記内容を理解する（6/10）

10週 環境倫理分野の問題（１）（２）に関する多面的検討 左記内容を多面的に検討し，他者に対して分かりやす
く説明する（6/17）

11週 科学倫理分野の問題（１）：科学ジャーナリズム　　
　　科学倫理分野の問題（２）：エセ科学との対決 左記内容を理解する（6/24）

12週 科学倫理分野の問題（１）（２）に関する多面的検討 左記内容を多面的に検討し，他者に対して分かりやす
く説明する（7/1）

13週 企業倫理分野の問題（１）：ホイッスルブローイング
企業倫理分野の問題（２）：企業の社会的責任 左記内容を理解する（7/8）

14週 企業倫理分野の問題（１）（２）に関する多面的検討 左記内容を多面的に検討し，他者に対して分かりやす
く説明する（7/15）

⑤

⑥
①

③

②

④

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示



15週 企業倫理分野の問題（３）：市民・消費者の社会的責
任 左記内容を理解する（9/9）

16週 前期定期試験 9/14～9/21
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力

人文・社会
科学 社会

公民的分野
人間の生涯における青年期の意義と自己形成の課題を理解し、こ
れまでの哲学者や先人の考え方を手掛かりにして、自己の生き方
および他者と共に生きていくことの重要性について考察できる。

3

現代社会の
考察

現代社会の特質や課題に関する適切な主題を設定させ、資料を活
用して探究し、その成果を論述したり討論したりするなどの活動
を通して、世界の人々が協調し共存できる持続可能な社会の実現
について人文・社会科学の観点から展望できる。

3

工学基礎

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

説明責任、製造物責任、リスクマネジメントなど、技術者の行動
に関する基本的な責任事項を説明できる。 3

現代社会の具体的な諸問題を題材に、自ら専門とする工学分野に
関連させ、技術者倫理観に基づいて、取るべきふさわしい行動を
説明できる。

3

技術者倫理が必要とされる社会的背景や重要性を認識している。 3
社会における技術者の役割と責任を説明できる。 3
情報技術の進展が社会に及ぼす影響、個人情報保護法、著作権な
どの法律について説明できる。 3

高度情報通信ネットワーク社会の中核にある情報通信技術と倫理
との関わりを説明できる。 3

環境問題の現状についての基本的な事項について把握し、科学技
術が地球環境や社会に及ぼす影響を説明できる。 3

環境問題を考慮して、技術者としてふさわしい行動とは何かを説
明できる。 3

国際社会における技術者としてふさわしい行動とは何かを説明で
きる。 3

過疎化、少子化など地方が抱える問題について認識し、地域社会
に貢献するために科学技術が果たせる役割について説明できる。 3

知的財産の社会的意義や重要性の観点から、知的財産に関する基
本的な事項を説明できる。 3

知的財産の獲得などで必要な新規アイデアを生み出す技法などに
ついて説明できる。 3

技術者の社会的責任、社会規範や法令を守ること、企業内の法令
順守(コンプライアンス)の重要性について説明できる。 3

技術者を目指す者として、諸外国の文化・慣習などを尊重し、そ
れぞれの国や地域に適用される関係法令を守ることの重要性を把
握している。

3

全ての人々が将来にわたって安心して暮らせる持続可能な開発を
実現するために、自らの専門分野から配慮すべきことが何かを説
明できる。

3

技術者を目指す者として、平和の構築、異文化理解の推進、自然
資源の維持、災害の防止などの課題に力を合わせて取り組んでい
くことの重要性を認識している。

3

科学技術が社会に与えてきた影響をもとに、技術者の役割や責任
を説明できる。 3

科学者や技術者が、様々な困難を克服しながら技術の発展に寄与
した姿を通し、技術者の使命・重要性について説明できる。 3

グローバリ
ゼーション
・異文化多
文化理解

グローバリ
ゼーション
・異文化多
文化理解

それぞれの国や地域の経済的・社会的な発展に対して科学技術が
果たすべき役割や技術者の責任ある行動について説明できる。 3

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 40 40 0 0 0 20 100
基礎的能力 40 40 0 0 0 20 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

⑦

iijima
ハイライト表示



小山工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 コミュニケーションリテラシ
ーＩ

科目基礎情報
科目番号 0018 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義・演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 物質工学科 対象学年 1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 プリント等を配付し使用する。
担当教員 岡田 晃,有坂 顕二,杉山 桂子,有坂 夏菜子,関根 健雄,柴田 美由紀,山崎 明,中田 幸子,吉村 理英
目的・到達目標
日本語や英語を用いて相手の意見を的確に理解すること（読む・話す）、自分の意見を整理し効果的な方法で伝えること（書く・話す）によっ
て、円滑なコミュニケーションを図ることができる。また、母語と外国語を関連づけて学ぶことを通して、「ことばへの気づき」を得ながら、
好奇心を持って積極的に言語活動に取り組むことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
言語活動を通じてコミュニケーシ
ョン能力が向上したことが、十分
に示せる。

言語活動を通してコミュニケーシ
ョン能力が向上したことが示せる
。

言語活動を通してコミュニケーシ
ョン能力が向上したことが示せな
い。

評価項目2 「言葉への気づき」を得られたこ
とが、十分に示せる。

「言葉への気づき」を得られたこ
とが示せる。

「言葉への気づき」を得られたこ
とが示せない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 ⑥
教育方法等

概要

「比較」をメインテーマとした以下の４つの項目について、講義および言語活動を展開することにより、「ことばへの
気づき」を得ながら、日本語と英語のコミュニケーション能力（読む・聞く・書く）の向上を図る。
【前期】Ａ「比較言語－日本語と英語の違い－」（読む・書く）
　　　　Ｂ「文章表現－筋道を立てて表現する－」（読む・書く）
【後期】Ｃ「口頭表現－説得力を持って表現する－」（聞く・話す）
　　　　Ｄ「比較文化－比較して考える－」（読む・話す）

授業の進め方と授業内
容・方法

主に各教室への配信授業により行う。授業はオムニバス形式で行い、国語科と英語科の連携のもと、各テーマの担当教
員が、テーマに沿った内容の講義および言語活動を実施する。言語活動では、問題演習、読解、作文、ディベート・プ
レゼンテーション等を行う。なお、各項目は独立した別個のものではなく、各項目および当該科目のⅠとⅡが有機的に
つながるよう企図されたものである。

注意点 1
授業の属性・履修上の区分
☑ アクティブラーニング ☑ ICT 利用 ☑ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期
3rdQ

1週 オリエンテーション
日本語と英語の音声の違い

授業内容や方法の概要を理解する。
日本語と英語の音声の特徴の違いに気づく。

2週
Ａ「比較言語－日本語と英語の違い－」：

（１）日本語の品詞について
（２）日本語の語順について

（１）現代日本語における品詞の名称や品詞それぞれ
の機能について理解する。
（２）日本語は英語と対比して、特定の文型は決まっ
ていないこと、文末決定性があることについて理解す
る。

3週
A：（１）英語の品詞について

（２）英語の文型について

（１）英語における品詞の名称や品詞それぞれの機能
について理解する。
（２）英語は語順で文中の語句の役割が決まるが、そ
のパターン(文型)が大きく分けて5つ(５文型)あること
を理解する。

4週
B「文章表現Ⅰ―筋道を立てて表現する―」：
多言語比較表現と指示代名詞や接続詞をたよりに英文
の文脈を読む

英語と日本語を比較し、それぞれの言語が持つ特徴を
確認し、さらに順不同に列挙された英文や段落を正し
い順序に並べかえる。

5週
B：（１）指示代名詞や接続詞をたよりに英文の文脈
を読む

（２）論理的に伝える①（具体と抽象）

（１）順不同に列挙された英文や段落を正しい順序に
並べかえる。
（２）具体と抽象を用いて相手に分かりやすく説明す
る手法を理解する。

6週 B：論理的に伝える②（主張と根拠）、③（対比と類
比）

根拠をもとに、説得力を持って主張する手法を理解す
る。対比と類比を用いることで、ものごとを的確に捉
え、分かりやすく表現する手法を理解する。

7週
C「比較文化―比較して考える―」：
　　英語で文化について考える①：Washoku -
Japanese Food Culture(Revised POLESTAR English

（１）日本文化についての英文を読み、概要を把握す
る。
（２）英語の「ディスコースマーカー」に着目して、
「対比」「具体例の列挙」など文章の構成について理
解する。

8週
C：（１）英語で文化について考える②：Washoku -
Japanese Food Culture(Revised POLESTAR English
Communication 1)から「比較」して文化を考える

（２）「水の東西」読解

（１）・文法事項等を確認しながら、英文を読解する
。・文化の比較、対比について自らの生活をもとに考
える。文化についての書籍、参考資料も提示し、自国
の文化について相対的に考えてみる試みを行う。
（２）比較の手法を用いた評論を読んで、内容を理解
する。

4thQ 9週
C：（１）「水の東西」読解→「比較文化」について
考える。

（２）「比較文化」のポスター作りに向けて
比較の手法を用いた評論を読んで、内容を理解する。

⑤

⑥
①

③

②

④

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示



10週 Ｃ：「比較文化」のポスター作り 比較の手法を用いて、日本文化、西洋文化についてグ
ループごとに考察し、図と文章で表現する。

11週 Ｃ：「比較文化」プレゼンテーション 日本文化と西洋文化を比較して、相互の特徴について
、グループで考察したポスターを発表する。

12週
Ｄ：「口頭表現―説得力を持って表現するー」

（１）ディベートの特徴、（２）三角ロジック、
（３）OREO

（１）ディベートの特徴をディスカッションと比較し
つつ理解する。
（２）論証の基本形である三角ロジック（主張
Opinion・理由付けReason・事実Example）を英文例
を用いて理解する。
（３）論証の手順（ＯＲＥＯ）を英文例を用いて理解
する。

13週
D：マイクロディベート準備

（１）立論の型・反駁の手順、（２）リンクマッ
プと立論の作成

（１）立論の型、反駁の手順について理解する。
（２）リンクマップをもとに、肯定側と否定側の立論
を書く。

14週 Ｄ：マイクロディベート試合 ディベートの実践を通して、説得力を持って表現する
手法を理解する。

15週
Ｄ：（１）ディベート試合の振り返り

（２）【発展編】英語ディベート体験
（３）「CLⅠ」の振り返り、定期試験について

（１）試合の反省点を今後に活かす。
（２）英語の試合を部分的に体験する。
（３）後期の学習を振り返る。

16週 後期定期試験の返却と解説 後期定期試験の解答について理解する。
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

分野横断的
能力 汎用的技能 汎用的技能 汎用的技能

日本語と特定の外国語の文章を読み、その内容を把握できる。 1
他者とコミュニケーションをとるために日本語や特定の外国語で
正しい文章を記述できる。 1

他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握できる。 1
日本語や特定の外国語で、会話の目標を理解して会話を成立させ
ることができる。 1

円滑なコミュニケーションのために図表を用意できる。 1
円滑なコミュニケーションのための態度をとることができる(相
づち、繰り返し、ボディーランゲージなど)。 1

他者の意見を聞き合意形成することができる。 1
合意形成のために会話を成立させることができる。 1
グループワーク、ワークショップ等の特定の合意形成の方法を実
践できる。 1

目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて正しく情報発
信(プレゼンテーション)できる。 1

課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手順で考えなけ
ればならないことを知っている。 1

グループワーク、ワークショップ等による課題解決への論理的・
合理的な思考方法としてブレインストーミングやKJ法、PCM法等
の発想法、計画立案手法など任意の方法を用いることができる。

1

どのような過程で結論を導いたか思考の過程を他者に説明できる
。 1

結論への過程の論理性を言葉、文章、図表などを用いて表現でき
る。 1

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 60 0 0 0 0 40 100
分野横断的能力 60 0 0 0 0 40 100

⑦

iijima
ハイライト表示



小山工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 工学基礎
科目基礎情報
科目番号 0001 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義・演習・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 物質工学科 対象学年 1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 別途指示する。
担当教員 鈴木 真ノ介,須甲 克也,川村 壮司,亀山 雅之,渥美 太郎,石原 学,中島 秀雄,干川 尚人,床井 良徳
目的・到達目標
1．情報を収集、処理、発信するため基本的なハードウェア、ソフトウェアについて知っている。
2．同一問題に対し、それを解決できる複数のアルゴリズムが存在しうることを知っている。
3．情報セキュリティーに配慮した基本的な情報収集・発信、情報保護について知っている。
4．適切な手順に従って、基本的な実験実習を実施できる。
5．必要なデータを整理し、その結果に基づいてレポート作成ができる。
6．実験を通して課題を解決する上での基本的ルールを守ることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

1．情報を収集、処理、発信するた
め基本的なハードウェア、ソフト
ウェアについて知っている。

情報を収集、処理、発信するため
基本的なハードウェア、ソフトウ
ェアについて極めて正確に知って
いる。

情報を収集、処理、発信するため
基本的なハードウェア、ソフトウ
ェアについてほぼ正しく知ってい
る。

情報を収集、処理、発信するため
基本的なハードウェア、ソフトウ
ェアについてほとんどまたはまっ
たく知っていない。

2．同一問題に対し、それを解決で
きる複数のアルゴリズムが存在し
うることを知っている。

同一問題に対し、それを解決でき
る複数のアルゴリズムが存在しう
ることを極めて正確に知っている
。

同一問題に対し、それを解決でき
る複数のアルゴリズムが存在しう
ることをほぼ正しく知っている。

同一問題に対し、それを解決でき
る複数のアルゴリズムが存在しう
ることをほとんどまたはまったく
知っていない。

3．情報セキュリティーに配慮した
基本的な情報収集・発信、情報保
護について知っている。

情報セキュリティーに配慮した基
本的な情報収集・発信、情報保護
について極めて正確に知っている
。

情報セキュリティーに配慮した基
本的な情報収集・発信、情報保護
についてほぼ正確に知っている。

情報セキュリティーに配慮した基
本的な情報収集・発信、情報保護
についてほとんどまたはまったく
知っていない。

4．適切な手順に従って、基本的な
実験実習を実施できる。

適切な手順に従って、基本的な実
験実習を極めて正確に実施できる
。

適切な手順に従って、基本的な実
験実習をほぼ正確に実施できる。

適切な手順に従って、基本的な実
験実習をほとんどまたはまったく
実施できない。

5．必要なデータを整理し、その結
果に基づいてレポート作成ができ
る。

必要なデータを整理し、その結果
に基づいてレポート作成が極めて
正確にできる。

必要なデータを整理し、その結果
に基づいてレポート作成がほぼ正
確にできる。

必要なデータを整理し、その結果
に基づいてレポート作成がほとん
どまたはまったくできない。

6．実験を通して課題を解決する上
での基本的ルールを守ることがで
きる。

実験を通して課題を解決する上で
の基本的ルールを守ることが極め
て正確にできる。

実験を通して課題を解決する上で
の基本的ルールを守ることがほぼ
正確にできる。

実験を通して課題を解決する上で
の基本的ルールを守ることがほと
んどまたはまったくできない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 ②
教育方法等
概要 工業技術者として分野を問わず必要とされる知識や技術を講義や実験・実習を通して身につけるための科目です。
授業の進め方と授業内
容・方法

情報および安全に関する授業は全クラス一斉で行います。他の実験・実習に関する授業はクラスごとに分かれて実施し
ます。クラスによって実験・実習の順序が異なります。

注意点
実施場所やレポートやテストに関する具体的な指示はホームルーム前の掲示や授業中の口頭指示により連絡します。必
要に応じて手帳を活用しましょう。実験内容によっては危険を伴うものもあります。担当教員の指示をよく聞いて行動
してください。

授業の属性・履修上の区分
□ アクティブラーニング □ ICT 利用 □ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス、情報モラル 授業の進め方について理解する。情報モラルについて
理解する。

2週 情報の基礎、情報ネットワーク 情報の基礎およびネットワークについて理解する。
3週 アルゴリズム、プログラミング アルゴリズムやプログラミングについて理解する。
4週 情報セキュリティ 情報セキュリティについて理解する。
5週 実験・実習における安全 実験・実習における安全について理解する。
6週 データの分析（１） データの分析の基礎について理解する。
7週 データの分析（２） データの分析の実践について理解する。
8週 長さの測定と有効数字（１） ノギスを正しく使える。

2ndQ

9週 長さの測定と有効数字（２） マイクロメータを正しく使える。

10週 テスタを用いた測定（１） テスタを使って簡単な回路の電圧を測定することがで
きる。

11週 テスタを用いた測定（２） テスタを使って簡単な回路の電流や抵抗を測定するこ
とができる。

12週 化学に関する実験（１） 化学物質の安全性と禁水性物質の取り扱いについて理
解する。

13週 化学に関する実験（２） 草木染の実験を行い，それを化学的に理解する。
14週 構造物の力学（力のつりあい）に関する実験（１） 3つの力のつりあいについて理解する。
15週 構造物の力学（力のつりあい）に関する実験（２） 吊構造やアーチ構造の力のつりあいを理解する。

⑤

⑥
①

③
②

④

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示

iijima
ハイライト表示



16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力

自然科学

物理実験 物理実験

測定機器などの取り扱い方を理解し、基本的な操作を行うことが
できる。 3

安全を確保して、実験を行うことができる。 3
実験報告書を決められた形式で作成できる。 2
有効数字を考慮して、データを集計することができる。 2

化学実験 化学実験

実験の基礎知識(安全防具の使用法、薬品、火気の取り扱い、整
理整頓)を持っている。 3

事故への対処の方法(薬品の付着、引火、火傷、切り傷)を理解し
、対応ができる。 3

測定と測定値の取り扱いができる。 2
有効数字の概念・測定器具の精度が説明できる。 2
レポート作成の手順を理解し、レポートを作成できる。 2

工学基礎

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

物理、化学、情報、工学における基礎的な原理や現象を明らかに
するための実験手法、実験手順について説明できる。 1

実験装置や測定器の操作、及び実験器具・試薬・材料の正しい取
扱を身に付け、安全に実験できる。 3

実験データの分析、誤差解析、有効桁数の評価、整理の仕方、考
察の論理性に配慮して実践できる。 2

実験テーマの目的に沿って実験・測定結果の妥当性など実験デー
タについて論理的な考察ができる。 1

実験ノートや実験レポートの記載方法に沿ってレポート作成を実
践できる。 1

実験データを適切なグラフや図、表など用いて表現できる。 1
実験の考察などに必要な文献、参考資料などを収集できる。 1
実験・実習を安全性や禁止事項など配慮して実践できる。 3
個人・複数名での実験・実習であっても役割を意識して主体的に
取り組むことができる。 3

共同実験における基本的ルールを把握し、実践できる。 3
レポートを期限内に提出できるように計画を立て、それを実践で
きる。 3

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

情報技術の進展が社会に及ぼす影響、個人情報保護法、著作権な
どの法律について説明できる。 1

高度情報通信ネットワーク社会の中核にある情報通信技術と倫理
との関わりを説明できる。 1

情報リテラ
シー

情報リテラ
シー

情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な知識を活用で
きる。 1

論理演算と進数変換の仕組みを用いて基本的な演算ができる。 1
コンピュータのハードウェアに関する基礎的な知識を活用できる
。 1

情報伝達システムやインターネットの基本的な仕組みを把握して
いる。 1

同一の問題に対し、それを解決できる複数のアルゴリズムが存在
しうることを知っている。 1

与えられた基本的な問題を解くための適切なアルゴリズムを構築
することができる。 1

任意のプログラミング言語を用いて、構築したアルゴリズムを実
装できる。 1

情報セキュリティの必要性および守るべき情報を認識している。 1
個人情報とプライバシー保護の考え方についての基本的な配慮が
できる。 1

インターネット(SNSを含む)やコンピュータの利用における様々
な脅威を認識している 1

インターネット(SNSを含む)やコンピュータの利用における様々
な脅威に対して実践すべき対策を説明できる。 1

専門的能力
分野別の工
学実験・実
習能力

機械系分野
【実験・実
習能力】

機械系【実
験実習】

ノギスの各部の名称、構造、目盛りの読み方、使い方を理解し、
計測できる。 4

マイクロメータの各部の名称、構造、目盛りの読み方、使い方を
理解し、計測できる。 4

評価割合
試験・レポート 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

⑦

iijima
ハイライト表示



小山工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 コミュニケーションリテラシ
ーＩＩ

科目基礎情報
科目番号 0035 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義・演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 物質工学科 対象学年 2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 プリント等を配付し使用する。
担当教員 岡田 晃,有坂 顕二,杉山 桂子,有坂 夏菜子,関根 健雄,柴田 美由紀,山崎 明,中田 幸子,吉村 理英
目的・到達目標
日本語や英語を用いて相手の考えを的確に理解すること（読む・聞く）、自分の考えを整理し、筋道立てて表現すること（書く・話す）によっ
て、論理的なコミュニケーションができる。また、母語と外国語を関連づけて学ぶことを通して「言葉への気づき」を得ながら、「言葉で考え
、考えを言葉にする」言語活動に能動的に取り組むことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
言語活動を通じて論理的なコミュ
ニケーション能力が向上したこと
が、十分に示せる。

言語活動を通して論理的なコミュ
ニケーション能力が向上したこと
が示せる。

言語活動を通して論理的なコミュ
ニケーション能力が向上したこと
が示せない。

評価項目2
「言葉で考え、考えを言葉にする
」言語活動に能動的に取り組めた
ことが、十分に示せる。

「言葉で考え、考えを言葉にする
」言語活動に能動的に取り組めた
ことが示せる。

「言葉で考え、考えを言葉にする
」言語活動に能動的に取り組めた
ことが示せない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 ⑥
教育方法等

概要

以下の４テーマについて、講義および言語活動を展開することにより、「ことばへの気づき」を得ながら、日本語と英
語の論理的コミュニケーション能力（4技能：読む・書く・話す・聞く）のさらなる向上を図る。
Ａ「思考表現Ⅰ－考えを簡潔な文にする－」（読む・書く）
Ｂ「思考表現Ⅱ－考えを文章に組み立てる－」（読む・書く）
Ｃ「思考形成Ⅰ－ポイントをつかむ－」（読む・聞く・話す）
Ｄ「思考形成Ⅱ－議論の流れをとらえる－」（読む・書く・聞く・話す）

授業の進め方と授業内
容・方法

合同授業と、クラスごとの授業を組み合わせて行う。授業はオムニバス形式で行い、国語科と英語科の連携のもと、各
テーマの担当教員が、テーマに沿った内容の講義および言語活動を実施する。言語活動では、問題演習、作文、スピー
チ、ディベート等を行う。なお、各テーマは独立した別個のものではなく、各テーマおよび当該科目のⅠとⅡが有機的
につながるよう企図されたものである。

注意点 前期定期試験を行う。成績の評価は、試験６割、その他４割で行う。その他には、小テスト、提出物、発表等を含む。
授業の際は、辞書を持参すること。シラバスは都合により変更することがある。

授業の属性・履修上の区分
☑ アクティブラーニング ☑ ICT 利用 ☑ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 （１）オリエンテーション
（２）ビブリオバトルについての説明

（１）授業の概要を理解する。
（２）ポイントをつかんで表現する方法を学ぶ。

2週 Ａ「思考表現Ⅰ－考えを簡潔な文にする－」：
　　正確な文を書く（Correct) わかりやすく簡潔な表現を理解する。

3週 Ａ：（１）明快な文を書く（Clear）
（２）英語の品詞について

（１）わかりやすく簡潔な表現を理解する。
（２）英語における品詞それぞれの機能についてより
深く理解する。

4週 Ａ：英語の文型について 英語の５文型についてより深く理解する。

5週 B「思考表現Ⅱ－考えを文章に組み立てる－」：
　　考えを整理し、文章化する

説明文：情報を整理して説明文を作成する。
報告文：研究の経過を問題解決型ストーリーを用いて
報告する。

6週 Ｂ：英語で算数（数式編（加法、減法、乗法）） ２、３桁の簡単な足し算、引き算、掛け算を英語で行
なえるようになる。

7週 Ｂ：英語で算数（数式編（除法）、図形編） ２桁程度の簡単な割り算を英語で行えるようになる。
図形の用語を英語で言えるようになる。

8週 Ｃ「思考形成Ⅰ-ポイントをつかんで考える」：
　　英文解釈① ポイントをつかんで英文を読みその内容を把握する。

2ndQ

9週 Ｃ：英文解釈② ポイントをつかんで英文を読みその内容を把握する。
10週 C：ビブリオバトル　予選 ポイントをつかんで相手に伝達する方法を理解する。
11週 C：ビブリオバトル　決勝戦 ポイントをつかんで相手に伝達する方法を理解する。

12週 D「思考形成Ⅱ－議論の流れを考える－」：
　　議論の流れをつかむ

議論の流れのポイントをつかむ（パラグラフリーディ
ング）

13週 D：マイクロディベート準備 ディベートの実践を通して、自分の考えを説得力をも
って相手に伝える手法を身に着ける。

14週 D：マイクロディベート試合 ディベートの実践を通して、議論の組み立て方を理解
する。

15週
D：（１）マイクロディベート振り返り　

（２）英語ディベート体験
（３）「ＣＬⅡ」の総括

（１）試合を振り返り、反省点を今後に活かす。
（２）英語の試合を部分的に体験する。
（３）前期の学習内容を振り返る。

16週 前期定期試験の返却と解説 前期定期試験の解答について理解する、
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標

⑤

⑥
①

③

②

④
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iijima
ハイライト表示



分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

分野横断的
能力 汎用的技能 汎用的技能 汎用的技能

日本語と特定の外国語の文章を読み、その内容を把握できる。 2
他者とコミュニケーションをとるために日本語や特定の外国語で
正しい文章を記述できる。 2

他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握できる。 2
日本語や特定の外国語で、会話の目標を理解して会話を成立させ
ることができる。 2

円滑なコミュニケーションのために図表を用意できる。 2
円滑なコミュニケーションのための態度をとることができる(相
づち、繰り返し、ボディーランゲージなど)。 2

他者の意見を聞き合意形成することができる。 2
合意形成のために会話を成立させることができる。 2
グループワーク、ワークショップ等の特定の合意形成の方法を実
践できる。 2

目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて正しく情報発
信(プレゼンテーション)できる。 2

課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手順で考えなけ
ればならないことを知っている。 2

グループワーク、ワークショップ等による課題解決への論理的・
合理的な思考方法としてブレインストーミングやKJ法、PCM法等
の発想法、計画立案手法など任意の方法を用いることができる。

2

どのような過程で結論を導いたか思考の過程を他者に説明できる
。 2

結論への過程の論理性を言葉、文章、図表などを用いて表現でき
る。 2

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 60 0 0 0 0 40 100
分野横断的能力 60 0 0 0 0 40 100

⑦

iijima
ハイライト表示



小山工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 コラボワークＩ
科目基礎情報
科目番号 0036 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 物質工学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 タクナル、リアセック（2016）
担当教員 山下 進,増淵 寿,平田 克己,飯島 洋祐,上田 誠,西井 圭,安高 尚毅
目的・到達目標
1．主体性や自己管理能力が身に付いている。
2．他者を尊重しながらチームでディスカッションや作業ができる。
3．情報を収集・整理して自分の意見やアイデアを出すことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
スケジュール管理、報告、連絡、
相談、目標の立案を実行すること
ができる。【自立】

自分で考えるとともに他者とも協
力して実行できる。

教員の指示も受けながら自分で考
えて実行できる。 教員の指示を受けてもできない

他者の意見を尊重しながら自分の
意見を述べて、チーム全体を合意
形成に導くことができる【協働】

自分で考えるとともに他者とも協
力して実行できる。

教員の指示も受けながら自分で考
えて実行できる。 教員の指示を受けてもできない

収集した情報を整理しまとめ、自
分の意見やアイディアを加えて他
人に伝えることができる【創造】

自分で考えるとともに他者とも協
力して実行できる。

教員の指示も受けながら自分で考
えて実行できる。 教員の指示を受けてもできない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 ②
教育方法等

概要
自立、協働、創造の能力を養成することを目的とし、多様な環境（他学科や他学年の学生との交わり、学外の人々との
交わりなど）の中で、チームにどんな貢献ができるかを考えて自立的に役割を果たし、メンバーと協働し、チームワー
ク力を発揮して、創造性が養われる学習活動を行う。問題解決をするためのケースを使用し、協働で、問題解決に取り
組む。

授業の進め方と授業内
容・方法

学科混合で5クラス編成して5教室に分かれて授業を行う。さらにその中で学科横断のチームでグループディスカッショ
ンやグループワークの活動をすすめる。前期は教科書を用いて１〜２週完結の決められたテーマに沿ってチーム課題に
取り組み、自立、協働、創造に関する基礎的スキルを身に付る。後期は身につけた基礎的スキルを用いてより実際的な
課題に取り組む。第1週、中間週および最終週に自己チェックを行い、各自で目標設定をして授業に取り組むとともに、
毎回の授業の最後にふりかえりシートに記入し、次回の目標を立てる。

注意点

この科目は静かに席についているだけでは何も身につきません。積極的に授業に取り組む姿勢が成績評価につながりま
す。
以下の項目について点数化し合計100点満点で評価した結果、60点以上を「合」、60点未満を「否」として最終的な成
績を付ける。ただし、授業を1/4を超えて欠席した場合は点数によらず原則「否」とする。なお、前期の評価項目と配点
は以下のとおりです。
［前期の評価項目と配点］
（１）授業に取り組む姿勢やふりかえりシートの内容（60点）
（２）グループワークにおける成果物の内容（25点）
（３）自身の汎用的スキルの学生自己評価（10点）
（４）グループワークにおけるチームへの貢献度の学生相互評価（5点）
※後期シラバス内容を更新（2021.12.20）

授業の属性・履修上の区分
☑ アクティブラーニング □ ICT 利用 □ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週
オリエンテーション
ディスカッションワーク（1）相互理解ゲーム「ギャッ
プの王様」

・チームの相互理解を行い、話しやすい関係性をつく
る。
・議論をする上での基本姿勢「自己開示」「積極的な
質問・フィードバック」の重要性に関して、全体で賛
同を得る。

2週
軽く議論をしてみよう
ディスカッションワーク（2）意見交換「こわい先生」
ディスカッションワーク（3）議論ゲーム「無人島」

・議論することへの抵抗感をなくし、積極的に議論を
盛り上げていく姿勢をつくる
・他者から多種多様な意見が出ることを体感し、そこ
に耳を傾けることの大切さを知る

3週

自分の意見を伝える
ディスカッションワーク（4）ミニワーク「告白」
ディスカッションワーク（5）人生相談A，B
ディスカッションワーク（6）チームで作ろう！「キャ
ンペーン標語」

・自分の意見を持つことの大切さを知る
・自分の意見を述べる際に、根拠となる理由を示す必
要性を知る
・意見の伝え方のポイントを体感的に学ぶ

4週 本格的に議論してみよう（ワーク）
プロジェクトワーク（7）文化祭の動物園

・議論を通じた問題解決（今回は企画立案）をやりき
り、達成感と自信を持つ

5週 本格的に議論してみよう（プレゼンテーション）
・議論や成果をもっとよいものにしようという意識の
大切さに気づく
・プレゼンテーションをするにあたり、相手の立場に
たってモノを考えることの大切さに気づく

6週
情報を集める（ワーク）
プロジェクワーク（8）さまざまなダイエット法を紹介
する

・問題解決リテラシーのひとつ「情報収集」に注目し
、どうやったら効果的に情報を集められるかを体感的
に学ぶ

7週 情報を集める（プレゼンテーション） ・さまざまな情報収集の方法を知る
・有効な情報収集にあたり「拡散と収束」を実践する

⑤
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③

②

④
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8週
個性を活かす
プロジェクトワーク（9）「私のキャラ立ちパワーアッ
プ会議」

・チーム内での個々の動きに対し、相互にポジティブ
フィードバックを行い、講座を通じた成長感を確認し
あい、今後のさらなる積極的行動の手がかりを得る。
・（次回チームメンバーを変更するため）信頼関係を
構築した現在のチームを卒業しても、また新たなチー
ムで信頼関係を築こうとする心がまえをつくる。

2ndQ

9週
情報を分析する（ワーク）
プロジェクトワーク（10）新入生に、住む街をすすめ
る

・前回のワークで行った情報収集のスキルを活かし、
問題解決に向かう姿勢を強化する。
・情報分析の観点を学び、情報を整理してみる

10週 情報を分析する（プレゼンテーション）

・収集した情報を分析し、第三者への情報提供の際に
、自らの分析結果に自信をもち、意思をこめて伝える
ことの重要性を理解する
・「情報分析の軸」を就職する際は、目的を意識しよ
う

11週 問題を提起する（ワーク）
プロジェクトワーク（11）ブラスバンドGIFTの憂鬱

・これまで学んだ「情報を収集し、分析したうえで自
分たちの意見をまとめる、結論を出す」という経験を
生かして、課題を発見する。
・前回のワークで行った情報収集のスキルを活かし、
問題解決に向かう姿勢を強化する。

12週 問題を提起する（プレゼンテーション）
・複雑に絡み合った問題に対し、事実に基づき、論理
的に現状を整理し、意思と情熱をもって問題を提起す
ることの重要さとむずかしさを実感する。

13週 計画を構想する（ワーク）
プロジェクトワーク（12）The Tower

・問題解決に向けた計画を構想し、実行するまでの一
連のプロセスを体験学習し、ブラッシュアップのポイ
ントをつかむ。

14週 計画を構想する（プレゼンテーション） ・限られた情報や権限を最大限に生かし、どう行動す
るかを考えて行動する重要さを学ぶ。

15週
まとめ
プロジェクトワーク（13）自分と仲間の成長
プロジェクトワーク（14）この講座を後輩にすすめて
みよう

・議論を通じた問題解決力について、自分たちは何を
学び、成長したかを語り、効力感を得る。
・今後どのように活用しようと思うかを、自分たちの
言葉で語る。

16週 期末試験　実施せず

後期

3rdQ

1週 オリエンテーション 前期授業をふりかえる
後期授業の進め方や狙いを理解する

2週 テーマ「AIな社会の実現」（全体ワーク） 社会変化を理解し、それらを活用した新しい社会実現
を議論する。

3週 テーマ「AIな社会の実現」（グループワーク） 情報を収集し、情報共有に向けて情報を分析した上で
自分たちの意見をまとめる。

4週 テーマ「AIな社会の実現」（情報共有）
収集した情報を分析して、第三者への情報共有するこ
とで、自分自身での内容理解を深め、他の情報を収集
する。

5週 テーマ「未来の食卓を考えよう！」（全体ワーク） 社会変化を理解し、それらを活用した新しい社会実現
を議論する。

6週 テーマ「未来の食卓を考えよう！」（グループワーク
）

情報を収集し、情報共有に向けて情報を分析した上で
自分たちの意見をまとめる。

7週 テーマ「未来の食卓を考えよう！」（情報共有）
収集した情報を分析して、第三者への情報共有するこ
とで、自分自身での内容理解を深め、他の情報を収集
する。

8週 テーマ「グローバル化」（全体ワーク） 社会変化を理解し、それらを活用した新しい社会実現
を議論する。

4thQ

9週 テーマ「グローバル化」（グループワーク） 情報を収集し、情報共有に向けて情報を分析した上で
自分たちの意見をまとめる。

10週 テーマ「グローバル化」（情報共有）
収集した情報を分析して、第三者への情報共有するこ
とで、自分自身での内容理解を深め、他の情報を収集
する。

11週 テーマ「移動補助具の問題点と改善点」（全体ワーク
）

社会変化を理解し、それらを活用した新しい社会実現
を議論する。

12週 テーマ「移動補助具の問題点と改善点」（グループワ
ーク）

情報を収集し、情報共有に向けて情報を分析した上で
自分たちの意見をまとめる。

13週 テーマ「移動補助具の問題点と改善点」（情報共有）
収集した情報を分析して、第三者への情報共有するこ
とで、自分自身での内容理解を深め、他の情報を収集
する。

14週 これまでの活動のまとめ これまでの活動の内容をまとめる

15週 振り返り会 これまでの活動の成果を振り返り、今後どのように活
用しようと思うかを、自分たちの言葉で語る。

16週 期末試験　実施せず
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

授業への取り組み態度 グループワークの成果
物 自己評価 学生相互評価 合計

総合評価割合 60 25 10 5 100
基礎的能力 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0
分野横断的能力 60 25 10 5 100

⑦

iijima
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小山工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 科学技術倫理
科目基礎情報
科目番号 0072 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 物質工学科 対象学年 3
開設期 前期 週時間数 4
教科書/教材 使用しない。
担当教員 上野 哲
目的・到達目標
1．科学技術時代の到来に伴い新たな倫理基準が必要になった背景を理解できる。
2．応用倫理学の諸分野が抱える課題について多角的に説明できる。
3．科学技術に関わる倫理的問題解決策について，他者と協力しながら説得力を伴う持論を展開できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
科学技術時代の到来に伴い新たな
倫理基準が必要になった背景を充
分に理解できる。

科学技術時代の到来に伴い新たな
倫理基準が必要になった背景を理
解できる。

科学技術時代の到来に伴い新たな
倫理基準が必要になった背景を充
分に理解できない。

評価項目2 応用倫理学の諸分野が抱える課題
について充分説明できる。

応用倫理学の諸分野が抱える課題
について説明できる。

応用倫理学の諸分野が抱える課題
について充分説明できない。

評価項目3
科学技術に関わる倫理的問題解決
策について，他者と協力しながら
説得力を伴う持論を充分に展開で
きる。

科学技術に関わる倫理的問題解決
策について，他者と協力しながら
説得力を伴う持論を展開できる。

科学技術に関わる倫理的問題解決
策について，他者と協力しながら
説得力を伴う持論を展開できない
。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 ①
教育方法等

概要
応用倫理学とりわけ科学技術倫理をめぐる理解を深めることで，直面するインシデントの何が原因でどこに問題点があ
りどのようにすれば解決策を見いだせるのかを他者と協力しながら考えることに重点をおく。これらの一連の作業を通
して，技術者としての倫理観を高めることにつなげる。

授業の進め方と授業内
容・方法

本授業は【講義A】形式（授業30時間＋自学自習60時間＝2単位）の学修単位科目である。
したがって，本授業受講者は以下の3項目に積極的に取り組むことが求められる。
(1)講義内容の理解：
第1，2，4，6，9，11，13，15週は授業担当者による講義である。講義内容を充分に理解することが求められる。講義
内容の理解度については「中間試験」「定期試験」の結果によって判断する。
(2-1)講義で扱った内容理解の深化と説明(1)：
第3，5，7，10，12，14週は受講者によるグループ単位のプレゼンを行う。プレゼンの評価に対しては，視聴する受講
者によるピアレビューを採用する。
(2-2)講義で扱った内容理解の深化と説明(2)：
受講者は全員，教員が指定したテーマに関するレポートを作成提出する必要がある。受講者一人一人に異なるテーマを
与える。

注意点 開講教室について：3MLC（視聴覚室）、3RA（専攻科棟4階「多目的メディアホール」）
授業の属性・履修上の区分
☑ アクティブラーニング □ ICT 利用 □ 遠隔授業対応 □ 実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 序論：科学技術時代の新しい倫理 左記内容を理解する（4/15）

2週
生命倫理分野の問題（１）：生殖技術の発展と権利
生命倫理分野の問題（２）：日本の生命観と西欧の生
命観

左記内容を理解する（4/22）

3週 生命倫理分野の問題（１）（２）に関する多面的検討 左記内容を多面的に検討し，他者に対して分かりやす
く説明する（5/6）

4週 生命倫理分野の問題（３）：スポーツとドーピング　
生命倫理分野の問題（４）：「性」と「身体」 左記内容を理解する（5/13）

5週 生命倫理分野の問題（３）（４）に関する多面的検討 左記内容を多面的に検討し，他者に対して分かりやす
く説明する（5/20）

6週 生命倫理分野の問題（５）：「健康」と「標準値」の
関係生命倫理分野の問題（６）：脳死と臓器移植 左記内容を理解する（5/27）

7週 生命倫理分野の問題（５）（６）に関する多面的検討 左記内容を多面的に検討し，他者に対して分かりやす
く説明する（6/2 (火)）

8週 前期中間試験 6/3～6/9

2ndQ

9週
環境倫理分野の問題（１）：環境を「保全する」とは
　　環境倫理分野の問題（２）：ハード／ソフトゾー
ニング

左記内容を理解する（6/10）

10週 環境倫理分野の問題（１）（２）に関する多面的検討 左記内容を多面的に検討し，他者に対して分かりやす
く説明する（6/17）

11週 科学倫理分野の問題（１）：科学ジャーナリズム　　
　　科学倫理分野の問題（２）：エセ科学との対決 左記内容を理解する（6/24）

12週 科学倫理分野の問題（１）（２）に関する多面的検討 左記内容を多面的に検討し，他者に対して分かりやす
く説明する（7/1）

13週 企業倫理分野の問題（１）：ホイッスルブローイング
企業倫理分野の問題（２）：企業の社会的責任 左記内容を理解する（7/8）

14週 企業倫理分野の問題（１）（２）に関する多面的検討 左記内容を多面的に検討し，他者に対して分かりやす
く説明する（7/15）

⑤
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15週 企業倫理分野の問題（３）：市民・消費者の社会的責
任 左記内容を理解する（9/9）

16週 前期定期試験 9/14～9/21
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力

人文・社会
科学 社会

公民的分野
人間の生涯における青年期の意義と自己形成の課題を理解し、こ
れまでの哲学者や先人の考え方を手掛かりにして、自己の生き方
および他者と共に生きていくことの重要性について考察できる。

3

現代社会の
考察

現代社会の特質や課題に関する適切な主題を設定させ、資料を活
用して探究し、その成果を論述したり討論したりするなどの活動
を通して、世界の人々が協調し共存できる持続可能な社会の実現
について人文・社会科学の観点から展望できる。

3

工学基礎

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

説明責任、製造物責任、リスクマネジメントなど、技術者の行動
に関する基本的な責任事項を説明できる。 3

現代社会の具体的な諸問題を題材に、自ら専門とする工学分野に
関連させ、技術者倫理観に基づいて、取るべきふさわしい行動を
説明できる。

3

技術者倫理が必要とされる社会的背景や重要性を認識している。 3
社会における技術者の役割と責任を説明できる。 3
情報技術の進展が社会に及ぼす影響、個人情報保護法、著作権な
どの法律について説明できる。 3

高度情報通信ネットワーク社会の中核にある情報通信技術と倫理
との関わりを説明できる。 3

環境問題の現状についての基本的な事項について把握し、科学技
術が地球環境や社会に及ぼす影響を説明できる。 3

環境問題を考慮して、技術者としてふさわしい行動とは何かを説
明できる。 3

国際社会における技術者としてふさわしい行動とは何かを説明で
きる。 3

過疎化、少子化など地方が抱える問題について認識し、地域社会
に貢献するために科学技術が果たせる役割について説明できる。 3

知的財産の社会的意義や重要性の観点から、知的財産に関する基
本的な事項を説明できる。 3

知的財産の獲得などで必要な新規アイデアを生み出す技法などに
ついて説明できる。 3

技術者の社会的責任、社会規範や法令を守ること、企業内の法令
順守(コンプライアンス)の重要性について説明できる。 3

技術者を目指す者として、諸外国の文化・慣習などを尊重し、そ
れぞれの国や地域に適用される関係法令を守ることの重要性を把
握している。

3

全ての人々が将来にわたって安心して暮らせる持続可能な開発を
実現するために、自らの専門分野から配慮すべきことが何かを説
明できる。

3

技術者を目指す者として、平和の構築、異文化理解の推進、自然
資源の維持、災害の防止などの課題に力を合わせて取り組んでい
くことの重要性を認識している。

3

科学技術が社会に与えてきた影響をもとに、技術者の役割や責任
を説明できる。 3

科学者や技術者が、様々な困難を克服しながら技術の発展に寄与
した姿を通し、技術者の使命・重要性について説明できる。 3

グローバリ
ゼーション
・異文化多
文化理解

グローバリ
ゼーション
・異文化多
文化理解

それぞれの国や地域の経済的・社会的な発展に対して科学技術が
果たすべき役割や技術者の責任ある行動について説明できる。 3

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 40 40 0 0 0 20 100
基礎的能力 40 40 0 0 0 20 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

⑦
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ホーム /  ⼩⼭⼯業⾼等専⾨学校 /  機械⼯学科

学科到達⽬標

【学習・教育到達度⽬標】⼩⼭⾼専の教育⽅針
 ① 豊かな⼈間性の涵養
 ② 豊かな感性と創造⼒の育成
 ③ ⾃然科学・数学・英語・専⾨基礎科⽬の学⼒向上
 ④ ⾼度な専⾨知識と問題解決能⼒の育成
 ⑤ 情報技術⼒の向上
 ⑥ コミュニケーション能⼒と国際感覚の育成

【JABEE】技術者教育プログラム（JABEEプログラム）学習・教育到達⽬標

（A）科学や⼯学に関する基本的知識を習得し、専⾨⼯学分野の問題に応⽤して適切な解を求められる。 
（B）問題点を把握し、俯瞰的な考察に基づく科学的⽅法を駆使しながら協働で作業し、主体的に結論を導く姿勢を保てる。 
（C）数学および⾃然科学に関する基礎知識を習得し、それらを総合的に応⽤できる。 
（D）科学・技術が⾃然や社会に与える影響を、豊かな⼈間性を備えた技術者としての視点に基づいて理解できる。 
（E）グローバル社会で通⽤する研究調査や実験の計画を適切に⽴てて結果を論理的にまとめ、外国語も⽤いて正確に他者に理解してもらうことができる 

【実務経験のある教員による授業科⽬⼀覧】
学科 開講年次 共通・学科 専門・一般 科目名 単位数 実務経験のある教員名

機械工学科 本5年 学科 専門 生産工学 2 川村 壮司

機械工学科 本5年 学科 専門 伝熱工学 2 加藤 岳仁

機械工学科 本5年 学科 専門 機械設計製図Ⅲ（エンジン） 3 加藤 岳仁

機械工学科 本5年 共通 専門 技術科学フロンティア概論 2

伊澤 悟,加藤 岳仁,渡邉

達男,久保 和良,北野 達

也,秋元 祐太朗,武 成祥,

西井 圭,中島 秀雄,佐藤

篤史

科⽬区分 授業科⽬ 科⽬番号 単位種別 単位数

学年別週当授業時数

担当教員 履修上の区分
1年 2年 3年 4年 5年

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

⼀般 選択 語学研修 0004 履修単位 1 集中講義 岡⽥ 晃
⼀般 必修 国語Ｉ 0005 履修単位 3 3 3 柴⽥ 美由紀,⼭崎 明
⼀般 必修 英語Ｉ 0006 履修単位 3 3 3 杉⼭ 桂⼦
⼀般 必修 地理・歴史 0007 履修単位 2 2 2 ⻑峰 博之
⼀般 必修 英語表現Ⅰ 0009 履修単位 1 2 岡⽥ 晃
⼀般 必修 基礎数学Ｉa 0011 履修単位 2 4 佐藤 宏平
⼀般 必修 基礎数学Ｉb 0012 履修単位 2 4 佐藤 宏平
⼀般 必修 基礎数学ＩＩ 0013 履修単位 2 2 2 須甲 克也
⼀般 必修 理科総合 0015 履修単位 2 2 2 ハー ザイ
⼀般 必修 物理Ｉ 0016 履修単位 2 2 2 柴⽥ 洋⼀
⼀般 必修 化学Ｉ 0017 履修単位 2 2 2 森下 佳代⼦

⼀般 必修 コミュニケーションリテラシーＩ 0019 履修単位 1 2

岡⽥ 晃,有坂 顕⼆,杉
⼭ 桂⼦,有坂 夏菜⼦,
関根 健雄,柴⽥ 美由
紀,⼭崎 明,中⽥ 幸
⼦,吉村 理英

⼀般 必修 保健・体育Ｉ 0020 履修単位 2 2 2 ⻑⽥ 朋樹,⼩原 侑⼰

専⾨ 必修 ⼯学基礎 0001 履修単位 1 2

鈴⽊ 真ノ介,須甲 克
也,川村 壮司,⻲⼭ 雅
之,渥美 太郎,⽯原
学,中島 秀雄,⼲川 尚
⼈,床井 良徳

専⾨ 必修 機械⼯学概論 0002 履修単位 2 2 2

⽥中 好⼀,⼭下 進,朱
勤,伊澤 悟,那須 裕
規,加藤 岳仁,飯塚 俊
明,今泉 ⽂伸,今泉 ⽂
伸,増⼭ 知也

専⾨ 必修 機械製図Ｉ 0014 履修単位 2 2 2 増⼭ 知也
専⾨ 必修 ⼯学デザイン 0018 履修単位 1 2 清⽔ 朗,⼤島 隆⼀
⼀般 必修 保健・体育ＩＩ（2年） 0020 履修単位 2 2 2 ⻑⽥ 朋樹,⼩原 侑⼰
⼀般 必修 国語ＩＩ 0021 履修単位 2 2 2 中⽥ 幸⼦
⼀般 必修 英語ＩＩ 0022 履修単位 3 3 3 有坂 夏菜⼦
⼀般 必修 英語表現ＩＩ 0023 履修単位 1 2 吉村 理英
⼀般 必修 現代社会と倫理 0024 履修単位 2 2 2 上野 哲
⼀般 必修 微分積分Ｉb 0025 履修単位 2 4 中川 英則
⼀般 必修 微分積分Ｉa 0026 履修単位 2 4 中川 英則
⼀般 必修 線形代数Ｉ 0027 履修単位 2 2 2 ⻑峰 孝典
⼀般 必修 物理ＩＩ 0033 履修単位 2 2 2 加藤 清考
⼀般 必修 化学ＩＩ 0034 履修単位 2 2 2 上村 孝

⼀般 必修 コミュニケーションリテラシーＩＩ 0035 履修単位 1 2

岡⽥ 晃,有坂 顕⼆,杉
⼭ 桂⼦,有坂 夏菜⼦,
関根 健雄,柴⽥ 美由
紀,⼭崎 明,中⽥ 幸
⼦,吉村 理英

専⾨ 必修 情報処理 0028 履修単位 2 2 2 ⼭下 進
専⾨ 必修 機械⼯作法Ｉ 0029 履修単位 1 2 ⽥中 好⼀
専⾨ 必修 ⼯業⼒学Ｉ 0030 履修単位 2 2 2 那須 裕規
専⾨ 必修 ⼯作実習Ｉ 0031 履修単位 3 3 3 ⽥中 好⼀
専⾨ 必修 機械製図ＩＩ 0032 履修単位 2 2 2 飯塚 俊明

専⾨ 必修 コラボワークＩ 0036 履修単位 2 2 2
⼭下 進,増淵 寿,平⽥
克⼰,飯島 洋祐,上⽥
誠,⻄井 圭,安⾼ 尚毅

⼀般 必修 国語ＩＩＩ 0054 履修単位 2 2 2 柴⽥ 美由紀,⼭崎 明
⼀般 必修 英語ＩＩＩ 0057 履修単位 3 3 3 関根 健雄
⼀般 選択 ⽇本語 0058 履修単位 3 3 3 多⽥ 哲久
⼀般 選択 ⽇本事情 0059 履修単位 3 3 3 多⽥ 哲久
⼀般 必修 微分積分ＩＩ 0061 履修単位 2 2 2 神代 真也
⼀般 必修 線形代数ＩＩ 0062 履修単位 2 2 2 須甲 克也
⼀般 必修 応⽤物理 0069 履修単位 2 2 2 増⼭ 知也
⼀般 必修 保健・体育ⅠⅠⅠ 0073 履修単位 2 2 2 ⼩原 侑⼰,⻑⽥ 朋樹
⼀般 必修 実⽤英語Ｉ 0074 学修単位 2 2 吉村 理英
⼀般 必修 科学技術倫理 0077 履修単位 2 4 上野 哲
専⾨ 必修 機械⼯作法ＩＩ 0063 履修単位 2 2 2 ⽥中 好⼀
専⾨ 必修 ⼯業⼒学ＩＩ 0064 履修単位 2 2 2 ⼭下 進
専⾨ 必修 材料⼒学Ｉ 0065 学修単位 2 2 伊澤 悟
専⾨ 必修 機械設計製図Ｉ 0066 履修単位 2 2 2 川村 壮司
専⾨ 必修 ⼯作実習ＩＩ 0068 履修単位 3 3 3 今泉 ⽂伸
専⾨ 必修 材料学 0070 学修単位 2 2 今泉 ⽂伸
専⾨ 必修 機械数学 0071 履修単位 1 2 ⼭下 進,鈴⽊ 栄⼆

専⾨ 必修 コラボワークＩＩ 0072 履修単位 2 2 2

岡⽥ 晃,⼭下 進,加藤
岳仁,⽇下⽥ 淳,飯塚
俊明,⼩林 康浩,⽥中
昭雄,飯島 洋祐,⻄井
圭,髙屋 朋彰,加島 敬
太,今泉 ⽂伸,佐藤 宏
平,⼲川 尚⼈,崔 熙
元,床井 良徳,⼩林 基

澄

⼀般 必修 保健・体育ＩＩ（フィットネス） 0054 履修単位 1 2
⻑⽥ 朋樹,廣瀬 ⽂彦,
前原 淳,増⼭ 舜

⼀般 必修 保健・体育ＩＩ（硬式テニス） 0055 履修単位 1 2
⼩原 侑⼰,⻑⽥ 朋樹,
廣瀬 ⽂彦,前原 淳,増

⼭ 舜

⼀般 必修 保健・体育ＩＩ（バスケットボール） 0056 履修単位 1 2
前原 淳,⻑⽥ 朋樹,廣
瀬 ⽂彦,増⼭ 舜

⼀般 必修 保健・体育ＩＩ（タグラグビー） 0057 履修単位 1 2
廣瀬 ⽂彦,⻑⽥ 朋樹,
前原 淳,増⼭ 舜

⼀般 必修 保健・体育ＩＩ（サッカー） 0058 履修単位 1 2
増⼭ 舜,⻑⽥ 朋樹,廣
瀬 ⽂彦,前原 淳

⼀般 必修 ⽂学 0059 履修単位 1 2 中⽥ 幸⼦
⼀般 必修 歴史学 0060 履修単位 2 2 2 ⼭⽥ 康弘
⼀般 必修 哲学 0061 履修単位 1 2 上野 哲
⼀般 必修 英語ＩＶ 0062 履修単位 3 3 3 有坂 顕⼆
⼀般 必修 英語表現演習ＩＩＩ 0063 履修単位 2 2 2 岡⽥ 晃
⼀般 必修 英語演習A 0064 履修単位 1 2 岩崎 宏之
専⾨ 必修 確率統計 0065 履修単位 2 2 2 中川 英則
専⾨ 必修 応⽤数学 0066 履修単位 2 2 2 ⼤⼭ ⼈紀
専⾨ 必修 数値解析 0067 学修単位 2 2 ⼭下 進
専⾨ 必修 ⽔⼒学Ｉ 0068 履修単位 2 2 2 増淵 寿
専⾨ 必修 電気⼯学概論 0069 履修単位 2 2 2 鈴⽊ 栄⼆
専⾨ 必修 機械設計法 0070 履修単位 2 2 2 那須 裕規
専⾨ 必修 材料⼒学（4年） 0071 履修単位 2 2 2 伊澤 悟
専⾨ 必修 熱⼒学 0072 履修単位 2 2 2 飯塚 俊明
専⾨ 必修 機械設計製図ＩＩ 0073 履修単位 2 2 2 那須 裕規

専⾨ 必修 輪講 0074 履修単位 1 2

⽥中 好⼀,⼭下 進,朱
勤,伊澤 悟,増淵 寿,
川村 壮司,那須 裕規,
鈴⽊ 栄⼆,加藤 岳仁,
⽇下⽥ 淳,飯塚 俊明,
今泉 ⽂伸,増⼭ 知也

専⾨ 必修 機械⼯学実験ＩＩ 0075 学修単位 1 3
朱 勤,⽥中 好⼀,増淵
寿,川村 壮司,那須 裕

規
専⾨ 必修 応⽤物理（4年） 0076 履修単位 2 2 2 ⽇下⽥ 淳
⼀般 選択 ⼈間と科学Ｉ（歴史学Ｉ） 0092 履修単位 1 2 ⻑峰 博之
⼀般 選択 ⼈間と科学ＩＩ（倫理学） 0093 履修単位 1 2 上野 哲
⼀般 選択 英語演習Ｂ 0094 履修単位 1 2 吉村 理英
⼀般 選択 ⼈間と科学Ｉ（地理学Ｉ） 0098 履修単位 1 2 池⽥ 和⼦
⼀般 選択 ⼈間と科学ＩＩ（法学ＩＩ） 0099 履修単位 1 2 岡⽥ ⼀郎
⼀般 選択 ⼈間と科学ＩＩ（歴史学ＩＩ） 0101 履修単位 1 2 ⻑峰 博之
⼀般 選択 ⼈間と科学ＩＩ（地理学ＩＩ） 0102 履修単位 1 2 池⽥ 和⼦
⼀般 選択 ⼈間と科学Ｉ（法学Ｉ） 0103 履修単位 1 2 岡⽥ ⼀郎

⼀般 必修 保健・体育II（バドミントン） 0125 履修単位 1 2
⻑⽥ 朋樹,⼩原 侑⼰,
廣瀬 ⽂彦,前原 淳,増

⼭ 舜

⼀般 必修 保健・体育II（硬式テニス） 0126 履修単位 1 2
⼩原 侑⼰,⻑⽥ 朋樹,
廣瀬 ⽂彦,前原 淳,増

⼭ 舜

⼀般 必修 保健・体育II（バレーボール） 0127 履修単位 1 2
増⼭ 舜,⻑⽥ 朋樹,⼩
原 侑⼰,廣瀬 ⽂彦,前

原 淳

⼀般 必修 保健・体育II（野球・ソフトボール） 0128 履修単位 1 2
廣瀬 ⽂彦,⻑⽥ 朋樹,
⼩原 侑⼰,前原 淳,増

⼭ 舜

⼀般 必修 保健・体育II（ハンドボール） 0129 履修単位 1 2
前原 淳,⻑⽥ 朋樹,⼩
原 侑⼰,廣瀬 ⽂彦,増

⼭ 舜
⼀般 選択 第⼆外国語Ｉ 0130 履修単位 1 2 幅野 ⺠⽣
⼀般 選択 第⼆外国語ＩＩ 0131 履修単位 1 2 幅野 ⺠⽣
専⾨ 必修 特別演習（キャリア教育） 0091 履修単位 0 集中講義 那須 裕規
専⾨ 選択 制御⼯学 0105 履修単位 2 2 2 朱 勤
専⾨ 選択 機械⼒学 0107 履修単位 2 2 2 朱 勤
専⾨ 選択 流体機械 0109 履修単位 1 2 鈴⽊ 栄⼆
専⾨ 選択 ⽔⼒学ＩＩ 0110 履修単位 1 2 増淵 寿
専⾨ 選択 電⼦⼯学概論 0111 学修単位 2 2 今泉 ⽂伸
専⾨ 選択 計測⼯学 0112 学修単位 2 2 伊澤 悟
専⾨ 選択 ⽣産⼯学 0113 学修単位 2 2 川村 壮司
専⾨ 選択 熱機関 0114 履修単位 2 2 2 飯塚 俊明
専⾨ 選択 メカトロニクス実験 0115 履修単位 2 4 鈴⽊ 栄⼆,⽇下⽥ 淳
専⾨ 選択 機械設計製図ＩＩＩ（ポンプ） 0116 履修単位 3 3 3 鈴⽊ 栄⼆,⽇下⽥ 淳
専⾨ 選択 伝熱⼯学 0118 学修単位 2 2 加藤 岳仁

専⾨ 必修 卒業研究 0119 履修単位 11 11 11

⽥中 好⼀,⼭下 進,朱
勤,伊澤 悟,増淵 寿,
川村 壮司,那須 裕規,
鈴⽊ 栄⼆,加藤 岳仁,
⽇下⽥ 淳,飯塚 俊明,
今泉 ⽂伸,増⼭ 知也

専⾨ 選択 機械設計製図ＩＩＩ（エンジン） 0120 履修単位 3 3 3 加藤 岳仁,⽇下⽥ 淳
専⾨ 選択 材料強度学 0121 学修単位 2 2 増⼭ 知也

専⾨ 必修 環境科学 0123 学修単位 2 2

鈴⽊ 真ノ介,伊澤 悟,
増淵 寿,飯塚 俊明,佐
藤 篤史,⿅野 ⽂久,平
⽥ 克⼰,武 成祥,⻄井
圭,⽯原 学,今泉 ⽂
伸,床井 良徳

専⾨ 必修 ライフサイエンス 0124 学修単位 2 2

⽇下⽥ 淳,⽯原 学,久
保 和良,井上 ⼀道,飯
島 道弘,笹沼 いづみ,
髙屋 朋彰,佐藤 篤史,
⻑⽥ 朋樹,⼩原 侑⼰
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https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=12&subject_id=0102&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=12&subject_id=0103&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=12&subject_id=0125&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=12&subject_id=0126&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=12&subject_id=0127&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=12&subject_id=0128&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=12&subject_id=0129&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=12&subject_id=0130&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=12&subject_id=0131&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=12&subject_id=0091&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=12&subject_id=0105&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=12&subject_id=0107&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=12&subject_id=0109&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=12&subject_id=0110&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=12&subject_id=0111&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=12&subject_id=0112&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=12&subject_id=0113&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=12&subject_id=0114&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=12&subject_id=0115&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=12&subject_id=0116&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=12&subject_id=0118&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=12&subject_id=0119&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=12&subject_id=0120&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=12&subject_id=0121&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=12&subject_id=0123&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=12&subject_id=0124&year=2017&lang=ja


ホーム /  ⼩⼭⼯業⾼等専⾨学校 /  電気電⼦創造⼯学科

学科到達⽬標

【学習・教育到達度⽬標】⼩⼭⾼専の教育⽅針
 ① 豊かな⼈間性の涵養
② 豊かな感性と創造⼒の育成
③ ⾃然科学・数学・英語・専⾨基礎科⽬の学⼒向上
④ ⾼度な専⾨知識と問題解決能⼒の育成
⑤ 情報技術⼒の向上
⑥ コミュニケーション能⼒と国際感覚の育成

【JABEE】技術者教育プログラム（JABEEプログラム）学習・教育到達⽬標

（A）科学や⼯学に関する基本的知識を習得し、専⾨⼯学分野の問題に応⽤して適切な解を求められる。 
（B）問題点を把握し、俯瞰的な考察に基づく科学的⽅法を駆使しながら協働で作業し、主体的に結論を導く姿勢を保てる。 
（C）数学および⾃然科学に関する基礎知識を習得し、それらを総合的に応⽤できる。 
（D）科学・技術が⾃然や社会に与える影響を、豊かな⼈間性を備えた技術者としての視点に基づいて理解できる。 
（E）グローバル社会で通⽤する研究調査や実験の計画を適切に⽴てて結果を論理的にまとめ、外国語も⽤いて正確に他者に理解してもらうことができる 

【実務経験のある教員による授業科⽬⼀覧】
学科 開講年次 共通・学科 専門・一般 科目名 単位数 実務経験のある教員名

電気電子創造工学科 本4年 学科 専門 計測工学 1 久保 和良

電気電子創造工学科 本4年 学科 専門 制御工学Ⅰ 1 北野 達也

電気電子創造工学科 本4年 学科 専門 通信工学 1 大島 心平

電気電子創造工学科 本4年 学科 専門 エンジニアリング数学Ⅳ 1 井上 一道

電気電子創造工学科 本5年 学科 専門
システム工学 

システム工学
2 久保 和良

電気電子創造工学科 本5年 学科 専門 電磁波工学 2 大島 心平

電気電子創造工学科 本5年 共通 専門 技術科学フロンティア概論 2

伊澤 悟,加藤 岳仁,渡邉 達

男,久保 和良,北野 達也,秋元

祐太朗,武 成祥,西井 圭,中島

秀雄,佐藤 篤史

科⽬区分 授業科⽬ 科⽬番号 単位種別 単位数

学年別週当授業時数

担当教員 履修上の区分
1年 2年 3年 4年 5年

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

⼀般 選択 語学研修 0003 履修単位 1 集中講義 岡⽥ 晃
⼀般 必修 国語Ｉ 0007 履修単位 3 3 3 柴⽥ 美由紀,⼭崎 明
⼀般 必修 英語Ｉ 0008 履修単位 3 3 3 杉⼭ 桂⼦
⼀般 必修 地理・歴史 0009 履修単位 2 2 2 ⻑峰 博之
⼀般 必修 英語表現Ⅰ 0011 履修単位 1 2 岡⽥ 晃
⼀般 必修 基礎数学Ｉa 0013 履修単位 2 4 ⻑峰 孝典
⼀般 必修 基礎数学Ｉb 0014 履修単位 2 4 ⻑峰 孝典
⼀般 必修 基礎数学ＩＩ 0015 履修単位 2 2 2 須甲 克也
⼀般 必修 理科総合 0016 履修単位 2 2 2 ハー ザイ
⼀般 必修 物理Ｉ 0017 履修単位 2 2 2 柴⽥ 洋⼀
⼀般 必修 化学Ｉ 0018 履修単位 2 2 2 森下 佳代⼦

⼀般 必修 コミュニケーションリテラシーＩ 0019 履修単位 1 2

岡⽥ 晃,有坂 顕⼆,杉
⼭ 桂⼦,有坂 夏菜⼦,
関根 健雄,柴⽥ 美由
紀,⼭崎 明,中⽥ 幸
⼦,吉村 理英

⼀般 必修 保健・体育Ｉ 0021 履修単位 2 2 2 ⻑⽥ 朋樹,⼩原 侑⼰

専⾨ 必修 ⼯学基礎 0001 履修単位 1 2

鈴⽊ 真ノ介,須甲 克
也,川村 壮司,⻲⼭ 雅
之,渥美 太郎,⽯原
学,中島 秀雄,⼲川 尚
⼈,床井 良徳

専⾨ 必修 電気電⼦基礎 0004 履修単位 2 2 2 ⽥中 昭雄
専⾨ 必修 電気電⼦演習Ｉ 0005 履修単位 1 2 ⼩林 康浩

専⾨ 必修 創造⼯学実験Ｉ 0006 履修単位 1 2
鈴⽊ 真ノ介,渡邉 達
男,⿅野 ⽂久,平⽥ 克

⼰

専⾨ 必修 ⼯学デザイン 0020 履修単位 1 2
須甲 克也,⼤島 隆⼀,
サムアン ラホック,
酒井 洋,増⼭ 知也

⼀般 必修 保健・体育ＩＩ（2年） 0021 履修単位 2 2 2 前原 淳,増⼭ 舜
⼀般 必修 英語表現ＩＩ 0028 履修単位 1 2 吉村 理英
⼀般 必修 国語ＩＩ 0029 履修単位 2 2 2 中⽥ 幸⼦
⼀般 必修 英語ＩＩ 0030 履修単位 3 3 3 有坂 夏菜⼦
⼀般 必修 現代社会と倫理 0031 履修単位 2 2 2 上野 哲
⼀般 必修 微分積分Ｉb 0033 履修単位 2 4 岡⽥ 崇
⼀般 必修 微分積分Ｉa 0034 履修単位 2 4 岡⽥ 崇
⼀般 必修 線形代数 I 0035 履修単位 2 2 2 神代 真也
⼀般 必修 物理ＩＩ 0036 履修単位 2 2 2 加藤 清考
⼀般 必修 化学ＩＩ 0037 履修単位 2 2 2 上村 孝

⼀般 必修 コミュニケーションリテラシーＩＩ 0038 履修単位 1 2

岡⽥ 晃,有坂 顕⼆,杉
⼭ 桂⼦,有坂 夏菜⼦,
関根 健雄,柴⽥ 美由
紀,⼭崎 明,中⽥ 幸
⼦,吉村 理英

専⾨ 必修 電気回路Ｉ 0022 履修単位 2 2 2
飯島 洋祐,サムアン

ラホック

専⾨ 必修 創造⼯学実験ＩＩ 0023 履修単位 2 2 2
⼟⽥ 英⼀,笠原 雅⼈,
サムアン ラホック,

飯島 洋祐
専⾨ 必修 電気電⼦演習ＩＩ 0024 履修単位 1 2 井上 ⼀道
専⾨ 必修 電気電⼦演習ＩＩＩ 0025 履修単位 1 2 北野 達也
専⾨ 必修 ディジタル回路Ｉ 0026 履修単位 1 2 今成 ⼀雄
専⾨ 必修 ディジタル回路ＩＩ 0027 履修単位 1 2 ⼩林 康浩
専⾨ 必修 プログラミング 0032 履修単位 2 2 2 平⽥ 克⼰,⼲川 尚⼈

専⾨ 必修 コラボワークＩ 0039 履修単位 2 2 2
⼭下 進,増淵 寿,平⽥
克⼰,飯島 洋祐,上⽥
誠,⻄井 圭,安⾼ 尚毅

⼀般 選択 ⽇本語 0072 履修単位 3 3 3 多⽥ 哲久
⼀般 選択 ⽇本事情 0073 履修単位 3 3 3 多⽥ 哲久
⼀般 必修 英語ＩＩＩ 0074 履修単位 3 3 3 関根 健雄
⼀般 必修 国語ＩＩＩ 0077 履修単位 2 2 2 柴⽥ 美由紀,⼭崎 明
⼀般 必修 微分積分ＩＩ 0083 履修単位 2 2 2 神代 真也
⼀般 必修 線形代数ＩＩ 0084 履修単位 2 2 2 ⾼橋 祐太
⼀般 必修 応⽤物理 0085 履修単位 2 2 2 加藤 清考
⼀般 必修 保健・体育ＩＩＩ 0096 履修単位 2 2 2 ⼩原 侑⼰,⻑⽥ 朋樹
⼀般 必修 実⽤英語Ｉ 0099 学修単位 2 2 吉村 理英
⼀般 必修 科学技術倫理 0100 履修単位 2 4 上野 哲
専⾨ 必修 電⼦⼯学 0066 履修単位 1 2 ⿅野 ⽂久
専⾨ 必修 電気回路ＩＩ 0070 履修単位 1 2 ⼤島 ⼼平
専⾨ 必修 電磁気学Ｉ 0071 履修単位 2 2 2 床井 良徳
専⾨ 必修 アルゴリズムとデータ構造 0081 履修単位 1 2 平⽥ 克⼰
専⾨ 必修 電気電⼦演習IV 0086 履修単位 1 2 笠原 雅⼈

専⾨ 必修 コラボワークＩＩ 0087 履修単位 2 2 2

岡⽥ 晃,⼭下 進,加藤
岳仁,⽇下⽥ 淳,飯塚
俊明,⼩林 康浩,⽥中
昭雄,飯島 洋祐,⻄井
圭,髙屋 朋彰,加島 敬
太,今泉 ⽂伸,佐藤 宏
平,⼲川 尚⼈,崔 熙
元,床井 良徳,⼩林 基

澄
専⾨ 必修 電⼦回路 0088 履修単位 1 2 ⼟⽥ 英⼀
専⾨ 必修 電⼦回路設計 0089 学修単位 2 2 飯島 洋祐

専⾨ 必修 創造⼯学実験III 0095 履修単位 4 4 4

⿅野 ⽂久,⼭⽥ 靖幸,
久保 和良,⼩林 康浩,
⽥中 昭雄,サムアン
ラホック,⼲川 尚⼈,
北野 達也,井上 ⼀道,

李 暁楊

⼀般 必修 保健・体育ＩＩ（フィットネス） 0055 履修単位 1 2
⻑⽥ 朋樹,廣瀬 ⽂彦,
前原 淳,増⼭ 舜

⼀般 必修 保健・体育ＩＩ（硬式テニス） 0056 履修単位 1 2
⼩原 侑⼰,⻑⽥ 朋樹,
廣瀬 ⽂彦,前原 淳,増

⼭ 舜

⼀般 必修 保健・体育ＩＩ（バスケットボール） 0057 履修単位 1 2
前原 淳,⻑⽥ 朋樹,廣
瀬 ⽂彦,増⼭ 舜

⼀般 必修 保健・体育ＩＩ（タグラグビー） 0058 履修単位 1 2
廣瀬 ⽂彦,⻑⽥ 朋樹,
前原 淳,増⼭ 舜

⼀般 必修 保健・体育ＩＩ（サッカー） 0059 履修単位 1 2
増⼭ 舜,⻑⽥ 朋樹,廣
瀬 ⽂彦,前原 淳

⼀般 必修 ⽂学 0073 履修単位 1 2 中⽥ 幸⼦
⼀般 必修 歴史学 0074 履修単位 2 2 2 ⽥村 航
⼀般 必修 哲学 0075 履修単位 1 2 上野 哲
⼀般 必修 英語ＩＶ 0076 履修単位 3 3 3 有坂 顕⼆
⼀般 必修 英語表現演習ＩＩＩ 0077 履修単位 2 2 2 岡⽥ 晃
⼀般 必修 英語演習A 0078 履修単位 1 2 岩崎 宏之
専⾨ 必修 電⼦デバイス⼯学 0060 履修単位 1 2 ⿅野 ⽂久
専⾨ 必修 計測⼯学 0061 履修単位 1 2 久保 和良
専⾨ 必修 制御⼯学Ｉ 0062 履修単位 1 2 北野 達也
専⾨ 必修 電気機器⼯学 0063 履修単位 1 2 鈴⽊ 真ノ介
専⾨ 必修 過渡現象論 0064 履修単位 1 2 渡邉 達男
専⾨ 必修 電磁気学ＩＩ 0065 履修単位 1 2 鈴⽊ 真ノ介
専⾨ 必修 電磁気学ＩＩＩ 0066 履修単位 1 2 鈴⽊ 真ノ介
専⾨ 必修 回路設計論 0067 履修単位 1 2 ⽯原 学

専⾨ 必修 電気電⼦創造実験 0068 学修単位 2 2
鈴⽊ 真ノ介,今成 ⼀
雄,北野 達也,渡邉 達
男,井上 ⼀道,⽯原 学

専⾨ 必修 エレクトロニクス・デザイン 0069 学修単位 2 2

⼟⽥ 英⼀,⼭⽥ 靖幸,
李 暁楊,笠原 雅⼈,久
保 和良,飯島 洋祐,⽯
原 学,今成 ⼀雄,⼤島
⼼平,床井 良徳

専⾨ 必修 パワーエレクトロニクス 0070 学修単位 2 2 甲斐 隆章
専⾨ 必修 制御⼯学ＩＩ 0071 学修単位 2 2 笠原 雅⼈
専⾨ 必修 電気電⼦応⽤英語 0072 履修単位 1 2 ⼲川 尚⼈
専⾨ 必修 通信⼯学 0079 履修単位 1 2 ⼤島 ⼼平
専⾨ 必修 ディジタル回路 0080 履修単位 1 2 今成 ⼀雄
専⾨ 必修 計算機⼯学 0081 学修単位 2 2 ⽯原 学
専⾨ 必修 エンジニアリング数学ＩＶ 0082 履修単位 1 2 井上 ⼀道
専⾨ 必修 確率統計 0083 履修単位 2 2 2 中川 英則
専⾨ 必修 応⽤数学 0084 履修単位 2 2 2 ⾼橋 祐太
⼀般 選択 ⼈間と科学Ｉ（歴史学Ｉ） 0136 履修単位 1 2 ⻑峰 博之
⼀般 選択 ⼈間と科学ＩＩ（倫理学） 0137 履修単位 1 2 上野 哲
⼀般 選択 英語演習Ｂ 0138 履修単位 1 2 吉村 理英
⼀般 選択 ⼈間と科学Ｉ（地理学Ｉ） 0142 履修単位 1 2 池⽥ 和⼦
⼀般 選択 ⼈間と科学ＩＩ（法学ＩＩ） 0143 履修単位 1 2 岡⽥ ⼀郎
⼀般 選択 ⼈間と科学ＩＩ（歴史学ＩＩ） 0145 履修単位 1 2 ⻑峰 博之
⼀般 選択 ⼈間と科学ＩＩ（地理学ＩＩ） 0146 履修単位 1 2 池⽥ 和⼦
⼀般 選択 ⼈間と科学Ｉ（法学Ｉ） 0147 履修単位 1 2 岡⽥ ⼀郎

⼀般 必修 保健・体育II（バドミントン） 0157 履修単位 1 2
⻑⽥ 朋樹,⼩原 侑⼰,
廣瀬 ⽂彦,前原 淳,増

⼭ 舜

⼀般 必修 保健・体育II（硬式テニス） 0158 履修単位 1 2
⼩原 侑⼰,⻑⽥ 朋樹,
廣瀬 ⽂彦,前原 淳,増

⼭ 舜

⼀般 必修 保健・体育II（バレーボール） 0159 履修単位 1 2
増⼭ 舜,⻑⽥ 朋樹,⼩
原 侑⼰,廣瀬 ⽂彦,前

原 淳

⼀般 必修 保健・体育II（野球・ソフトボール） 0160 履修単位 1 2
廣瀬 ⽂彦,⻑⽥ 朋樹,
⼩原 侑⼰,前原 淳,増

⼭ 舜

⼀般 必修 保健・体育II（ハンドボール） 0161 履修単位 1 2
前原 淳,⻑⽥ 朋樹,⼩
原 侑⼰,廣瀬 ⽂彦,増

⼭ 舜
⼀般 選択 第⼆外国語Ｉ 0162 履修単位 1 2 幅野 ⺠⽣
⼀般 選択 第⼆外国語ＩＩ 0163 履修単位 1 2 幅野 ⺠⽣
専⾨ 必修 特別演習（キャリア教育） 0115 履修単位 0 集中講義 那須 裕規
専⾨ 選択 電⼦物性⼯学 0116 学修単位 2 2 ⼭⽥ 靖幸
専⾨ 選択 電気電⼦材料 0117 学修単位 2 2 今泉 ⽂伸
専⾨ 選択 光波⼯学 0118 学修単位 2 2 ⼟⽥ 英⼀
専⾨ 選択 システム⼯学 0119 学修単位 2 2 久保 和良
専⾨ 選択 電気電⼦製図 0120 学修単位 2 2 ⿅野 ⽂久
専⾨ 選択 電磁波⼯学 0121 学修単位 2 2 ⼤島 ⼼平
専⾨ 選択 数値解析 0122 学修単位 2 2 笠原 雅⼈

専⾨ 必修 卒業研究 0123 履修単位 10 10 10

鈴⽊ 真ノ介,⼩林 康
浩,今成 ⼀雄,⽥中 昭
雄,北野 達也,⼭⽥ 靖
幸,サムアン ラホッ
ク,渡邉 達男,久保 和
良,⿅野 ⽂久,笠原 雅
⼈,平⽥ 克⼰,⼤島 ⼼
平,飯島 洋祐,井上 ⼀
道,⽯原 学,⼟⽥ 英
⼀,李 暁楊,⼲川 尚
⼈,床井 良徳

専⾨ 選択 電⼒系統⼯学 0124 学修単位 2 2 李 暁楊
専⾨ 選択 ⾼電圧⼯学 0125 学修単位 2 2 ⽥中 昭雄
専⾨ 選択 電気法規 0126 学修単位 2 2 ⽥中 昭雄
専⾨ 選択 新エネルギー発電 0127 学修単位 2 2 李 暁楊

専⾨ 選択 環境エネルギー⼯学実験 0128 学修単位 2 2
渡邉 達男,⽥中 昭雄,

李 暁楊
専⾨ 選択 応⽤制御⼯学 0129 学修単位 2 2 井上 ⼀道
専⾨ 選択 信号処理 0130 学修単位 2 2 平⽥ 克⼰
専⾨ 選択 ロボット⼯学 0131 学修単位 2 2 サムアン ラホック

専⾨ 選択 制御システム⼯学実験 0132 学修単位 2 2
サムアン ラホック,
平⽥ 克⼰,井上 ⼀道

専⾨ 選択 マルチメディア⼯学 0133 学修単位 2 2 ⼲川 尚⼈

専⾨ 選択 情報デザイン⼯学実験 0134 学修単位 2 2
⼤島 ⼼平,飯島 洋祐,

⼲川 尚⼈
専⾨ 選択 電気電⼦実践英語 0135 学修単位 2 2 ⼭⽥ 靖幸
専⾨ 選択 集積回路設計 0148 学修単位 2 2 今成 ⼀雄
専⾨ 選択 ネットワーク技術 0149 学修単位 2 2 ⽯原 学
専⾨ 選択 情報理論 0150 学修単位 2 2 飯島 洋祐
専⾨ 選択 熱⼒学 0151 学修単位 2 2 渡邉 達男

専⾨ 必修 ライフサイエンス 0154 学修単位 2 2

⽇下⽥ 淳,⽯原 学,久
保 和良,井上 ⼀道,飯
島 道弘,笹沼 いづみ,
髙屋 朋彰,佐藤 篤史,
⻑⽥ 朋樹,⼩原 侑⼰

専⾨ 必修 環境科学 0155 学修単位 2 2

鈴⽊ 真ノ介,伊澤 悟,
増淵 寿,飯塚 俊明,佐
藤 篤史,⿅野 ⽂久,平
⽥ 克⼰,武 成祥,⻄井
圭,⽯原 学,今泉 ⽂
伸,床井 良徳
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https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=15&subject_id=0125&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=15&subject_id=0126&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=15&subject_id=0127&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=15&subject_id=0128&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=15&subject_id=0129&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=15&subject_id=0130&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=15&subject_id=0131&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=15&subject_id=0132&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=15&subject_id=0133&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=15&subject_id=0134&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=15&subject_id=0135&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=15&subject_id=0148&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=15&subject_id=0149&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=15&subject_id=0150&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=15&subject_id=0151&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=15&subject_id=0154&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=15&subject_id=0155&year=2017&lang=ja


ホーム /  ⼩⼭⼯業⾼等専⾨学校 /  物質⼯学科

学科到達⽬標

【学習・教育到達度⽬標】⼩⼭⾼専の教育⽅針
 ① 豊かな⼈間性の涵養
 ② 豊かな感性と創造⼒の育成
 ③ ⾃然科学・数学・英語・専⾨基礎科⽬の学⼒向上
 ④ ⾼度な専⾨知識と問題解決能⼒の育成
 ⑤ 情報技術⼒の向上
 ⑥ コミュニケーション能⼒と国際感覚の育成

【JABEE】技術者教育プログラム（JABEEプログラム）学習・教育到達⽬標

（A）科学や⼯学に関する基本的知識を習得し、専⾨⼯学分野の問題に応⽤して適切な解を求められる。 
（B）問題点を把握し、俯瞰的な考察に基づく科学的⽅法を駆使しながら協働で作業し、主体的に結論を導く姿勢を保てる。 
（C）数学および⾃然科学に関する基礎知識を習得し、それらを総合的に応⽤できる。 
（D）科学・技術が⾃然や社会に与える影響を、豊かな⼈間性を備えた技術者としての視点に基づいて理解できる。 
（E）グローバル社会で通⽤する研究調査や実験の計画を適切に⽴てて結果を論理的にまとめ、外国語も⽤いて正確に他者に理解してもらうことができる

【実務経験のある教員による授業科⽬⼀覧】
学科 開講年次 共通・学科 専門・一般 科目名 単位数 実務経験のある教員名

物質工学科 本4年 学科 専門 高分子化学 2 飯島 道弘

物質工学科 本4年 学科 専門 総合工学実験 2
武 成祥,上田 誠,飯島 道弘,

田中 孝国,西井 圭

物質工学科 本5年 学科 専門 反応工学 2 田中 孝国

物質工学科 本5年 共通 専門 技術科学フロンティア概論 2

伊澤 悟,加藤 岳仁,渡邉 達

男,久保 和良,北野 達也,秋元

祐太朗,武 成祥,西井 圭,中島

秀雄,佐藤 篤史

科⽬区分 授業科⽬ 科⽬番号 単位種別 単位数

学年別週当授業時数

担当教員 履修上の区分
1年 2年 3年 4年 5年

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

⼀般 選択 語学研修 0003 履修単位 1 集中講義 岡⽥ 晃
⼀般 必修 国語Ｉ 0005 履修単位 3 3 3 柴⽥ 美由紀,⼭崎 明
⼀般 必修 英語Ｉ 0006 履修単位 3 3 3 杉⼭ 桂⼦
⼀般 必修 地理・歴史 0007 履修単位 2 2 2 ⻑峰 博之
⼀般 必修 英語表現Ⅰ 0009 履修単位 1 2 岡⽥ 晃
⼀般 必修 基礎数学Ｉa 0011 履修単位 2 4 佐藤 宏平
⼀般 必修 基礎数学Ｉb 0012 履修単位 2 4 佐藤 宏平
⼀般 必修 基礎数学ＩＩ 0013 履修単位 2 2 2 須甲 克也
⼀般 必修 理科総合 0014 履修単位 2 2 2 ハー ザイ
⼀般 必修 物理Ｉ 0015 履修単位 2 2 2 柴⽥ 洋⼀
⼀般 必修 化学Ｉ 0016 履修単位 2 2 2 森下 佳代⼦

⼀般 必修 コミュニケーションリテラシーＩ 0018 履修単位 1 2

岡⽥ 晃,有坂 顕⼆,杉
⼭ 桂⼦,有坂 夏菜⼦,
関根 健雄,柴⽥ 美由
紀,⼭崎 明,中⽥ 幸
⼦,吉村 理英

⼀般 必修 保健・体育Ｉ 0019 履修単位 2 2 2 ⻑⽥ 朋樹,⼩原 侑⼰

専⾨ 必修 ⼯学基礎 0001 履修単位 1 2

鈴⽊ 真ノ介,須甲 克
也,川村 壮司,⻲⼭ 雅
之,渥美 太郎,⽯原
学,中島 秀雄,⼲川 尚
⼈,床井 良徳

専⾨ 必修 化学基礎実験 0004 履修単位 4 4 4
武 成祥,飯島 道弘,酒
井 洋,⻄井 圭

専⾨ 必修 ⼯学デザイン 0017 履修単位 1 2
須甲 克也,⼤島 隆⼀,
サムアン ラホック,
酒井 洋,増⼭ 知也

⼀般 必修 保健・体育ＩＩ（2年） 0019 履修単位 2 2 2 増⼭ 舜,⻑⽥ 朋樹
⼀般 必修 英語表現ＩＩ 0026 履修単位 1 2 吉村 理英
⼀般 必修 国語ＩＩ 0027 履修単位 2 2 2 中⽥ 幸⼦
⼀般 必修 英語ＩＩ 0028 履修単位 3 3 3 有坂 夏菜⼦
⼀般 必修 現代社会と倫理 0029 履修単位 2 2 2 上野 哲
⼀般 必修 微分積分Ｉb 0030 履修単位 2 4 中川 英則
⼀般 必修 微分積分Ｉa 0031 履修単位 2 4 中川 英則
⼀般 必修 線形代数Ｉ 0032 履修単位 2 2 2 ⻑峰 孝典
⼀般 必修 化学ＩＩ 0033 履修単位 2 2 2 上村 孝
⼀般 必修 物理ＩＩ 0034 履修単位 2 2 2 加藤 清考

⼀般 必修 コミュニケーションリテラシーＩＩ 0035 履修単位 1 2

岡⽥ 晃,有坂 顕⼆,杉
⼭ 桂⼦,有坂 夏菜⼦,
関根 健雄,柴⽥ 美由
紀,⼭崎 明,中⽥ 幸
⼦,吉村 理英

専⾨ 必修 有機化学Ｉ 0020 履修単位 1 2 ⻄井 圭
専⾨ 必修 化学演習Ｉ 0021 履修単位 2 2 2 ⻄井 圭,上⽥ 誠

専⾨ 必修 分析化学実験 0022 履修単位 2 4
笹沼 いづみ,髙屋 朋

彰

専⾨ 必修 物質⼯学実験Ｉ 0023 履修単位 2 4
⻲⼭ 雅之,⽥中 孝国,

上⽥ 誠
専⾨ 必修 物質⼯学⼊⾨ 0024 履修単位 1 2 飯島 道弘,武 成祥
専⾨ 必修 無機化学Ｉ 0025 履修単位 2 2 2 川越 ⼤輔

専⾨ 必修 コラボワークＩ 0036 履修単位 2 2 2
⼭下 進,増淵 寿,平⽥
克⼰,飯島 洋祐,上⽥
誠,⻄井 圭,安⾼ 尚毅

⼀般 必修 国語ＩＩＩ 0057 履修単位 2 2 2 柴⽥ 美由紀,⼭崎 明
⼀般 必修 英語ＩＩＩ 0060 履修単位 3 3 3 関根 健雄
⼀般 選択 ⽇本語 0062 履修単位 3 3 3 多⽥ 哲久
⼀般 選択 ⽇本事情 0063 履修単位 3 3 3 多⽥ 哲久
⼀般 必修 線形代数ＩＩ 0064 履修単位 2 2 2 岡⽥ 崇
⼀般 必修 微分積分ＩＩ 0065 履修単位 2 2 2 神代 真也
⼀般 必修 応⽤物理 0066 履修単位 2 2 2 柴⽥ 洋⼀
⼀般 必修 保健・体育ＩＩＩ 0068 履修単位 2 2 2 ⼩原 侑⼰,⻑⽥ 朋樹
⼀般 必修 実⽤英語Ｉ 0071 学修単位 2 2 ⼀⼾ 克夫
⼀般 必修 科学技術倫理 0072 履修単位 2 4 上野 哲
専⾨ 必修 有機化学ＩＩ 0051 履修単位 2 2 2 ⻲⼭ 雅之
専⾨ 必修 ⽣物化学 0052 履修単位 2 2 2 上⽥ 誠
専⾨ 必修 化学⼯学Ｉ 0053 学修単位 2 2 ⽥中 孝国
専⾨ 必修 物理化学Ｉ 0054 履修単位 2 2 2 渥美 太郎
専⾨ 必修 無機化学ＩＩ 0055 学修単位 2 2 武 成祥

専⾨ 必修 物質⼯学実験ＩＩ 0056 履修単位 4 4 4
⻲⼭ 雅之,渥美 太郎,
飯島 道弘,川越 ⼤輔,

⻄井 圭

専⾨ 必修 コラボワークＩＩ 0067 履修単位 2 2 2

岡⽥ 晃,⼭下 進,加藤
岳仁,⽇下⽥ 淳,飯塚
俊明,⼩林 康浩,⽥中
昭雄,飯島 洋祐,⻄井
圭,髙屋 朋彰,加島 敬
太,今泉 ⽂伸,佐藤 宏
平,⼲川 尚⼈,崔 熙
元,床井 良徳,⼩林 基

澄

⼀般 必修 保健・体育ＩＩ（フィットネス） 0048 履修単位 1 2
⻑⽥ 朋樹,廣瀬 ⽂彦,
前原 淳,増⼭ 舜

⼀般 必修 保健・体育ＩＩ（硬式テニス） 0049 履修単位 1 2
⼩原 侑⼰,⻑⽥ 朋樹,
廣瀬 ⽂彦,前原 淳,増

⼭ 舜

⼀般 必修 保健・体育ＩＩ（バスケットボール） 0050 履修単位 1 2
前原 淳,⻑⽥ 朋樹,廣
瀬 ⽂彦,増⼭ 舜

⼀般 必修 保健・体育ＩＩ（タグラグビー） 0051 履修単位 1 2
廣瀬 ⽂彦,⻑⽥ 朋樹,
前原 淳,増⼭ 舜

⼀般 必修 保健・体育ＩＩ（サッカー） 0052 履修単位 1 2
増⼭ 舜,⻑⽥ 朋樹,廣
瀬 ⽂彦,前原 淳

⼀般 必修 ⽂学 0066 履修単位 1 2 柴⽥ 美由紀
⼀般 必修 歴史学 0067 履修単位 2 2 2 ⼭⽥ 康弘
⼀般 必修 哲学 0068 履修単位 1 2 上野 哲
⼀般 必修 英語ＩＶ 0069 履修単位 3 3 3 有坂 顕⼆
⼀般 必修 英語表現演習ＩＩＩ 0070 履修単位 2 2 2 岡⽥ 晃
⼀般 必修 英語演習A 0071 履修単位 1 2 ⼀⼾ 克夫
専⾨ 必修 化学演習ＩＩ 0053 履修単位 1 2 酒井 洋,⻄井 圭
専⾨ 必修 材料⼯学 0054 学修単位 2 2 武 成祥
専⾨ 必修 化学⼯学ＩＩ 0055 学修単位 2 2 加島 敬太

専⾨ 必修 材料化学実験 0056 履修単位 4 4 4
武 成祥,⽥中 孝国,酒
井 洋,加島 敬太

専⾨ 必修 ⽣物⼯学実験 0057 履修単位 4 4 4
笹沼 いづみ,⽥中 孝
国,髙屋 朋彰,加島 敬

太
専⾨ 必修 有機化学ＩＩＩ 0058 学修単位 2 2 ⻲⼭ 雅之
専⾨ 必修 物理化学ＩＩ 0059 学修単位 2 2 渥美 太郎
専⾨ 必修 物理化学ＩＩＩ 0060 学修単位 2 2 酒井 洋
専⾨ 必修 ⾼分⼦化学 0061 学修単位 2 2 飯島 道弘

専⾨ 必修 化学英語(4年) 0062 学修単位 1 1
加島 敬太,武 成祥,笹

沼 いづみ

専⾨ 必修 ⽣物⼯学Ｉ 0063 学修単位 2 2
笹沼 いづみ,髙屋 朋

彰
専⾨ 必修 ⽣物⼯学ＩＩ 0064 学修単位 2 2 上⽥ 誠

専⾨ 必修 総合⼯学演習 0065 履修単位 2 4

⻲⼭ 雅之,武 成祥,笹
沼 いづみ,渥美 太郎,
飯島 道弘,⽥中 孝国,
川越 ⼤輔,酒井 洋,⻄
井 圭,髙屋 朋彰,上⽥
誠,加島 敬太

専⾨ 必修 確率統計 0072 履修単位 2 2 2 佐藤 宏平
専⾨ 必修 応⽤数学 0073 履修単位 1 2 佐藤 巌
専⾨ 必修 応⽤物理ＩＩ 0074 履修単位 2 2 2 増⼭ 知也
専⾨ 必修 情報処理実習ＩＩ 0075 学修単位 1 1 髙屋 朋彰,加島 敬太
⼀般 選択 ⼈間と科学ＩＩ（倫理学） 0116 履修単位 1 2 上野 哲
⼀般 選択 英語演習Ｂ 0117 履修単位 1 2 吉村 理英
⼀般 選択 ⼈間と科学Ｉ（地理学Ｉ） 0121 履修単位 1 2 池⽥ 和⼦
⼀般 選択 ⼈間と科学ＩＩ（法学ＩＩ） 0122 履修単位 1 2 岡⽥ ⼀郎
⼀般 選択 ⼈間と科学ＩＩ（歴史学ＩＩ） 0124 履修単位 1 2 ⻑峰 博之
⼀般 選択 ⼈間と科学ＩＩ（地理学ＩＩ） 0125 履修単位 1 2 池⽥ 和⼦
⼀般 選択 ⼈間と科学Ｉ（歴史学Ｉ） 0126 履修単位 1 2 ⻑峰 博之
⼀般 選択 ⼈間と科学Ｉ（法学Ｉ） 0127 履修単位 1 2 岡⽥ ⼀郎

⼀般 必修 保健・体育II（バドミントン） 0136 履修単位 1 2
⻑⽥ 朋樹,⼩原 侑⼰,
廣瀬 ⽂彦,前原 淳,増

⼭ 舜

⼀般 必修 保健・体育II（硬式テニス） 0137 履修単位 1 2
⼩原 侑⼰,⻑⽥ 朋樹,
廣瀬 ⽂彦,前原 淳,増

⼭ 舜

⼀般 必修 保健・体育II（バレーボール） 0138 履修単位 1 2
増⼭ 舜,⻑⽥ 朋樹,⼩
原 侑⼰,廣瀬 ⽂彦,前

原 淳

⼀般 必修 保健・体育II（野球・ソフトボール） 0139 履修単位 1 2
廣瀬 ⽂彦,⻑⽥ 朋樹,
⼩原 侑⼰,前原 淳,増

⼭ 舜

⼀般 必修 保健・体育II（ハンドボール） 0140 履修単位 1 2
前原 淳,⻑⽥ 朋樹,⼩
原 侑⼰,廣瀬 ⽂彦,増

⼭ 舜
⼀般 選択 第⼆外国語Ｉ 0141 履修単位 1 2 幅野 ⺠⽣
⼀般 選択 第⼆外国語ＩＩ 0142 履修単位 1 2 幅野 ⺠⽣
専⾨ 必修 特別演習（キャリア教育） 0098 履修単位 0 集中講義 那須 裕規

専⾨ 必修 卒業研究 0099 履修単位 10 10 10

⻲⼭ 雅之,武 成祥,笹
沼 いづみ,渥美 太郎,
飯島 道弘,⽥中 孝国,
川越 ⼤輔,酒井 洋,⻄
井 圭,髙屋 朋彰,上⽥
誠,加島 敬太

専⾨ 選択 機器分析 0100 学修単位 2 2 酒井 洋
専⾨ 選択 ⽣物資源⼯学 0107 学修単位 2 2 髙屋 朋彰
専⾨ 選択 プロセス⼯学 0108 学修単位 2 2 加島 敬太
専⾨ 選択 環境化学 0110 学修単位 2 2 ⽥中 孝国
専⾨ 選択 無機材料 0114 学修単位 2 2 川越 ⼤輔

専⾨ 必修 環境科学 0129 学修単位 2 2

鈴⽊ 真ノ介,伊澤 悟,
増淵 寿,飯塚 俊明,佐
藤 篤史,⿅野 ⽂久,平
⽥ 克⼰,武 成祥,⻄井
圭,⽯原 学,今泉 ⽂
伸,床井 良徳

専⾨ 必修 ライフサイエンス 0130 学修単位 2 2

⽇下⽥ 淳,⽯原 学,久
保 和良,井上 ⼀道,飯
島 道弘,笹沼 いづみ,
髙屋 朋彰,佐藤 篤史,
⻑⽥ 朋樹,⼩原 侑⼰

専⾨ 選択 有機⼯業化学 0131 学修単位 2 2 飯島 道弘
専⾨ 選択 環境有機化学 0132 学修単位 2 2 ⻄井 圭

専⾨ 必須 卒業研究ゼミナール 0133 履修単位 2 2 2

⻲⼭ 雅之,武 成祥,笹
沼 いづみ,渥美 太郎,
飯島 道弘,⽥中 孝国,
川越 ⼤輔,酒井 洋,⻄
井 圭,髙屋 朋彰,上⽥
誠,加島 敬太

専⾨ 選択 分⼦⽣物学 0134 学修単位 2 2 笹沼 いづみ
専⾨ 選択 ⽣物⼯学ＩＩＩ 0135 学修単位 2 2 上⽥ 誠



物質⼯学科 開講年度: 令和03年度 

学科シラバス コース: 全て 

https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSchools?lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicDepartments?school_id=12&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0003&year=2021&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0005&year=2021&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0006&year=2021&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0007&year=2021&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0009&year=2021&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0011&year=2021&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0012&year=2021&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0013&year=2021&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0014&year=2021&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0015&year=2021&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0016&year=2021&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0018&year=2021&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0019&year=2021&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0001&year=2021&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0004&year=2021&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0017&year=2021&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0019&year=2020&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0026&year=2020&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0027&year=2020&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0028&year=2020&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0029&year=2020&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0030&year=2020&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0031&year=2020&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0032&year=2020&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0033&year=2020&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0034&year=2020&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0035&year=2020&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0020&year=2020&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0021&year=2020&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0022&year=2020&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0023&year=2020&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0024&year=2020&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0025&year=2020&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0036&year=2020&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0057&year=2019&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0060&year=2019&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0062&year=2019&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0063&year=2019&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0064&year=2019&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0065&year=2019&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0066&year=2019&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0068&year=2019&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0071&year=2019&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0072&year=2019&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0052&year=2019&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0053&year=2019&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0054&year=2019&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0055&year=2019&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0056&year=2019&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0067&year=2019&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0048&year=2018&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0049&year=2018&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0050&year=2018&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0051&year=2018&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0052&year=2018&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0066&year=2018&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0067&year=2018&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0068&year=2018&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0069&year=2018&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0070&year=2018&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0071&year=2018&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0053&year=2018&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0054&year=2018&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0055&year=2018&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0056&year=2018&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0057&year=2018&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0058&year=2018&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0059&year=2018&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0060&year=2018&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0061&year=2018&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0062&year=2018&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0063&year=2018&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0064&year=2018&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0065&year=2018&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0072&year=2018&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0073&year=2018&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0074&year=2018&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0075&year=2018&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0116&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0117&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0121&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0122&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0124&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0125&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0126&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0127&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0136&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0137&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0138&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0139&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0140&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0141&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0142&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0098&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0099&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0100&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0107&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0108&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0110&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0114&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0129&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0130&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0131&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0133&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0134&year=2017&lang=ja
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicSyllabus?school_id=12&department_id=16&subject_id=0135&year=2017&lang=ja


ホーム /  ⼩⼭⼯業⾼等専⾨学校 /  建築学科

学科到達⽬標

【学習・教育到達度⽬標】⼩⼭⾼専の教育⽅針
 ① 豊かな⼈間性の涵養
 ② 豊かな感性と創造⼒の育成
 ③ ⾃然科学・数学・英語・専⾨基礎科⽬の学⼒向上
 ④ ⾼度な専⾨知識と問題解決能⼒の育成
 ⑤ 情報技術⼒の向上
 ⑥ コミュニケーション能⼒と国際感覚の育成

【JABEE】技術者教育プログラム（JABEEプログラム）学習・教育到達⽬標

（A）科学や⼯学に関する基本的知識を習得し、専⾨⼯学分野の問題に応⽤して適切な解を求められる。 
（B）問題点を把握し、俯瞰的な考察に基づく科学的⽅法を駆使しながら協働で作業し、主体的に結論を導く姿勢を保てる。 
（C）数学および⾃然科学に関する基礎知識を習得し、それらを総合的に応⽤できる。 
（D）科学・技術が⾃然や社会に与える影響を、豊かな⼈間性を備えた技術者としての視点に基づいて理解できる。 
（E）グローバル社会で通⽤する研究調査や実験の計画を適切に⽴てて結果を論理的にまとめ、外国語も⽤いて正確に他者に理解してもらうことができる

【実務経験のある教員による授業科目一覧】

学科 開講年次 共通・学科 専門・一般 科目名 単位数 実務経験のある教員名

建築学科 本4年 学科 専門 建築計画Ⅱ 2 永峰 麻衣子

建築学科 本5年 学科 専門 木構造 2 中島 秀雄

建築学科 本5年 学科 専門 建築応用力学 2 堀 昭夫

建築学科 本5年 共通 専門 技術科学フロンティア概論 2

伊澤 悟,加藤 岳仁,渡邉 達

男,久保 和良,北野 達也,秋元

祐太朗,武 成祥,西井 圭,中島

秀雄,佐藤 篤史

科⽬区分 授業科⽬ 科⽬番号 単位種別 単位数

学年別週当授業時数

担当教員 履修上の区分
1年 2年 3年 4年 5年

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

⼀般 選択 語学研修 0005 履修単位 1 集中講義 岡⽥ 晃
⼀般 必修 国語Ｉ 0006 履修単位 3 3 3 柴⽥ 美由紀,⼭崎 明
⼀般 必修 英語Ｉ 0007 履修単位 3 3 3 杉⼭ 桂⼦
⼀般 必修 地理・歴史 0008 履修単位 2 2 2 ⻑峰 博之
⼀般 必修 英語表現Ⅰ 0010 履修単位 1 2 岡⽥ 晃
⼀般 必修 基礎数学Ｉa 0012 履修単位 2 4 佐藤 宏平
⼀般 必修 基礎数学Ｉb 0013 履修単位 2 4 佐藤 宏平
⼀般 必修 基礎数学ＩＩ 0014 履修単位 2 2 2 須甲 克也
⼀般 必修 物理Ｉ 0015 履修単位 2 2 2 柴⽥ 洋⼀
⼀般 必修 化学Ｉ 0016 履修単位 2 2 2 森下 佳代⼦
⼀般 必修 理科総合 0017 履修単位 2 2 2 ハー ザイ

⼀般 必修 コミュニケーションリテラシーＩ 0019 履修単位 1 2

岡⽥ 晃,有坂 顕⼆,杉
⼭ 桂⼦,有坂 夏菜⼦,
関根 健雄,柴⽥ 美由
紀,⼭崎 明,中⽥ 幸
⼦,吉村 理英

⼀般 必修 保健・体育Ｉ 0020 履修単位 2 2 2 ⻑⽥ 朋樹,⼩原 侑⼰

専⾨ 必修 建築概論 0001 履修単位 2 2 2

⼤島 隆⼀,本多 良政,
佐藤 篤史,堀 昭夫,安
⾼ 尚毅,中島 秀雄,崔
熙元,⼩林 基澄,⼤和

征良
専⾨ 必修 創造演習Ｉ 0002 履修単位 2 4 ⼤島 隆⼀

専⾨ 必修 ⼯学基礎 0003 履修単位 1 2

鈴⽊ 真ノ介,須甲 克
也,川村 壮司,⻲⼭ 雅
之,渥美 太郎,⽯原
学,中島 秀雄,⼲川 尚
⼈,床井 良徳

専⾨ 必修 ⼯学デザイン 0018 履修単位 1 2
須甲 克也,⼤島 隆⼀,
サムアン ラホック,
酒井 洋,増⼭ 知也

⼀般 必修 保健・体育ＩＩ（2年） 0027 履修単位 2 2 2 ⼩原 侑⼰,前原 淳
⼀般 必修 国語ＩＩ 0028 履修単位 2 2 2 中⽥ 幸⼦
⼀般 必修 英語ＩＩ 0029 履修単位 3 3 3 有坂 夏菜⼦
⼀般 必修 英語表現ＩＩ 0030 履修単位 1 2 吉村 理英
⼀般 必修 現代社会と倫理 0031 履修単位 2 2 2 上野 哲
⼀般 必修 微分積分Ｉb 0032 履修単位 2 4 岡⽥ 崇
⼀般 必修 微分積分Ｉa 0033 履修単位 2 4 岡⽥ 崇
⼀般 必修 線形代数Ｉ 0034 履修単位 2 2 2 ⻑峰 孝典
⼀般 必修 物理ＩＩ 0035 履修単位 2 2 2 加藤 清考
⼀般 必修 化学ＩＩ 0036 履修単位 2 2 2 上村 孝

⼀般 必修 コミュニケーションリテラシーＩＩ 0037 履修単位 1 2

岡⽥ 晃,有坂 顕⼆,杉
⼭ 桂⼦,有坂 夏菜⼦,
関根 健雄,柴⽥ 美由
紀,⼭崎 明,中⽥ 幸
⼦,吉村 理英

専⾨ 必修 建築構造システム 0020 履修単位 1 2 ⼤島 隆⼀
専⾨ 必修 建築構造⼒学Ｉ 0021 履修単位 2 2 2 本多 良政
専⾨ 必修 インテリアデザイン 0022 履修単位 1 2 ⼩林 基澄
専⾨ 必修 建築計画ＩＡ 0023 履修単位 1 2 安⾼ 尚毅
専⾨ 必修 創造演習ＩＩA 0024 履修単位 2 4 崔 熙元
専⾨ 必修 創造演習ＩＩB 0025 履修単位 2 4 崔 熙元,⼤島 隆⼀
専⾨ 必修 建築計画ＩＢ 0026 履修単位 1 2 崔 熙元

専⾨ 必修 コラボワークＩ 0038 履修単位 2 2 2
⼭下 進,増淵 寿,平⽥
克⼰,飯島 洋祐,上⽥
誠,⻄井 圭,安⾼ 尚毅

⼀般 必修 国語ＩＩＩ 0062 履修単位 2 2 2 柴⽥ 美由紀
⼀般 必修 英語ＩＩＩ 0065 履修単位 3 3 3 関根 健雄
⼀般 選択 ⽇本語 0067 履修単位 3 3 3 多⽥ 哲久
⼀般 選択 ⽇本事情 0068 履修単位 3 3 3 多⽥ 哲久
⼀般 必修 微分積分ＩＩ 0069 履修単位 2 2 2 神代 真也
⼀般 必修 線形代数ＩＩ 0070 履修単位 2 2 2 須甲 克也
⼀般 必修 応⽤物理 0071 履修単位 2 2 2 柴⽥ 洋⼀
⼀般 必修 保健・体育ＩＩＩ 0072 履修単位 2 2 2 ⼩原 侑⼰,⻑⽥ 朋樹
⼀般 必修 実⽤英語Ｉ 0075 学修単位 2 2 吉村 理英
⼀般 必修 科学技術倫理 0077 履修単位 2 4 上野 哲
専⾨ 必修 建築構造⼒学ＩＩ 0053 履修単位 2 2 2 中島 秀雄
専⾨ 必修 建築材料 0054 学修単位 2 2 KIM JUNHO
専⾨ 必修 福祉住環境 0055 学修単位 2 2 崔 熙元

専⾨ 必修 創造演習ＩＩＩＡ 0056 履修単位 2 4
⼤島 隆⼀,本多 良政,

⼤和 征良
専⾨ 必修 創造演習ＩＩＩＢ 0057 履修単位 2 4 ⼩林 基澄
専⾨ 必修 建築設計ＩＡ 0058 履修単位 2 4 ⼩林 基澄,平岡 順⼦
専⾨ 必修 建築設計ＩＢ 0059 履修単位 2 4 ⼤島 隆⼀,崔 熙元

専⾨ 必修 コラボワークＩＩ 0076 履修単位 2 2 2

岡⽥ 晃,⼭下 進,加藤
岳仁,⽇下⽥ 淳,飯塚
俊明,⼩林 康浩,⽥中
昭雄,飯島 洋祐,⻄井
圭,髙屋 朋彰,加島 敬
太,今泉 ⽂伸,佐藤 宏
平,⼲川 尚⼈,崔 熙
元,床井 良徳,⼩林 基

澄

⼀般 必修 保健・体育ＩＩ（硬式テニス） 0062 履修単位 1 2
⼩原 侑⼰,⻑⽥ 朋樹,
廣瀬 ⽂彦,前原 淳,増

⼭ 舜

⼀般 必修 保健・体育ＩＩ（バスケットボール） 0063 履修単位 1 2
⻑⽥ 朋樹,廣瀬 ⽂彦,
前原 淳,増⼭ 舜

⼀般 必修 保健・体育ＩＩ（タグラグビー） 0064 履修単位 1 2
前原 淳,⻑⽥ 朋樹,廣
瀬 ⽂彦,増⼭ 舜

⼀般 必修 保健・体育ＩＩ（サッカー） 0065 履修単位 1 2
廣瀬 ⽂彦,⻑⽥ 朋樹,
前原 淳,増⼭ 舜

⼀般 必修 ⽂学 0066 履修単位 1 2 柴⽥ 美由紀
⼀般 必修 歴史学 0067 履修単位 2 2 2 ⻑峰 博之
⼀般 必修 哲学 0068 履修単位 1 2 上野 哲
⼀般 必修 英語ＩＶ 0069 履修単位 3 3 3 有坂 顕⼆
⼀般 必修 英語表現演習ＩＩＩ 0070 履修単位 2 2 2 岡⽥ 晃
⼀般 必修 英語演習A 0071 履修単位 1 2 岩崎 宏之

⼀般 必修 保健・体育ＩＩ（フィットネス） 0073 履修単位 1 2
⻑⽥ 朋樹,⼩原 侑⼰,
廣瀬 ⽂彦,前原 淳,増

⼭ 舜
専⾨ 必修 応⽤物理ＩＩ 0050 履修単位 1 2 堀 昭夫
専⾨ 必修 建築構造⼒学ＩＩＩ 0051 学修単位 2 2 ⼤和 征良
専⾨ 必修 鉄筋コンクリート構造 0052 履修単位 2 2 2 本多 良政
専⾨ 必修 鋼構造 0053 履修単位 2 2 2 堀 昭夫
専⾨ 必修 建築計画ＩＩ 0054 学修単位 2 2 ⼩林 基澄
専⾨ 必修 建築史Ｉ 0055 学修単位 2 2 安⾼ 尚毅

専⾨ 必修 創造演習ＩＶＡ 0056 学修単位 2 2
本多 良政,佐藤 篤史,
中島 秀雄,永盛 宏⽂,

⼩林 基澄

専⾨ 必修 創造演習ＩＶＢ 0057 学修単位 2 2
本多 良政,川上 勝弥,
中島 秀雄,⼤和 征良

専⾨ 必修 建築設計ＩＩＡ 0058 学修単位 2 2 慶野 正司
専⾨ 必修 建築環境⼯学Ｉ 0059 履修単位 2 2 2 佐藤 篤史
専⾨ 必修 建築設計ＩＩＢ 0060 学修単位 2 2 安⾼ 尚毅
専⾨ 必修 建築構造⼒学演習 0061 履修単位 1 2 本多 良政,⼤和 征良
専⾨ 必修 応⽤数学 0072 履修単位 2 2 2 ⼤⼭ ⼈紀
⼀般 選択 英語演習Ｂ 0102 履修単位 1 2 吉村 理英
⼀般 選択 ⼈間と科学Ｉ（地理学Ｉ） 0106 履修単位 1 2 池⽥ 和⼦
⼀般 選択 ⼈間と科学ＩＩ（法学ＩＩ） 0107 履修単位 1 2 岡⽥ ⼀郎
⼀般 選択 ⼈間と科学ＩＩ（歴史学ＩＩ） 0109 履修単位 1 2 ⻑峰 博之
⼀般 選択 ⼈間と科学Ｉ（歴史学Ｉ） 0110 履修単位 1 2 ⻑峰 博之
⼀般 選択 ⼈間と科学ＩＩ（倫理学） 0111 履修単位 1 2 上野 哲
⼀般 選択 ⼈間と科学ＩＩ（地理学ＩＩ） 0112 履修単位 1 2 池⽥ 和⼦
⼀般 選択 ⼈間と科学Ｉ（法学Ｉ） 0113 履修単位 1 2 岡⽥ ⼀郎

⼀般 必修 保健・体育II（バドミントン） 0115 履修単位 1 2
⻑⽥ 朋樹,⼩原 侑⼰,
廣瀬 ⽂彦,前原 淳,増

⼭ 舜

⼀般 必修 保健・体育II（硬式テニス） 0116 履修単位 1 2
⼩原 侑⼰,⻑⽥ 朋樹,
廣瀬 ⽂彦,前原 淳,増

⼭ 舜

⼀般 必修 保健・体育II（バレーボール） 0117 履修単位 1 2
増⼭ 舜,⻑⽥ 朋樹,⼩
原 侑⼰,廣瀬 ⽂彦,前

原 淳

⼀般 必修 保健・体育II（野球・ソフトボール） 0118 履修単位 1 2
廣瀬 ⽂彦,⻑⽥ 朋樹,
⼩原 侑⼰,前原 淳,増

⼭ 舜

⼀般 必修 保健・体育II（ハンドボール） 0119 履修単位 1 2
前原 淳,⻑⽥ 朋樹,⼩
原 侑⼰,廣瀬 ⽂彦,増

⼭ 舜
⼀般 選択 第⼆外国語Ｉ 0120 履修単位 1 2 幅野 ⺠⽣
⼀般 選択 第⼆外国語ＩＩ 0121 履修単位 1 2 幅野 ⺠⽣
専⾨ 選択 ⽊構造 0087 学修単位 2 2 中島 秀雄
専⾨ 選択 建築構造計画 0088 学修単位 2 2 堀 昭夫
専⾨ 選択 建築計画ＩＩＩ 0089 学修単位 2 2 平岡 順⼦
専⾨ 選択 建築史ＩＩ 0090 学修単位 2 2 安⾼ 尚毅
専⾨ 選択 建築意匠 0091 学修単位 2 2 ⼩林 基澄
専⾨ 選択 構造設計 0092 学修単位 2 2 堀 昭夫
専⾨ 選択 建築環境⼯学ＩＩ 0093 学修単位 2 2 佐藤 篤史
専⾨ 選択 建築設備 0094 学修単位 2 2 佐藤 篤史
専⾨ 選択 建築施⼯ 0095 履修単位 2 2 2 川上 勝弥
専⾨ 選択 建築法規 0096 学修単位 2 2 市川 悦郎
専⾨ 選択 建築耐震構造 0097 履修単位 1 2 中島 秀雄
専⾨ 選択 建築応⽤⼒学 0098 学修単位 2 2 堀 昭夫

専⾨ 選択 建築ゼミナール 0099 履修単位 2 2 2

⼤島 隆⼀,本多 良政,
佐藤 篤史,堀 昭夫,安
⾼ 尚毅,中島 秀雄,崔
熙元,⼩林 基澄,⼤和

征良

専⾨ 必修 卒業研究 0100 履修単位 10 10 10

⼤島 隆⼀,本多 良政,
佐藤 篤史,堀 昭夫,安
⾼ 尚毅,中島 秀雄,崔
熙元,⼩林 基澄,⼤和

征良
専⾨ 必修 特別演習（キャリア教育） 0101 履修単位 0 集中講義 那須 裕規

専⾨ 必修 環境科学 0122 学修単位 2 2

鈴⽊ 真ノ介,伊澤 悟,
増淵 寿,飯塚 俊明,佐
藤 篤史,⿅野 ⽂久,平
⽥ 克⼰,武 成祥,⻄井
圭,⽯原 学,今泉 ⽂
伸,床井 良徳

専⾨ 必修 ライフサイエンス 0123 学修単位 2 2

⽇下⽥ 淳,⽯原 学,久
保 和良,井上 ⼀道,飯
島 道弘,笹沼 いづみ,
髙屋 朋彰,佐藤 篤史,
⻑⽥ 朋樹,⼩原 侑⼰
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⼩⼭⼯業⾼等専⾨学校
数理・データサイエンス・AI教育プログラム規程

＜取り組み概要＞
本プログラムでは、様々な分野における課題と連携し、学⽣が数理・データサイエンス・AI
を適切に理解し、それを活⽤する基礎的な能⼒を育成することを⽬的としている。PBL科⽬を
中⼼とした基礎的な能⼒向上の機会を充実させ、ICTも活⽤した数理・データサイエンス・AI
に関する能⼒の向上に向けた学習機会の拡⼤していくことを⽬標とする。

授業
・
プログラムの特徴
・低学年からの分野横断型のPBL授業の充実
全学科合同のPBL形式で幅広い分野からの視点による基礎的能⼒の向上を⽀援
・⽂系科⽬と連携したコミュニケーションと情報倫理教育
ディベートやプレゼン等の実践形式でのコミュニケーションリテラシー向上の機会充実
・ICT活⽤による学⽣⽀援体制
LMSとBYOD推進によるICT活⽤による学習⽀援体制の拡充

授業評価アンケート検証、改善 外部意⾒等

運営・改善
・教務委員会

点検と評価
・点検評価委員会

達成状況の確認
・外部評価委員会
・運営諮問会議

検討課題を提⽰
・企画戦略会議



小山工業高等専門学校教務委員会規程 
 

制  定  昭和 42 年４月１日 

最終改正 平成 30 年１月 17 日 

 
（趣旨） 

第１条 この規程は，小山工業高等専門学校運営組織規則第 14 条の規定に基づき，小山工業

高等専門学校教務委員会（以下「委員会」という。）を置き，委員会に関し，必要な事項

を定める。 
（組織） 

第２条 委員会は，次の各号に掲げる者をもって組織する。 
一 教務主事 
二 教務主事補 
三 各学科及び一般科から各１名 
四 学生課長 
五 その他校長が必要と認めた者 

２ 委員会に委員長を置き，教務主事をもって充てる。 
（審議事項） 

第３条 委員会は，校長の諮問に応じ次の各号に掲げる事項を審議する。 
一 教育課程の編成及び改廃に関すること。 
二 授業時間割の編成に関すること。 
三 学校の行事に関すること。 
四 入学者の選抜に関すること。 
五 学生の試験に関すること。 
六 教育改善に関すること。 
七 その他教務に関すること。 
（会議） 

第４条 委員会は，教務主事が招集し，その議長となる。 
第５条 委員会は，必要に応じ委員以外の者を出席させることができる。 

（学科間連携教育専門部会） 
第６条 委員会に一般科と専門学科間の連携教育を効果的に実施するため，及び専門学科間

の連携教育を実施するために，学科間連携教育専門部会を置く。 
２ 学科間連携教育専門部会は，次の各号に掲げる者をもって組織する。 

一 教務主事又は教務主事補から１名 
二 各学科及び一般科から各１名 
三 その他校長が必要と認めた者 

３ 前項の構成員の任期は１年とし，再任を妨げない。 
４ 欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。 
５ 学科間連携教育専門部会に部会長を置き，委員長が指名する。 

（事務） 



第７条 委員会及び専門部会に関する事務は，学生課教務係において処理する。 
附 則 

この規程は，昭和 42 年４月１日から施行する。 
附 則 

この規程は，昭和 51 年４月１日から施行する。 
附 則 

この規程は，昭和 53 年４月１日から施行する。 
附 則 

この規程は，平成 12 年４月１日から施行する。 
附 則 

１ この規程は，平成 16 年４月１日から施行する。 
２ 小山工業高等専門学校ファカルティ・ディベロップメント(FD)委員会規程（平成 13 年

４月１日制定）は，廃止する。 
附 則 

この規程は，平成 16 年 11 月１日から施行する。 
附 則 

１ この規程は，平成 22 年４月１日から施行する。 
２ 小山工業高等専門学校ｅ-learning 運営委員会規程（平成 18 年６月 14 日施行）は，廃止

する。 
附 則 

この規程は，平成 23 年４月１日から施行する。 
附 則 

この規程は，平成 25 年４月１日から施行する。 
附 則 

この規程は，平成 26 年４月１日から施行する。 
   附 則 

この規程は，平成 28 年４月１日から施行する。 
附 則 

この規程は，平成 30 年４月１日から施行する。 



小山工業高等専門学校点検評価委員会規程 

 

制  定 平成22年４月１日 

最終改正 令和２年２月４日 

 

（目的） 

第１条 この規程は，小山工業高等専門学校点検評価規程第２条第２項の規定に基づき，小

山工業高等専門学校点検評価委員会（以下「委員会」という。）の組織及び運営について

定める。 

（任務） 

第２条 委員会は，次に掲げる事項を審議する。 

一 自己点検評価及び外部評価の企画調整に関すること。 

二 認証評価を受けるために必要となる施策に関すること。 

三 JABEEの技術者教育プログラムの認定を受けるために必要となる施策に関すること。 

四 各評価結果等の検証並びに改善に関すること。 

五 その他点検評価に関すること。 

（組織） 

第３条 委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

一 総務主事，教務主事，学生主事及び寮務主事 

二 専攻科長 

三 事務部長 

四 各課長 

五 その他校長が必要と認めた者 

２ 前項第五号の委員の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた場合の後

任者の任期は，前任者の残任期間とする。 

（委員長） 

第４条 委員会に委員長を置き，総務主事をもって充てる。 

２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

３ 委員会に副委員長を置き，教務主事をもって充てる。 

（委員以外の者の出席） 

第５条 委員長が必要と認めたときは，委員以外の者を委員会に出席させることができる。 

（専門委員会） 

第６条 委員会に第２条各号に定める事項を専門的に審議し，執行するために，専門委員会

を置くことができる。 

２ 専門委員会に関して必要な事項は，別に定める。 

（事務） 

第７条 委員会に係る事務は，総務課において処理する。 

（雑則） 

第８条 この規程に定めるもののほか，委員会に必要な事項は，委員会が別に定める。 

附 則 



１ この規程は，平成20年４月１日から施行する。 

２ 小山工業高等専門学校機関評価対応委員会規程(平成 18 年４月１日制定)は，廃止する。 

附 則 

この規程は，平成22年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は，平成30年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は，令和２年４月１日から施行する。 



令和３年度 小山⼯業⾼等専⾨学校
数理・データサイエンス・AI教育プログラムに関する⾃⼰点検評価

⽬的：令和3年度の数理・データサイエンス・AI教育プログラムの⾃⼰点検評価
評価項⽬：⽂部科学省「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度(リテラシーレベル)」の審査項⽬の観
点によるプログラムの評価

認定制度の審査項⽬ モデルカリキュラム 対象科目 評価

（１）現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆

動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密
接に結びついている
※モデルカリキュラム導入１－１、導入１－６が該当

導入
1-1. 社会で起きている変化
1-6. データ・AI利活用の最新動向

・工学基礎
・科学技術倫理
・コラボワークⅠ A

（２）「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非
常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツール
になり得るもの
※モデルカリキュラム導入１－２、導入１－３が該当

導入
1-2. 社会で活用されているデータ
1-3. データ・AIの活用領域

・工学基礎
・コラボワークⅠ A

（３）様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、
様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘ
ルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの
※モデルカリキュラム導入１－４、導入１－５が該当

導入
1-4. データ・AI利活用のための技
術
1-5. データ・AI利活用の現場

・工学基礎
・科学技術倫理
・コラボワークⅠ A

（４）活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、

ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データ
を守る上での留意事項への理解をする
※モデルカリキュラム心得３－１、心得３－２が該当

心得
3-1. データ・AIを扱う上での留意
事項
3-2. データを守る上での留意事項

・工学基礎
・コラボワークⅠ

・コミュニケーション
リテラシーⅠ

・コミュニケーション
リテラシーⅡ

A
（５）実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、
社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」と
いった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの
※モデルカリキュラム基礎２－１、基礎２－２、基礎２－３が該当

基礎
2-1. データを読む
2-2. データを説明する
2-3. データを扱う

・工学基礎
・コラボワークⅠ

・コミュニケーション
リテラシーⅠ

・コミュニケーション
リテラシーⅡ

A
S：審査項目の内容を上回る成果を達成している。
A：審査項目の内容通りの成果を達成している。
B：審査項目の内容の成果を達成できていないが、達成に向けた対策を立案、着手できている。
C：審査項目の内容の成果を達成できず、達成に向けた対策が計画されていない。
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